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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　弥生やよいに入り、都の桜が順次開きはじめた。

　如きさ月らぎにはすでに咲いていた白き山桜と豆桜につづいて薄うす紅べに色いろの彼ひ岸がん桜ざくらが開き、次いで牡ぼ丹たんのように幾重もの花か弁べんを持つ濃こき紅くれないの八や重え桜ざくらというように都の桜暦は過ぎてゆく。

　そしてその暦こよみの最後を飾る桜が───。

「少しよう弐にの命みよう婦ぶ。また届いているわよ」

　うららかな春の陽射しがぽかぽかと暖かい弘こ徽き殿でんの南みなみ廂びさしに設しつらえた局つぼねに、女によう官かんが一人入ってきた。ちょうどむかいあって座っていた斎さい王おう尚侍ないしのかみこと塔とう子こ女によ王おうと、少弐命婦こと万ま結ゆは同時に顔をあげる。少弐命婦という呼び名は、万結の父親が大だ宰ざいの少しよう弐にを務めていることから付けられた彼女の呼び名である。二人は熟じゆく女じよばかりの女じよ帝てい・縋すが子この内だい裏りで、十六歳と十五歳という数少ない花盛りの娘達だった。しっかり者で表情も大人びている万結が自分よりひとつ年下だと知った時、塔子は驚いたものだ。

「まあ、斎王尚侍。このようなところで、いかがなされたのです？」

　女官が驚くのも無理のないことで、名目上は尚侍という上じよう﨟ろう（高位女官）でも、四か月後の文ふみ月づきに東とう宮ぐう・明あか槻つき親しん王のうの妃きさきとして入じゆ内だいが内定している塔子は、妃同様の待たい遇ぐうで麗れい景けい殿でんの母おも屋やを賜たまわっている。その彼女が、現在は中﨟以下の女官達の曹ぞう司し町まちとして使っている弘徽殿の局になどいたのだから、首を傾かしげたくもなるだろう。

　ちなみに清せい涼りよう殿でんにも近く、最も格の高い殿でん舎しやのひとつとされる弘徽殿が女官達の部屋でもある曹司町に使われている理由は、ひとえに今きん上じようが女性ということにある。縋子のもとに女官達がすぐ馳はせ参さんじられるようにという利便性の他に、公く卿ぎよう達が直じき廬ろ（詰所）として使用している登とう花か殿でんと清涼殿の間は、女官達の目が届くようにしておいたほうがよいだろうと明槻が判断したのだ。弘徽殿は、清涼殿と登花殿の間にある。先日から命婦として出しゆつ仕しをはじめた万結は、この曹司町に局を賜っていた。

「万結さ……じゃなくて、命婦に縫ぬい物ものを手伝ってもらっていたのよ。すごく上手じようずで手早いと評判だったので、お手本にしたくて」

「尚侍にわざわざ足をお運びいただかなくとも、私のほうから麗景殿に参りましたのに」

　言いながらさっと玉止めを作ってしまうと、万結は形良い糸切り歯で糸を断たった。彼女が扱あつかっていた品は、夏にむけての淡あわい黄色の紋もん紗しやの布だ。もうあとひと月もすれば夏の更ころも衣がえの時じ季きである。

「え、もうできたの？」

「はい。どうぞご確認ください」

　驚きの声をあげる塔子を前に、女官は得とく心しんがいったようにうなずく。

「確かに少弐命婦の手際のよさは、裁さい縫ほうにかぎらず万事において評判ですもの。おかげで年寄りの私達はやることがなくなってしまいそうですわ」

　もちろん大おお袈げ裟さに言っているだけだが、それぐらいの勢いきおいで万結がきびきび動き回っているというのは本当である。

　明槻の乳ち兄妹きようだいである万結が出仕するようになってからひと月ほど経たつ。才さい色しよく兼けん備びを地でいく美少女ぶりと有ゆう能のうさに、宮きゆう中ちゆうに出入りする公きん達だちの話題を独占していると評判の彼女なのだが───。

「ところで周防すおうの君きみ、ご用件は？」

「え？　あ、そうそう。はい、命婦。あなたによ」

　万結の問いに、周防と呼ばれた女官は当初の目的を思い出したようである。

　彼女がさっと差し出したものは、こぼれ落ちるほどに白い花をつけた樺かば桜ざくらの枝だった。先にはほんのりと淡い薄紅色の料りよう紙しが結びつけられており、誰がどう見たって恋こい文ぶみであることは明らかだ。

　しかし万結は美しく咲く花に、まるで蛇へびでも見るような眼まな差ざしをくれる。

「そんな汚けがらわしいものを、主上おかみのお住まいになる尊とうとき御ご所しよに持ちこまないでください」

　氷よりも冷ややかな声に、塔子の背筋はぞわりと冷えた。有能すぎる点に加え、こんなところまで彼女の兄、平たいらの直なお霧ぎりにそっくりだ。見た目はずいぶんちがう兄妹きようだいなのに。

　取りつく島もない万結の態度に、周防は慣れたことのように苦笑いをする。

　父親と兄以外の男はこの世に存在しなくともよいと公言してはばからない、万結の極きよく端たんな男嫌いは御所の間ではすでに知れ渡っているのだが、その徹底ぶりが評判となり、かえって殿との方がたの闘とう争そう心しん（？）を煽あおっているというのだから皮ひ肉にくなものだ。

「もったいないわねえ。源みなもとの衛え門もんの督かみ様と言ったら、先の式しき部ぶ卿きようの宮みや様のご子し息そくで将来有望な美男子と評判のお方なのに」

「無理よ、周防の君。少弐命婦は美男子なんかなんとも思っていないわよ。なんたってあの胡こ蝶ちようの宮みや様を前にしても、眉まゆひとつ動かさなかったような人なのだから」

　冗じよう談だん交まじりに塔子は告げたが、それは本当のことである。

　胡蝶の宮とは先帝宣せん陽よう院いんの第二親王で、明槻の異い母ぼ弟ていである。いまでこそ優う婆ば塞そくとなり嵯さ峨が野のに暮らしているが、俗ぞく世せにいたときは数あま多たの女によ人にん達と浮うき名なを流し、その姿が花から花に移る蝶に喩たとえられて胡蝶の宮と呼ばれるようになったのだという。その経歴もうなずける、匂においたつような色香を持つ大変な美青年だった。先日彼が宮中に来たおりには、よい歳をした者ばかりである女官達が若い娘のような黄色い声をあげたものだ。

「まあ、さようでございますか。それにしてももったいない。こんなに美しい花を贈ってくださったのに」

　手にした桜の枝を眺め、しみじみと周防は言った。ある程度予想していた反応だったのだろうが、やはり未み練れんがありそうだ。桜暦の最後を飾る樺桜は、初雪のように淡く美しい花である。

「花に罪つみはないから、どこかに飾っておいたら？」

　見兼ねて塔子が言ったとき、衝つい立たて障しよう子じのむこうから別の女官が姿を見せた。彼女も塔子がいることに軽く驚きはしたが、奇き矯きようと評判の尚侍様なので、すぐにどうということもないように万結と周防にむかって話しはじめる。

「大宰府からの献けん物もつが大量に届いたらしいの。主上がすぐにご覧になると仰おおせなので、清涼殿まで運ぶのを手伝ってちょうだい」

「え、父からですか？」

　万結が驚きの声をあげる。大宰府から帝みかどへの献物と聞けば、万結でなくともそう考えるだろう。実は塔子も真っ先に、会ったこともない直霧と万結の父のことを思い浮かべた。

　はたして女官はうなずいた。

「ええ、少弐の父上からだそうよ。舶はく来らい物ものの珍しい品々が届いたのですって」

　地理的に大陸に近い筑ちく前ぜん（現在の福ふく岡おか県けん西部）は、この国の玄げん関かん口ぐちだ。遣けん唐とう使しの廃はい止しや渤ぼつ海かい国こくの滅めつ亡ぼう等もあり、現在では外国との正式な使者は交わしていないが、商人による日につ宋そう貿ぼう易えきや私的な僧そうの留りゆう学がくは現在でも行われている。

　筑前国もふくめ九きゆう州しゆうでのあらゆる権利を掌しよう握あくする大宰少弐であるのなら、京では珍しい舶来品もたやすく手に入るのだろう。

「すごい。私も見に行っていい？」

　好こう奇き心しんに目をきらきらさせて塔子は尋ねた。ここで手伝うなどと言っても、かえって中﨟達に気を使わせるだけだ。あんばいを見て、必要であれば手を貸せばいい。

　意図が伝わったのか、素早く女官が答える。

「でしたら東廂のほうにお持ちしますので、尚侍はあちらでの配置をご指示いただければ助かります」

「東廂？」

　塔子は首を傾げた。清涼殿の東廂は昼御座ひのおましと呼ばれる場所で、帝が公卿達と謁えつ見けんする場所でもある。対して西廂は寝しん所じよや食事をする等の生活の場だった。縋子個人への献物を見るというのなら、とうぜん西廂に運ぶのだろうと思ったのだ。

「はい。参さん内だいしている公卿達にも見せると仰せでございました」

　予想外の言葉に驚く塔子の横で、万結がなんとも複雑な表情をする。

　帝に献上する品物に滅多なものは選ばないとは思うが、きっと公卿達は重箱の隅すみを突つくようにケチをつけてくるにちがいないから、娘の立場としては気がかりだろう。

　いくら『遠とおの朝廷みかど』と呼ばれる大宰府の現状での実質上の長官とはいえ、大宰少弐は従じゆ五位ごいの下げの一地方官に過ぎない。そんな人間が自分達を通り越して直接帝に献物などすれば、公卿達も面白くはあるまい。

　万結の懸け念ねんを察した塔子は、彼女の顔をのぞきこみつつささやいた。

「大丈夫よ。きっと東宮様もいらっしゃるから」
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　清せい涼りよう殿でんの西にし廂びさしから襖ふすま障しよう子じを開くと、御座所おましどころには縋すが子こが座っており、彼女の斜めむかいの孫まご廂びさしよりの場所には予想どおり明あか槻つきが座っていた。

　塔子は縋子の背後から近づいた。

「主上おかみ、献けん物もつはいかがしてお持ちいたしましょうか？」

　問いかけに蘇芳すおうに赤を重ねた樺かば桜ざくらの小こ袿うちぎを着た縋子が、くるりと振り返った。

　元げん正しよう女じよ帝てい（第四十四代天てん皇のう）の再来ともささやかれる美び貌ぼうの女帝は、実年齢を聞けば耳を疑うほどに張りのある白い肌の持ち主ぬしだ。

「形式はかまわぬから、こちらに届いたものから順に妾わらわの前に持ってまいれ」

「承しよう知ちいたしました」

　塔子は身をひるがえした。母おも屋やを抜けて台だい盤ばん所どころに通じる襖障子をそっと開くと、先では女によう官かん達がすでに品物を運び入れて控えている。塔子が目配せすると、皆心得て立ちあがり、各おの々おのが両手で献物を捧げ持って入ってきた。塔子は襖のそばに立ち、前を通りすぎる彼女達が運ぶ品々を眺めていた。

　漆うるし塗ぬりの櫃ひつがいくつか運ばれていったが、中身はもちろん分からない。ただ箱に施ほどこされた細工は驚くほど繊せん細さいなものばかりだ。文ぶん台だいに積み置かれた巻物や冊そう子しは、きっと宋そう国こくの書籍だろう。こちらは重さのためか、女官が二人がかりで運んできた。蓋ふた付きの壺つぼに入っているものは薬だと思われた。宋国渡りの薬は大変に貴重なものだ。

　次いで女官の手によって運ばれてきたものは、青せい白はく磁じの梅めい瓶ぴんだった。限界まで白さを追求した水色とでも表現したいような、青みをごく僅わずかに残した白は、これまで塔子が見たこともない色である。

（う、うわっ！　ひょっとしてあれ景けい徳とく鎮ちん？）

　宋国の有名な陶とう磁じ器きの名の由ゆ来らいは、産さん出しゆつ地ちにあると聞いている。

　確定したわけでもないのに景徳鎮かと考えただけで、そわそわしてしまう。なにしろ日本での価値はもちろん、大陸のあらゆる王おう侯こうから愛好されているという超高級陶磁器なのだ。運ぶ女官の表情も心なしか強こわ張ばっているように見える。

（もしあれが本物の景徳鎮だったら、少しよう弐に殿どのは相当張りこんだことになるわね）

　噂うわさには聞いていたが、大だ宰ざい府ふ職に就つくことで得られる利益は相当なものらしい。なかば空そら恐おそろしい気持ちになりながら、塔子は運びこまれる品々を眺めていた。

　御座所付近に控えていた雪ゆきの掌侍ないしのじようの指示で、献物は次々と縋子の前に運ばれる。そのひとつひとつに縋子は感想を述のべてゆく。白しら々じらしい絶賛はけしてしなかったが、すべての品が興味深いようで、ものによっては手に取りためつすがめつ眺めている。漢かん文ぶんの書籍などは明槻をそばに呼んで説明をさせていた。漢かん籍せきの読み書きは身分のある男子にとって必要欠くべからざる教養である。

「柳りゆう宗そん元げんの永えい州しゆう八はつ起きですね。中ちゆう唐とうのころの作品です」

「この作者は聞いたことがないので、おそらく宋の時代になってからの作品でしょう」

　縋子が脇きよう息そくの上に広げた巻物をのぞきこむ明槻も興味深そうだった。そして縋子の手を離れたあと、品々は孫廂の公く卿ぎよう達のもとに運ばれた。おおらかなのはけっこうだが、景徳鎮だけはやめたほうがよいのではないか、割れたりしたらどう責任を取るつもりなのだと、ひやひやしながら塔子が思っていたときだ。

「尚侍ないしのかみ、これで最後です」

　呼びかけに振り返ると、襖障子の陰に万結が立っていた。彼女が手にした品に塔子はうっとりと息をついた。それは実に見事な意い匠しようの七しち絃げん琴きんだった。

「うわあ、きれいねえ」

「こちらは尚侍にお持ちいただけませんか」

　思いがけない万結の依頼に、塔子はきょとんとする。

「え、どうし………」

　理由を訊ききかけたとき、品物を運び終えて母おも屋やの端に控ひかえていた女官達のひそひそ話が聞こえてきた。

「まあ、どれもこれも見事な品ばかり」

「少しよう弐にの命みよう婦ぶの父君はずいぶんと羽振りがよいようね」

「やはり娘が宮みや仕づかえをするとなれば、父親として心配なのでしょうね」

　彼女達の会話は特に悪あく意いがあるふうではなかったが、これだけ注目を集めている中でまるでトリを飾るように万結が姿を見せては、新しん参ざん者ものかつ極めて若い中ちゆう﨟ろうとしては少々目立ちすぎて反感を買いかねない。聡そう明めいな万結はそのあたりを懸け念ねんしたのだろう。

「分かったわ。私が持っていくね」

　塔子の言葉に万結はぺこりと一礼し、琴を差し出した。

　自分で手にしてあらためて見つめ、その豪ごう奢しやさに塔子は感かん嘆たんのため息を漏もらした。

　黒の漆を丁寧に塗り重ねて仕上げた胴体は絹地のように滑なめらかで、糸を張った表側には平ひよう文もんという技法で渓けい谷こくでの聴琴の図が描かれていた。七絃琴の特徴でもある徽き（胴の表面にある十三の印。絃げんを押さえるさいに目安になる）はただの円ではなく、螺ら鈿でんを梅の花の形に細工したものだった。裏面は蝶ちようの形に模もした螺鈿細工でびっしりと埋まり、廂からの光を受けて珠たまのように輝いている。

　まさに目もくらむほどの豪華さで、ずっと見ていてもなお目を奪われてしまう。

　とはいえ縋子に見せる前に、いつまでも自分一人で見とれているわけにはいかない。恭うやうやしく琴を捧げ持って近づくと、縋子は即そく座ざに目を留とめたようだった。

「見事な琴きんであるな。琴きんの琴ことか」

「はい。七絃琴です」

　返事をしてから塔子は繧うん繝げん縁べりの厚畳のかたわらに坐ざし、琴を差し出した。品物をあらためて手にした縋子は、塔子と同じように息を吞のんだ。

「これは、なんと見事な……」

「はい。私もここまでお運びするのに足が震えてしまいました」

　若じやつ干かんの興奮を残したまま塔子は言った。少しして琴は公卿達のほうに回されたが、やはりというか、御み簾すむこうからはこれまでにない感嘆のため息が漏れ聞こえた。

「なんと素晴らしい……」

「どれほどの名めい工こうが手掛けた品でしょうか」

　聞き覚えのある声に、塔子は気づく。

（三さんの宮みや様もいらっしゃっているんだ）

　明槻の異い母ぼ弟ていでもあり二にの宮みやの同どう母ぼ弟ていの三の宮は、明槻の妃きさき候こう補ほの筆ひつ頭とうだった摂せつ関かん家け大だい納な言ごんの二にの姫ひめ・苑その子こと結婚したことで縋子の勘かん気きに触れ、それまでの大だ宰ざいの帥そちの職を外されていた。しかし許しを得たことで先日中なか務つかさ卿きようと蔵くろ人うど頭のとうの兼官を任命されたばかりだった。共に帝のそば近くに仕える重要な職種である。

　明槻いわく、裏表のない熱意のある人間なので頼りになるということだった。その言葉を聞いたときは、苑子の件もあり塔子は胸を撫なでおろした。以前は異い母ぼ兄弟きようだいとはいえ他人同然の関係だったと聞いているが、近ごろでは仕事面で信頼のおける人間としてたがいに尊重しあっているようだ。

　塔子は縋子のそばに坐したまま、御簾のむこうに三の宮の姿を探した。

　孫廂の一画に、親しん王のう色しよくである深こき紫むらさきの束そく帯たいをまとった人間が数名いた。一人は三の宮として、他二人は式しき部ぶ卿きようと兵ひよう部ぶ卿きようの双ふた子ご宮みやか、彼等の従兄いとこである弾だん正じよう尹いんの宮みやだろう。などと塔子が見当をつけている間も、公卿達は称しよう賛さんの言葉を絶やさない。

「いやいや、主上。大変な目の保養をさせていただきました」

「まことどれもこれも見事な品ばかりで………」

「ほう、そなたらまことそう思うておるか」

　とつぜん縋子が口を開いたので、あたりの空気はにわかに緊張した。というのも女帝という性質もあり、縋子が臣しん下か達に直じかに話しかけることは限られていたからだ。すべて女官を通すというほど仰ぎよう々ぎようしくはなかったが、朝ちよう議ぎのおり縋子の意見はたいてい東とう宮ぐう・明槻の口を通して臣下に伝えられていた。昨年の新にい嘗なめ祭さいのおり、紫し宸しん殿でんで大納言相手に直に喧けん々けん囂ごう々ごうとやりあっていた姿を見た者からすれば、なにをいまさらというところだろうが、そんな理由から、近ごろ明槻は公卿達の間で『摂せつ政しようの宮みや』と呼ばれているという話だった。

「皆もそのように思うておるのなら、少弐には褒ほう美びを与えねばなるまいのう」

　塔子ははっとして縋子の顔を見あげる。脇息にもたれた彼女の横顔は、悦えつに入ったと言わんばかりの微笑ほほえみを浮かべていた。急いで明槻のほうを見ると、彼も似たような表情をしている。

　縋子は顔の前で広げていた扇おうぎをぱちりと鳴らした。

「大だ宰ざいの少しよう弐にに正しよう五ご位いの上じようを与え、大だい弐にに昇しよう進しんさせる」

　やはりそうかと、塔子は納得した。乳ち兄弟きようだいの父親を重ちよう用ようしたいという理由に加え、防衛面も考えて、以前から明槻は大宰府に高位の大弐を置きたがっていた。しかし先月まで摂関家の氏うじの長ちよう者じやである関かん白ぱくが大だ宰ざいの権ごんの帥そちを兼官していたので叶かなわなかったのだ。慣例的で理由は定かではないが、大宰権帥と大宰大弐は同時に任命できないという暗あん黙もくの決まりがあったからだ。

　しかし関白は先月致ち仕しを申し出たために、自動的に権帥の職も解かい任にんとなっていた。

　この間合いを考えると、ひょっとしてこうなることを狙って、献物は明槻が大宰少弐に贈らせたのではないかとさえ塔子は思った。

　なしくずしに決められてしまった昇進に、とうぜんながら御簾むこうからは不満の空気が伝わってきた。それでなくとも昨年まで肥ひ前ぜんの守かみに過ぎなかった人間が、公卿である自分達をさしおいてこれほど派は手でにふるまってみせたのだ。最初から反発はあったのだろう。塔子が御ご所しよにあがったのは昨年の葉は月づきからだが、その間大宰府から先帝・宣せん陽よう帝ていに対してなにかが贈られてきた記き憶おくはない。ちらりと聞いた話だが、現地の官かん吏り達はほとんどが権帥だった関白の傘さん下かにあり、舶はく来らいの品々は帝みかどではなく彼のほうに贈られていたというのだ。

　考えようによっては大宰少弐のこの行動は、自分は摂関家ではなく皇こう家か側につくという意思表示にも受け取れるのだから、昇進させると言われて素直に祝福できるはずもない。

　しかし反発は抱いだいていても、いまここに並んでいる公卿や参さん議ぎ達にそれを制する力はなかった。現在、大だい臣じんは一人も置かれず最高位の臣下は苑子の父親である大納言だが、彼は熊くま野のの一件以来病やまいがちとなり、朝議に出席するのも滞とどこおるような状態だった。もちろんこの場にも出てきていない。関白がいない現状で、帝の決定に正面切って異い議ぎを唱となえられる立場の臣下はいなかったのだ。

「……しかし残念ですな。いかに見事な意匠とはいえ、弾ひける者がいないのでは宝の持もち腐ぐされとでも言いましょうか」

　参議の一人が皮ひ肉にくっぽく言った。すると口火を切ったように他の参議や公卿達も批判を口にする。

「確かに。七絃琴はいまや弾ける者もほとんどいないような時代ですから」

「どうせ唐渡りの品を選ぶのならば、せめて琵び琶わででもあれば楽しめましたものを」

「せっかくの品も、気配りが及ばず残念なことです」

「まこと、もったいないとまでは言いませんが……」

　やにわに公卿達は、七絃琴を献上したことを当てこすりはじめた。彼らの心しん境きようを考えれば多少の嫌いや味みはしかたがないが、願わくば襖のむこうにいる万結の耳に入らないことを塔子は祈った。

「あるいは、七絃琴と倭やまと琴ごとを勘かん違ちがいしたのかもしれませぬなあ」

「確かに。田舎いなか暮らしの長い国こく司しであればありうるかもしれませぬ」

　あからさまに馬ば鹿かにした発言に、塔子はむっとして御簾のむこうを睨にらみつける。

　大きさも外がい観かんも似つかないのに、間違えるはずがない。そもそも倭琴の舶来品などあるはずがないではないか。これぐらいで万結がへこたれるとは思っていないが、身分上反論できない彼女の代わりに一言言ってやろうと塔子は身を乗り出したのだが───。

「いやいや、たしか斎さい王おう尚侍ないしのかみがお弾きになると聞いておりますよ」

　声の主ぬしは三の宮だった。とつぜん飛び出た自分の名前に、塔子はすぐに意味を理解することができなかった。

「さ、三の宮様!?」

「兄が言っておりました。尚侍が梅うめ壺つぼで七絃琴をたしなまれていたと」

　素直な口調から三の宮に悪意はなさそうだが、いくらなんでも実じつ態たいを端は折しよりすぎているではないか。確かに梅うめ壺つぼで琴を鳴らしているときに、二の宮に会った。だがそれは子供が手て慰なぐさみに絃をはじくような拙つたないもので、たしなみなどと言えるようなものではない。

「いまどき七絃琴をたしなまれるとは、快かい活かつな女によ人にんだと思っていたが存ぞん外がいに奥ゆかしい一面がおありになると感心しておりました」

　三の宮の言葉に御簾内と外でそれぞれに感かん嘆たん交じりのため息が聞こえた。公卿達の反応は分からないが、女官達からはあきらかに羨せん望ぼうの眼差しをむけられている。もちろん塔子が七絃琴を弾いていたからではなく、彼女等の憧あこがれである二の宮が称賛したからである。

　よく考えてみれば二の宮は弾くことを試みた心がけを褒ほめたのであって、腕前については一言も触れてはいないのだが、どんな女人でもなんとかして美点を探し出そうとするあたりは天性のものを感じてもしまう。

「い、いえ。けしてそのような………」

　ぎこちなく塔子が言いかけたときだった。

「そうか。ならばその琴は斎王尚侍に与えよう」

　想像もしない縋子の発言に、塔子の思考は一瞬白くなった。

　少しして意味を解してから、危うく悲鳴をあげそうになる。冗じよう談だんではない。こんな宝物にも近いような楽器。弾けない人間に与えても、文字どおり宝の持ち腐れではないか。

「い、いえ。主上。実はまだとても拙くて………」

「ならばその琴で稽けい古こすればよい。そうすれば贈った側として、大宰大弐も冥みよう利りに尽きるであろう」

「………」

　さらっと少弐ではなく大弐と言ったことも含めて、有う無むを言わせぬ縋子の物言いに塔子は気け圧おされる。一いつ拍ぱくおいて、はすむかいに座る明槻のほうを見る。目があうと彼は軽く目配せをした。

（なるほど………）

　ここにきて塔子は、彼らの意図を察さつした。この展開で昇進に水を差さないためには、七絃琴を弾く人間が是ぜが非ひにも必要なのだ。

　塔子は落ち着きを取り戻し、居い住ずまいを正した。

「身に余る光栄でございます。主上のお心こころ遣づかいと大弐の忠ちゆう信しんに報むくいるためにも、稽古に精しよう進じんいたします」

「健けな気げなお心がけだ。ぜひともわれわれにも一曲お聞かせいただきたいものですね」

　三の宮とは別の聞き覚えのある声に、一度落ち着いたはずの塔子はたちまち気け色しきばむ。

　御簾を隔へだてた孫廂から声を上げたのは、左さ近こん衛えの大だい将しようだった。

　声を聞いただけで誰だか分かってしまったこともある意味不覚だが、公卿達の群むれに紛まぎれていたとはいえ、天敵がいることに気づかなかったことこそなんたる不覚。

（はあ？　なに言っているのよ、この男は。冷静に考えて、私があなたの頼みを聞くわけがないでしょう！）

　それ以前にとても人に聞かせられるような腕前ではないわけで、逆に言えばそのあたりを見越しての嫌いやがらせなのかもしれない。どう反論してやろうかと考えていると、別の誰かが声をあげた。

「確かに七絃琴は、その音色を聞くことさえ貴重となった楽器。古式ゆかしい音色を奏かなでられるというのであれば、ぜひわれわれにもお聞かせ願いたいものです」

　煽あおるように言ったのは、どうやら兵部卿宮らしい。

「いかがですか？　来月の藤とう花かの宴えんのおりにでも、ぜひご披ひ露ろういただけませんか」

　今度は双子の片割れである式部卿宮が言う。奏でられるなんて、いつの間にそんなことになったのだと、塔子は危うく絶ぜつ叫きようしそうになった。たしなもうとすることや絃を弾くだけなら子供だってできることで、弾きこなせるというのとは根本的にちがっている。

　これもそれも左近衛大将の発言からだと思うと腸はらわたが煮えくり返る。怒りと興奮で打ち震える塔子に、見兼ねた明槻が助け船を出す。

「叔お父じ上うえ、その……」

「東宮。あなたからもぜひお願いしてくださいよ」

　屈くつ託たくなく言う式部卿宮に兵部卿宮も「ぜひ、ぜひ」と同意する。姿形だけではなく声まで似ているので、あるいは逆かもしれないが。

（どっちがどっちでもいいから。明槻、全力で断って！）

　祈いのるような思いで、塔子は明槻を見た。

「そうはおっしゃいましても叔父上方。たとえ優すぐれたたしなみを持っていたとしても、人前でそれを公おおやけにいたしますことは、高貴な女人として気恥ずかしいことにちがいありませんから」

「………………」

　清涼殿の空気があきらかに強こわ張ばった。それはそうだ。たとえば三の宮の妻の苑子のような姫君なら、明槻の言い分も該がい当とうするだろう。いや彼女ほど高貴でなくとも、一般の貴族の姫ならば言い訳としては妥だ当とうかもしれない。

　つまり明槻の言いぶんは、一般論としては間違っていないのだ。

　しかし奇き矯きようなふるまいで評判となり、熊くま野のの野の猿ざるとまでささやかれている塔子に対して、その言葉は誰が聞いたって違和感を覚える。

　あまりのことにぼう然とする塔子の周りで、女官達が口許を引きつらせている。きっと噴ふき出すのを堪こらえているにちがいない。気がつくと縋子まで、あきれ返った表情で明槻を眺めている。

（ば、馬鹿っ！　言い訳をするならもう少しまともなものを考えてよ！）

　近ごろあがりつづけていた明槻への評価が、ここにきて一気に下げ落らくしたような気がして塔子は扇を後こう頭とう部ぶにぶつけてやりたくなった。明槻も自分の主張がほぼ失しつ言げんに近いことに気づいたようで、いまさら口許を押さえている。

「それはそれは。尚侍がそのようにはにかみやとは、知る由よしもございませんでした」

　ものすごく楽しげな左近衛大将の声こわ音ねに、塔子はぎっと御簾のむこうを睨みつける。傍はたから見れば視線で射い殺ころさんばかりの勢いだったが、御簾越しなのできっと見えていないだろう。もし見えたとしても、左近衛大将はへらへらと笑っているにちがいない。

（む、むかつく！）

　東とう大だい寺じのお松たい明まつのごとく怒りを燃やす塔子は、もはや明槻の失言への憤いきどおりなど完全に忘れ去っていた。もっとも明槻はそう思わなかったようで、気色ばむ塔子に非常に申し訳なさそうに肩を竦すくめている。

「確かに人前で琴を披露するなど、奥ゆかしく控えめな尚侍には負ふ担たんが大きいことでしょうねえ」

　あからさまに笑いを交えながらの左近衛大将の発言に、公卿達も失しつ笑しようを隠さない。

　塔子は胸の前でぎゅっとこぶしを握る。
















（く、くっそ～～～、腹立つ！）

　御簾を蹴け破やぶって怒ど鳴なりつけたい気持ちを懸けん命めいに抑えたが、いまここで蹴りたい気持ちを我が慢まんしても、これからとうぶんの間、顔をあわせるたびに〝控えめな尚侍〟とおちょくられつづけるだろう。想像するだけで頭が沸ふつ騰とうしそうだ。

　そんな塔子の気持ちを逆さか撫なでするように、左近衛大将はさらに言葉をつづける。

「せっかくの大弐の主上に対する心遣いも無駄になりそうですね。人間、やはり慣れないことはするものではないですね」

「………」

　自分にとも、大宰大弐に対するとも取れる当てこすりに塔子はむっとする。

　よくよく考えてみれば、先刻の公卿達の嫌味といい、このままではせっかくの献物も昇進も価値が下がってしまう。

「分かりました。皆様のお耳汚よごしになるやもしれませぬが」

　清涼殿全体に響くような大きな声で塔子は言った。もちろん控えめな女人なら絶対にしない行為であるが、もとよりその評価を信じている者などこの場には誰一人いない。

　茵しとねの上で明槻は目を円まるくしていた。彼が驚いていたのは塔子が大声を出したことにではなく、演奏を了りよう解かいしたような彼女の発言である。

「に、女によ王おう……」

「とはいえ実は練習をはじめたばかりで、三歳の女めの童わらわのように拙い腕でございます。ひと月の間にどれほど奏でられるようになるか、相対的にではなく私個人の精しよう進じんを見極めていただきとうございます」

　釘くぎを刺すつもりで塔子は言った。

　そもそも奏でられる者がほとんどいないという古楽器に対して、人々がそれほどはっきりとした評価を下せるはずがない。名人の音など誰も求めていないだろうから、体てい裁さいだけ整えればなんとかなるだろう。それに自分が七絃琴を弾けば、それを贈った直なお霧ぎりと万結の父の評価もあがる。利益と不利益を天てん秤びんにかけ、塔子は弾くことを決意したのだ。

「ええ、もちろんですとも」

　はずむような声は、左近衛大将のものだった。

「私の願いを斎王尚侍が聞き届けてくださったというだけで、喜びに胸があふれ返っているというのに、そのような高望みはけしていたしません」

　誇こ張ちよう抜きで、ぞわっと鳥とり肌はだが立った。

（こ、こいつ、いつかぜったい扇をぶつけてやる！）

　気持ち悪さからくる寒気と怒りでのぼせあがる頭という、相あい反はんする二つの状態を身体からだに抱かかえながら決意をあらたにする塔子に、涼すずしい声で左近衛大将は言った。

「それでは藤花の宴を、心から楽しみにしていますよ」
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「すみません、兄の言葉を早とちりしてしまって。まさかそんな状態だったとは」

　御み簾すのむこうで、三さんの宮みやが恐きよう縮しゆくしたように頭を下げた。

　七しち絃げん琴きんの演奏を約束したあと、縋すが子こに命めいじられて塔とう子こと明あか槻つきは『朝あさ餉がれいの間ま』に足を運んだ。もちろん今後の対策を講こうじるためだ。そこにどうにもようすがおかしいと感じて訪ねてきた三の宮が、実は塔子の腕前が〝演奏〟と呼べる代しろ物ものではないほどにひどいことを知らされて謝罪の運びとなったのである。

「そなたが気にする必要はない。悪いのは気の利きかぬ庇かばいだてをした東とう宮ぐうじゃ」

　けんもほろろな縋子の言葉に、彼女より一段低い畳たたみに座った明槻はばつが悪そうに目をそらした。この調子では、これから半月は縋子に嫌いや味みを言われつづけるだろう。

　もちろんそれで安心できるほど、三の宮も無責任な人間ではなかった。

「尚侍ないしのかみ、まことに申し訳ない。あのまま公く卿ぎよう達にいいように言わせていたら、せっかくの昇しよう進しんに水をさすと思ったんだ」

「え？」

「それに大だ宰ざい府ふにきちんと高官を赴ふ任にんさせるべきだというのは、以前から私も思っていたことだから」

　思いがけない三の宮の真意に塔子は驚く。ちなみに彼女は『御お手ちよう水ずの間ま』との仕切りをなす猫ねこ障しよう子じを背に、明槻とむきあうようにしてちょこんと控えていた。

（そんなつもりだったんだ………）

　結果として自分に災わざわいが降りかかったというのに、塔子は安あん堵どしていた。大宰府の件にかんして、明槻と三の宮が同じ意図を持っていることが判明したからだ。朝ちよう議ぎでの二人のやりとりはよく分からないが、頼りになるという明槻の発言は本音だったようだ。

「どうぞ、もうお気になさらないでください。きっと二にの宮みや様も、世間話のつもりで話題にされただけだと思いますし」

「ええ、そうなんですよ。兄はたびたび斎さい王おう尚侍ないしのかみの話題を口にするのです」

　ほっとしたように三の宮は言うが、それは珍ちん獣じゆうの話題を好んで口にするのと同じことではないかと塔子が思ったときだ。

（え？）

　ふと感じた微び妙みような気配に顔をむけると、明槻の表情が露ろ骨こつに渋しぶくなっていた。

　よもやと思った矢先、縋子が問いかける。

「それでどうする、塔子？」

　塔子は現実に立ち返る。七絃琴の演奏をどうするのかということを話しあっている最中だった。

「藤とう花かの宴えんまで、死ぬ気で練習するしかありません」

　迷いなく答えた塔子に、縋子はわが意を得たかのように力強くうなずいた。対照的に明槻はものすごく不安げな表情を浮かべる。倭やまと琴ごとも筝そうも人並み以下にしか弾けないと胸を張って言っていたのを聞いているからとうぜんの反応だった。

「いや、そんな無む謀ぼうな真ま似ねをしなくても、当日に手を痛めたとか断る方法はいくらでもありますから」

　責任の一いつ端たんを感じているのか控えめに、しかしもっともなことを明槻は突っこんだ。

　塔子はぎんっと目を剝むいた。

「いやです！　そんなことをしたら、あの左さ近こん衛えの大だい将しようがしたり顔でどんな嫌味を言ってくるか分からないじゃないですか！」

「別に琴きんを弾かなくとも、あの男のあなたに対する嫌味やちょっかいは変わらないと思いますが………」

「敵前逃亡なんて、由ゆい緒しよある熊くま野の宮ぐう司じの孫娘としての名折れです」

　力強く塔子は叫んだ。自分がこの国でいちばん長い歴史を持つ一族の人間で、帝みかどの孫娘という自覚は相変わらず芽生えていないようだった。

「空を飛べとか、海を割れとかいうのなら無理ですけど、かつては教きよう養ようとしていくばくかの人々がたしなんできたことなのですから、やってやれないことはないはずです」

　たしなみ深いとか奥ゆかしいという言葉などとは縁遠いが、塔子にとって唯一の救いは不器用ではないことだった。名人かと言われるとぜったいにちがうが、女によ人にんのたしなみとされる縫ぬい物ものも染そめ物ものも人並みにはできるし、文字の美しさには一応自信がある。

「尚侍、たのもしい」

　猫障子の後ろに控えていた雪、月、花の三さん掌侍ないしのじようが、揃そろって歓かん声せいをあげた。ちなみになぜ障子に猫が描かれているのかというとネズミ除よけである。

　ちらりと目をむけると、彼女達の後ろには万結が控えている。心なしか顔色が優すぐれない。騒動の大本が自分の父親の献けん物もつにあるのだから、とうぜん彼女も気に病やむだろう。

　左近衛大将への反発も加え、がぜん塔子の闘とう志しに火が点ついた。

（見てなさいよ。目にもの見せてやるんだから！）

　袖の内側で手を握りしめていると、縋子がぱちんと扇おうぎを打ち鳴らした。

「よし、塔子。そなたは藤花の宴まで出しゆつ仕しをせずともよい。しっかり稽けい古こに励はげめ」

「承知いたしました」

　力強くうなずく塔子に三掌侍はふたたび歓声をあげたが、明槻は途と方ほうに暮れた表情をしている。しかしこのまま突っ走らせたら、暴れ牛に都みやこ大おお路じを走らせるようなものだと察したらしく、気を取り直しつつ言う。

「そんなことを言って、いまどき七絃琴の教本も師し匠しようもどうやって見つけるのです。私も人に教えられるほどの腕ではありません」

「あ、それなら」

　声をはずませた三の宮が、御簾にむかうように身を乗り出した。

「七絃琴なら兄がたいへんな名手です。彼に師を依頼してはいかがでしょうか」

　言われて気づいた事実である。思えば塔子は以前、明槻に彼の七絃琴を二の宮に預けてはどうかと提案したほどだった。奏そう法ほうの難しさからなかなか弾く機会もないので、楽器が傷いたんでしまうと明槻が心配していたからだ。

　二の宮に貸たい与よすること自体は了承を得ていたのだが、嵯さ峨が野ので隠いん棲せいしている彼に会う機会などそうあるはずもなく、明槻の七絃琴はいまだ塔子のもとにあるのだった。つまり塔子は弾けもしないのに、唐とう製せいと宋そう製せいの七絃琴をふたつも保有することになるのだ。宝の持ち腐れとはまさにこのことである。

「そういえば……」

　思わず同意しかけた塔子だったが、明槻の表情が露骨に不快そうになったのであわてて口をつぐむ。いくら優婆塞になったからといって、あの〝胡こ蝶ちようの宮みや〟に自分の許嫁いいなずけを近づけたいと思う男はいないだろう。おそらく先刻の渋い表情も、二の宮が塔子の話題を口にしていると聞いたからにちがいない。

　しかしそんな明槻の反応など、御簾のむこうの三の宮は気づいていない。彼も実兄の女おんな癖ぐせの悪さは十二分に承知しているはずだが、元々兄弟仲がよいことに加え、自分が害を受けたわけではないのであまり気にしていないようだった。

　同じような理由で、塔子も二の宮に対してどうにも用心深くなりきれない。親友や自分の女官がちょっかいを出されたのならともかく、塔子が御ご所しよに来たときに二の宮はすでに隠棲してしまっていた。なにより三の宮と苑その子この件で世話になったときの彼は、多少軽い発言はあったが、誠実でまともな人間だったからだ。

　だから教えてもらえるのなら、塔子としては願ってもないことだった。

　しかしそれを口にすれば、明槻はきっと不機嫌になるにちがいない。そうなるといろいろと面めん倒どうくさいのだ、この東宮様は。

「そういえばそのような話を、兄上から聞いたことがあったのう」

　思い出すように縋子は言った。彼女が言う兄上とは、明槻や三の宮の父である先帝・宣せん陽よう院いんのことだ。

「ならば妾わらわから頼んでみよう」

　縋子の発言に明槻は眉み間けんに皺しわをよせた。不満に思っていることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだが、背に腹は代えられない。そもそも藤花の宴での演奏を止めることができなかったのだから納得するしかないようで、ふてくされながらも彼は黙っていた。

「嵯峨野から通うことは大変であろうから、宮さえよければその間は御所で過ごされるよう、中なか務つかさ卿きようの宮みや（三の宮のこと）からも事情を説明してくれまいか」

　縋子の言葉に、猫障子のむこうから三掌侍達の歓声があがった。もし縋子の提案を二の宮が承しよう諾だくするのなら、彼はひと月ほど御所で過ごすことになるのだから、そりゃあ女官達ははしゃぎだすだろう。

「承知いたしました。主上の意向とあれば兄はきっと引き受けるでしょう。それに彼は斎王尚侍の温かいお人柄をことのほか称しよう賛さんしておりましたから」

　三の宮はどうということもないように言ったが、二の宮の自分に対する思いがけない評価に塔子はふたたび目をぱちくりさせる。嫌われているとは思っていなかったが、けっこう迷惑をかけてきたので、褒ほめられることなど考えてもいなかったのだ。

（さすが二の宮様。女人に対してそつがなさすぎる……）

　騒動の発ほつ端たんとなった琴の演奏に対する感想も、塔子がいたわけでもないのだから正直に下へ手ただと言ってしまえばよかったのに、無ぶ難なんな言葉でぼかして〝奥ゆかしい〟と言ったらしい。息をするように女人を褒める、そんな天性のものを感じてしまう。もちろん男性に対しても悪口を言うような人ではなさそうだったが。

「あ、そういえば！」

　ぽんっと三の宮が膝ひざを打った。

「聞きましたよ、尚侍。はじめて兄にお会いになられたとき、扇と間違えて粥かゆ杖づえで尻しりを打ったそうですね」

　周しゆう知ちのことのように三の宮は笑い飛ばしたが、対照的に塔子は青ざめた。

　こっちはすっかり忘れていたというのに、よりによってこの間合いでそれを言うか！

　粥杖とは七なな種くさ粥がゆを炊たいた薪まきの残りのことで、これで男性の尻を叩くと、その人の子を宿すという謂いわれがある代物だった。二の宮との初対面の日、軽い悪いた戯ずらをしかけてきた彼にやり返すつもりで、塔子は子供にするように彼の臀でん部ぶを扇で叩いた。しかし扇だと思ったそれは、当日の朝に女官からもらって胸むな許もとに入れていた粥杖だったのだ。

　塔子はおそるおそる明槻のほうを見る。実は二の宮と会ったことは話していたが、さすがにこの件は告げていなかったのだ。

　あんのじょうというか、明槻の目は完全に据すわっていた。扇と間違ったという事情を聞いたうえでのこの反応だ。もはやなんと言い訳をしてよいのか分からない。

（う、うわ～～、どうしよう）

　いっぽう謝罪と罪つみ滅ほろぼしができた三の宮は上じよう機き嫌げんで帰っていった。御簾を隔へだてているために明槻の機嫌には、最後まで気づかないままだった。

「では、私も帰ります」

　言葉短かに告げると、明槻はすっと立ちあがった。

　ああ、やっぱり機嫌が悪くなっている───塔子は額を押さえた。

　御簾をまくりあげて簀すの子こに出ていった明槻の後ろ姿を眺めながら、内心でため息をついた。二の宮個人を嫌っているわけではないのだろうが、かつての行いを考えれば男として不信を抱いだいてとうぜんだ。自分が同じ立場でも多分ふてくされる。

　先日明槻が三の宮の妻・苑その子この人柄を称賛したときは、深い意味はないと分かっていても面白くなかった。

（ようするに、あれと同じことよね）

　このさい二の宮が優う婆ば塞そくだとか、自分が彼のことをどうとも思っていないというのはまったく関係がない。好きな相手が自分以外の異性にかかわるのは、それだけで愉ゆ快かいなことではないのだ。

（やっぱり、あとでちょっとご機嫌伺うかがいに行っておこう）

　自分に言い聞かせつつ、塔子は人ひと気けのなくなった簀子を見つめていた。
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　塔とう子こが清せい涼りよう殿でんから出たのは、明あか槻つきが退席して二ふた刻こくほど経たってからだった。明日から出しゆつ仕しをしなくてよいと言われたので、いくら名ばかりの尚侍ないしのかみでもそれなりに引き継ぎが必要だったのだ。

　麗れい景けい殿でんを通り過ぎて東とう宮ぐう御ご所しよである梨なし壺つぼに入ると、中では明槻が深こき緑みどりの褐衣かちえを着た直なお霧ぎりと話をしていた。左さ衛え門もんの府ふ大だい尉じようという武ぶ官かんである直霧だが、実際は東宮付きの侍じ従じゆうのようなもので、かなりの時間を梨壺で過ごしているようだ。

　明槻は一応御お座まし所どころにいたが、御み簾すは全開で廂ひさしから彼の様子は丸見えだった。その彼とちょうどむきあうような廂の位置に、塔子のために女によう官かんの用意した茵しとねが置かれていた。

　塔子の顔を見た明槻は、いつもと変わらぬ調子で尋ねた。

「いらっしゃい。主上おかみのところはもうよいのですか？」

「はい。引き継ぎといっても、元々たいした仕事はなかったから───」

　二刻の間にご機嫌が直ったようだと、内心で胸を撫なでおろす。

　茵に座り、塔子は少し後ろに下がった直霧に尋ねた。

「直霧さん、お父様の昇進の話は聞いた？」

「はい。先ほど明槻様から聞きました。この恩を機に、父もいっそう任にん務むに励はげむことと思います」

　無ぶ難なんに返答したあと、直霧は口調をあらためた。

「粥かゆ杖づえの件はきちんと説明いたしましたので、ご心配なく」

「……………」

　実はその騒動は直霧の家で起きたことで、彼と雪ゆきの掌侍ないしのじようは一部始終を目にしていたのだ。

　明槻の反応をちらりとうかがうが、なにか反論してくる気配はない。どう説明したのかは不明だが、とりあえず納得はしているようだ。

（さすが、直霧さん！）

　気が利きくことはもちろんだが、長年の付きあいで主君の扱いをよく心得ている。塔子が感心している前で、おもむろに直霧が頭を下げた。

「それよりも尚侍。父が贈った品で面めん倒どうなことになったそうですね。まことに申し訳ありませんでした」

「あれは琴きんのせいじゃなくて、売り言葉に買い言葉だから。それに琴じゃなくて琵び琶わだったとしても、お父様を昇進させた段階で公く卿ぎよう達の嫌味は避さけられなかったわよ。直霧さんも今日から覚悟しておいたほうがいいわよ」

　もちろんそんなことは直霧なら承知しているだろうと思いはしたが、念のために付け加える。直霧は少々閉へい口こうした表情で肩を竦すくめたあと、明槻にむかって口を開く。

「お尋ねしたいことがあるのですが」

「なんだ？」

「七しち絃げん琴きんという楽器は、いまではそれほど奏かなでられないものなのですか？」

「そうだな。一いち条じよう天てん皇のうの御み世よには、もはや御所で弾くことはなくなったように記されているが」

　明槻の返答に直霧は気難しい表情で首を傾かしげた。

「それがどうかしたのか？」

「いえ………」

　一度言葉を切ってから、直霧はふたたび口を開いた。

「なぜ父が、そんな非実用的な楽器を選んだのかが気になりまして」

　彼の疑問に塔子はぐいっと身を乗り出して答える。

「直霧さんは見ていないからぴんっとこないでしょうけど、あの琴の意い匠しようは本当に素晴らしかったのよ。工芸品としての価値は一級品だと思うわ」

「たとえ工芸品としての価値を見み出いだして父がその琴を選んだとしても、そもそも弾く者もほとんどいないというような楽器がなぜ輸ゆ入にゆうされたのでしょう？」

　言われてみればもっともな指摘に、今度は塔子と明槻が目を見あわせる。やがて明槻が思い直したように言った。

「大だ宰ざい府ふや博はか多たには外国人があふれ返っているし、宋そうや高こう麗らい人じんを片親に持つ者も多いと聞いているから、彼らのために輸入したのではないか？」

「え、そうなのですか？」

　直霧がなにか言う前に、塔子が驚きの声をあげた。

「ええ。ですから博多の市場では、宋そう銭せんがかなり流通していると聞いています」

　若じやつ干かん苦々しげに明槻は答えた。実は日本もかつて、和わ同どう開かい珎ちんをはじめとした独自の貨か幣へいをいくつか発行したのだが、信用度の問題等もあり普及せずに廃すたれてしまったという苦い過去があるのだ。自国より外国の通貨が信頼されているというのは、東宮の立場としてあまり喜ばしいことではないのだろう。

　しかし塔子が興奮した理由は、博多の経済が活性化しているからではもちろんない。

　如きさ月らぎに朱す雀ざく大おお路じを通ったとき、とても珍しい装よそおいの人達を見かけた。おそらく高麗の人間だろうと、一緒にいた直霧が教えてくれた。珍しい舶はく来らい品ひんもだが、異国的な彼等の装しよう束ぞくは思い出すだけでわくわくするものだった。あんな人達や品物があふれ返っているだなんて、博多とはいったいどんな街なのだろう。

「うわ～～、すごいなあ～～」

「大宰府や博多に行ってみたいと言っても、駄目ですからね」

「──っ！　べ、別にそんなこと」

「思っていなかったんですか？」

「……………」

　そう訊きかれると認めざるをえない。さすがに本気で行けるとは思っていないが、ちらりと願望が芽生えたのは確かである。しかしお見通しだと言わんばかりの明槻の態度に、敗北感を覚えてしまうのはなぜなのだろう？

「そういえば博多には、かなり裕福な外国人がいると父の手紙にも書いてありました」

　二人のやりとりなどまるでなかったことのように、淡々と直霧は語った。先刻までなぜ七絃琴が仕入れられたのかという話をしている最中だったので、本題がずれかけていた。

「そういう者に対して、七絃琴は需じゆ要ようがあるのかもしれませんね」

　一人で疑問を解決させた直霧の言葉に、閃ひらめいたように明槻はぽんっと手を鳴らした。

「ならば博多を探せば、七絃琴の師匠がいるのではないか？」

　やけにはずんだ声に首を傾げたあと、塔子は気づく。

　七絃琴を教えられる人間が他にもいるのなら、あえて信用のおけない二にの宮みやに師匠を頼む必要がなくなる。つまりそういう理由で声をはずませたのだ。納得したようにふるまっておきながら、しっかり根に持っていたらしい。

（しかし二の宮様って、本当に女によ人にんに関しては信用がないのね）

　人間性はけして悪くない。そのあたりは明槻も認めているが、それとこれは別問題というやつなのだろうか？　別に塔子は誰が師でもかまわないし、むしろ外国の人間と話してみたいとも思いはするのだが、こちらから頼んでおいて他の者を探すなど、二の宮に対してちょっと失礼だと思う。

　それにしてもすでに優う婆ば塞そくになっているというのにここまで信用されてないとは、ある意味すごい人だ。だが名案を思いついたように顔を輝かせる明槻にちらりと一いち瞥べつをくれたあと、思いっきり冷ややかに直霧は言った。

「博多まで使いを出して適任者を探しているうちに、都の藤の花は散ってしまいますよ」

「…………」

「駅はゆ馬まを使えば間に合わないこともないかもしれませんが、いかがなさいますか？」

　一応意思を確認するように言ってはいるが、いかに東宮とはいえ、そんな超私用のために国家の特別機き能のうを利用できるはずがない。ちなみに駅馬とは地方と中央を迅じん速そくにつなぐための設備で、街道の各所に設もうけた宿しゆく駅えき・駅はゆま家うまやで提供される公こう用よう馬ばのことだ。

　渋い表情をする明槻に、粥杖の件も含めて弁べん明めいするつもりで塔子は言った。

「心配しないでください。いくら胡こ蝶ちようの宮みや様でもいまは優婆塞だし、なによりいまの御ご所しよには万ま結ゆさんがいてくれるから、軟なん弱じやくな色いろ恋こい沙ざ汰たなんて入りこむ余地はありません。今日も源みなもとの衛え門もん督のかみ様からの文ふみを、そんな汚けがらわしいものって断罪していたんですよ」

「………………」

　表情を引きつらせたのは明槻ではなくもちろん直霧だった。彼の反応に、塔子はぱっと口許を押さえた。万結の極端な男嫌いに、直霧が兄として頭を痛めていることを思い出したのだ。万結が宮みや仕づかえをはじめる前に「妹を嫁にやりたくないのか？」と訊いた塔子に「誰かもらってくれないだろうかと、心の底から願っている」と彼は答えたのだった。

「相変わらず万結は賢けん明めいだな。源衛門督は見た目も悪くないし、才気もなかなかある男だが、色恋沙汰にかんしては多情だと評判だからな」

　うんうんとうなずきながら明槻は言うが、万結が恋文を断罪したのは相手に問題があるからではない。そのあたりを分かって言っているのか、あるいは直霧を励ますつもりで言ったのかは不明だった。

「あれ？」

　とつぜん、なにか思い出したように明槻が声をあげた。

「おい。源衛門督といえば、左さ衛え門もんの府ふの長官じゃないか？」

「さようでございますが」

「………」

　塔子は愕がく然ぜんとする。つまり万結が手ひどく振った武官は、直霧の直属の上司というわけである。それはこれからの仕事が、さぞやりにくくなるのではないか。不安げな顔をする塔子の前で、直霧はため息をついた。

「文なんか出すだけ紙の無駄になると忠告したのですが………」

「え？」

「そう言ったらかえって燃えあがってしまわれて。話をしたこともない相手に、あそこまでむきになれる理由が私にはどうにも理解できません」

　予想外の発言に塔子は一度瞳ひとみを瞬しばたたかせた。上司とやりにくくなることなど、直霧はまったく気にしていないようだ。彼は純粋に上司の無む謀ぼうにあきれているだけだったのだ。もちろん妹が原因で上司との関係が気まずくなる可能性などまったく気にしていない。

（さすが、直霧さん！　東宮にも容よう赦しやないだけある）

　変な方向に感動する塔子の前で、明槻は心配そうに訊いた。

「源衛門督は人柄を考えれば大丈夫だと思うが、お前、万結の件でいろいろと恨うらみ言ごとを言われていないか？」

　自分が万結を命みよう婦ぶに任じただけに、明槻は不安そうだ。しかし直霧は平然と答える。

「別にいいですよ。それに妹が女官としてきちんと務つとめているのなら、将来のことを心配する必要もありませんから私も一安心です」

「え、結婚しなくてもいいの？」

　驚きの声をあげた塔子に、直霧はうなずく。

「かまいません。宮仕えで自分の身を立てることができるのなら、妹が自分の望むようにすればよいだけのことです」

　いかにも直霧らしい言い分である。以前のように家に籠こもっているだけなら庇ひ護ごする側としてとやかく口は出すが、宮仕えという形で仕事を持ったのなら自分の生き方は自分で選べばいいという理屈だ。

「いや、お前はそれでいいだろうが、父親の大弐は………」

「じゃあ大丈夫よ。みんな万結さんを頼りにしているから！」

　不安げな明槻の突っこみを遮さえぎり、全力で塔子は言った。

　対して直霧は彼らしく、淡たん々たんとした口調で答えた。

「新しん参ざん者ものにそのようなこともないでしょうが、微び力りよくでも皆様のお役に立っておりますのならば私も安心いたました」
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　七しち絃げん琴きんの稽けい古こをつけにきたと言って、二にの宮みやが麗れい景けい殿でんを訪ねてきたのは翌日の昼過ぎだった。文字どおりの昨日の今日の訪問に塔とう子こは驚かされた。昨日の昼ごろにその話が出たばかりだというのに、いったい依頼はどんな経路で嵯さ峨が野のの彼のもとにいったのだろう。

　とはいえ譜ふとにらめっこをしながら七絃琴を弾いていた塔子は、天の助けとばかりに大急ぎで廂ひさしに二の宮のための席を設しつらえさせた。

　実は大おお見み得えを切りはしたものの、あまりの難しさに軽く自じ信しん喪そう失しつしかけていたのだ。明あか槻つきから預かった琴きんはもう少しうまく鳴らせていた気がするのだが、しばらく触さわっていなかったため元に戻ってしまったのかもしれない。

　この間合いで師し匠しようとなる二の宮の訪問は、まさに天の配はい剤ざいとしか思えない。

「いいっ！　無礼がないようにご案内してね」

　珍しく女によう官かん達に発はつ破ぱをかける塔子だったが、命めいじられるまでもなく彼女らは迅じん速そくに動き回っている。憧あこがれの君である二の宮がやってくるからなのか、塵ちりひとつ見逃すものかという意気込みだ。明槻が来たときに「見えるところだけきれいにすればいい」などと言っていたのとは、えらいちがいである。

（まあ、明槻がいつも予告もなしにとつぜん来るからいけないんだけどね……）

　身分はもちろん、容よう姿しに差があるわけではない。いや、もちろん負けていない。ただ別に無ぶ愛あい想そではないのだが、男女に対してまったく変わらぬ態度を取る色気のなさに加え、苦手な和歌だけではなく得意だという舞や倭やまと琴ごとの演奏まで人前では披ひ露ろうしたがらない明槻の性質に起き因いんしているのだろうと思う。などと自分を説得（？）はしたが、すっきりしない気持ちは否いなめなかった。

（い、いいわよ。私一人が彼の良さを分かっていればそれでいいんだから）

　惚のろ気けだか投げやりだか分からぬ結論に落ち着いたころ、御み簾すのむこうに女官に案内された二の宮が姿を見せた。表白に裏紫の白しろ躑躅つつじ重がさねの直のう衣しをすっきりと着こなした姿に、女官達の間からため息が漏もれる。ちなみに出しゆつ仕しを取りやめている塔子は唐から衣ぎぬ裳もではなく、黄色の表に紅くれないの裏をあわせた山やま吹ぶき重がさねの袿うちぎ姿である。

　用意された茵しとねに二の宮が腰を下ろすと、ふんわりと高こう雅がな香りがただよう。塔子は御簾にむかってぺこりと頭を下げた。

「よく、お越しくださいました。このたびは私の一方的な都合で、宮様にご足労を取っていただくことになりましてまことに申し訳ございません」

「いえいえ。話を聞けば今回の件も、責任の一いつ端たんは弟の三さんの宮みやにもあるようですから」

　苦笑交まじりに二の宮は答えた。確かにまったくないとはいえないが、あの展開で三の宮に責任を負おわせるのは気の毒だろう。

「それにこのままでは、七絃琴は完全に世から廃すたれてしまいます。きっかけはなんであれ尚侍ないしのかみがお習いになり、子し々し孫そん々そんに伝えてくださるのであれば、この楽器を愛する私としては喜ばしいことにちがいありませんから」

　予想もしない二の宮の純粋な心掛けに、正直塔子は焦あせった。後世に伝えられるほどの腕前になる自信などかけらもないし、子々孫々に伝えられる腕前になれるとは露つゆほども思っていない。

「い、いえ。そんなたいそうな………」

　しどろもどろに答えたあと、塔子は話を切り返した。

「残念ですね。二の宮様が世せ俗ぞくにいらっしゃったのなら、御お子こ様に琴を教えてさしあげることができたでしょうに」

「そうですね。ひょっとしたら京の町を探せば、一人や二人はいるかもしれませんが」

「──え？」

　しれっと言われた言葉に塔子はなにか叫びかけたが、ひょうひょうとした二の宮の態度にからかわれたのだと悟さとって口をつぐむ。もっとも彼の経歴を考えれば、本人の知らないところに子供の一人や二人いてもおかしくない。

「さ、さっそくですが！」

　気を取り直して、塔子は話題を切り替えた。

「先刻までこちらの譜を見ていたのですが、私には難なん解かいすぎて………」

　御簾の下から差し出した冊そう子しを、二の宮は白い手で受け取った。彼は若い女性でも羨うらやむほどの、高名な仏ぶつ師しが彫ったような繊せん細さいで美しい手をしている。

　二の宮は冊子を一読し、納得したようにうなずいた。

「まず、一曲弾いてみましょうか」

「ぜひ！」

　塔子が口を開く前に、周りの女官達がいっせいに声をあげる。まさに異い口く同どう音おんというやつで、彼女らの瞳は揃そろいも揃って若い娘のようにきらきらしている。

（さすが………）

　あきれ半分ながらも塔子は感動した。この世に生まれて十六年、いやもうあとふた月で十七年になるが、これほど露ろ骨こつに女性にもてる男性を見たことがなかった。

　叔お父じの貴たか哉なりも熊くま野の中の女によ人にんの胸をときめかせていたが、彼の前でほとんどの女人達は借りてきた猫のようにおとなしくなってしまう。それはまるで神こう々ごうしいものを見るかのような反応だったので、二の宮に対するものとはずいぶん印象がちがっていた。

「では、琴を貸していただけますか？　尚侍は七絃琴をふたつお持ちなのでしょう。おたがいにひとつひとつ持っていたほうが練習しやすいかと思います」

「あ、そのことなのですが」

　二の宮の要望に、塔子はあらためて告げる。

「お聞き及びかもしれませんが、実は藤とう花かの宴えんで使う琴は指定されているのです。ですからぜひこの琴でご教きよう授じゆいただきたいのですが」

「ええ、知っています。ですが初等の曲を演奏するぐらいであれば、そこまで細かくこだわらなくても大丈夫ですよ」

「私もそう思ったのですが、主上おかみより賜たまわったこちらの琴は、東とう宮ぐう様よりお預かりした琴に比べて音を出すことが難しくて………」

　もちろん抜本的な問題は琴ではなく自分の腕だということは承知しているが、多少は相性というものがあるのかもしれない。

　しかし塔子の言葉に、二の宮は一度首を傾かしげた。

「ひとまず、一度弾かせていただけますか？」

　もっともな言い分に、塔子は自分が爪つま弾びいていた七絃琴を女官に運ばせた。譜同様自分で御簾の下から出そうとしたら、すばやく女官にたしなめられてしまったからだ。

「これは………」

　琴を手にした二の宮は言葉を失うしなった。目が肥こえている彼にも、この琴の意匠は素晴らしいものとして映ったようだ。

「素晴らしい意匠ですね。ここまで華やかな細工は、現代のわが国ではそう見ない。かつて遣けん隋ずい使し、遣けん唐とう使しを派は遣けんしていた時代には、渡と来らい人じんによってこのような品が国内でも作られていたそうですが」

「そうなのですか!?」

　驚きの声をあげた塔子に、御簾のむこうで二の宮はうなずいた。

「南なん都と（奈な良ら）の東とう大だい寺じには聖しよう武む天てん皇のうの遺い愛あい品ひんが多く収められています。特に天てん平ぴようの時代は盛唐期の文化の影響を色濃く受けておりますので、大陸的で華やかな絵画や工芸品が多いのです。この琴の意匠は天平の華やかさに引けを取らない」

　二の宮の説明に、塔子は思わずため息をついた。

　聖武天皇の御み世よである天平時代は、遣唐使の派遣等もあり、海外の文化が積極的に取り入れられていた。この琴自体は唐の時代ではなく宋そう渡りの品らしいが、きっと大陸にはこれだけ華やかな品があふれ返っているのだろう。

（すごいなあ。やっぱり、大陸は無理でも大だ宰ざい府ふには行ってみたいなあ）

　うっとりと妄もう想そうを抱いだく塔子の前で、二の宮はぽろんと絃げんをはじいた。だが彼はすぐに指を止め、やや厳しい表情で琴を見下ろした。

　塔子はわれに返り、御簾越しに二の宮の顔を眺める。

「二の宮様？」

「確かに、音が歪いびつになっていますね」

「え？」

「もうひとつの琴に比べて音があわせにくかったのは、尚侍の技量ではなく琴の調整不足のためですよ。調ちよう律りつをしたら同じように奏でられるはずです」

　なるほど、どうりでまったく弾けなかったわけだ。もうひとつの琴でも幼よう稚ちにしか弾けなかったので、自分の腕が悪いものだと思いこんで琴の調整など考えもしなかった。

「そうだったのですか……ちょっとほっとしました」

「とはいえ七絃琴を調律するには相そう応おうの技量が必要ですから、誰でもができるというわけではありません」

　そこで二の宮は一度言葉を切り、膝ひざに置いた琴を見下ろした。

「実は知りあいに、七絃琴の調律ができる職人がおります。すでに白しら髪が頭あたまの翁おきなですが、昔は楽がく所しよに奉ほう仕ししていた者で腕は衰おとろえていないはずです」

「それならば、ぜひ」

「ただ足腰が弱くなっていて、御ご所しよまで来て仕事ができるような状態ではないのです。調律を依頼するのなら、この琴を外に出すことになりますがそれでもかまいませんか？」

　確認するような二の宮の問いに、塔子は小首を傾げつつ答えた。

「その琴は主上が私に賜ってくださったものですから、そのような理由で外に出すのであれば特に咎とがめられはしないと思います」

「では彼に調律を頼みましょう。その間は東宮から預かった琴で練習をすればよい。すみませんが紙と筆ふでを用意してください。依頼の文ふみを書きますから」

　てきぱきと指示をすると、二の宮は女官が用意した文具を使ってさっそく文を認したためはじめた。料りよう紙しを左手に持ち、右手に持った筆でさらさらと書きつけている。おっとりと優ゆう雅がな印象だっただけに、てきぱきとした対応を感心して眺めていた塔子ははっと気づく。

「すみません、宮様に陸みち奥のく紙がみなどお渡しして」

「は？」

　筆を浮かせたまま、二の宮は訝いぶかしげに塔子を見やる。女官が彼に手渡した硯すずり箱ばこは塔子のもので、愛用の陸奥紙は高価な品ではあるが、厚手で皺しわがあり、情緒的な面では薄うす様ようにだいぶ引けを取る。

　意図が伝わったのか、二の宮はくすっと笑いを漏もらした。

「別にいいですよ。相手は白髪頭の翁で、恋こい文ぶみでもないのに」

「ですが、私にも薄様をお使いになったではありませんか」

　かつて三さんの宮みやと苑その子この件で届いた二の宮からの文は、樺かば桜ざくらの造花に桜色の薄様を結ぶというたいへんに趣おもむきのあるものだった。なぜ恋文でもないものにここまで趣しゆ向こうを凝こらすのか塔子には理解不能だったが、それが二の宮の信念なのだろうと納得したのだ。

「それはあなたが桜のように清せい楚そで華やかな女人だからですよ」

　さらっと告げられた言葉に女官達は歓声をあげる。

　しかし塔子は思いついた疑問を、皮ひ肉にくではなく素で口にした。

「え？　たしかこの間は、桃ももの精と仰おおせになりませんでしたか？」

　先日、宣せん陽よう院いんの使いとして参さん内だいした二の宮は、取り次ぎをした塔子を見て「桃の精」と言ったのだった。そのときの塔子の着こなしが桃の重かさねだったから出た発言であろうが、女人の衣きぬのかさねの種類が瞬しゆん時じに出てくるあたりはさすがである。

　いっぽう二の宮は、身もふたもない塔子の突っこみに御簾のむこうで黙りこんだ。

　梅だろうが桃だろうが桜だろうが女性を花に喩たとえることが肝きもなわけで、このさい花の種類は関係がない。それを真面目に指摘するなど野や暮ぼというものだ。

　しばしの沈ちん思しのあと、二の宮はくすっと笑いを漏らした。

「そうですね。尚侍であれば桃のほうがふさわしいかもしれません。優美で艶あでやかな桜に比べると、桃の円まるい花は華やかで愛らしさのほうが勝まさりますからね」

「はい、桃の花は可か愛わいいですよね。それに縁えん起ぎもいいのですよ。古こ事じ記きではイザナギ神ノカミが黄泉よもつ醜女しこめや雷らい神じんと一緒に追いかけてきたイザナミ神ノカミを追い払うのに使いましたから。あれも本当は女の側からするとひどい話だなあとは思うのですが、まあどんな美人でも腐ふ乱らん死体になってしまえば同じってことですよね。九く相そう図ず（美女の死体が腐乱して朽くちてゆくさまを九段階に分けて描いた仏教絵画）にもありますし」

「………尚侍、縁えん起ぎがよいのは花ではなく実です」

「あ、そうか」

　間違った、とでも言うように塔子は口許をさっと押さえた。二の宮がひどく疲れた表情をしていたが、御簾を隔へだてているので塔子は気づかなかった。せっかく優雅さより可愛らしい印象を桜と桃に喩えて語ったのに、腐乱死体やら九相図になどに持っていかれては徒と労ろうを覚えるだろう。

　急に口数の少なくなった二の宮は、それでも文を書き終えると気を取り直して言った。

「とはいえこれほど見事な意匠の品です。御所から出したことが知られたら、その夜にでも強ごう盗とうに狙われかねない。外に出すことはあくまでも内ない密みつにお願いします」

「分かりました。ですが万が一のことがありますので、主上と東宮様だけには伝えることをお許しください」

　塔子の頼みをとうぜんのこととして承しよう諾だくすると、二の宮はすっと話題を切り替えた。

「それでは一曲弾いてみましょう。新しい琴をここへ」

　二に階かい厨ず子しの上段に載せていた琴が、女官の手によって二の宮の前に置かれる。二度、三度絃をはじいたあと、二の宮は曲を奏ではじめた。すると先刻まであれほどざわついていたあたりがたちまち静かになった。人々が二の宮の鳴らす音色に聞き入っていたからだ。

　深い井戸に釣つる瓶べを落としたときのように、二の宮の鳴らす音色はそれがこの世にたったひとつの音であるかのように冴さえ冴ざえと響いた。絃をかき鳴らすことで生じる音はけして途切れることなく、かといって重なりあって濁にごるようなこともなく、なめらかにつながって格かく調ちようの高い音色を作りあげてゆく。

　塔子はほうっとため息をついた。

　二の宮の演奏は以前にも聞いたことがあったが、あのときと変わらぬ名手ぶりだ。

「──これは、噂うわさにたがわず見事な音色だな」

　聞き覚えのある声に現実に引き戻される。廂の奥から現れたのは明あか槻つきだった。

　相変わらず前置きもなしにとつぜん来るから、女官達は案内もできやしない。あわてふためく女官達を後しり目めに、明槻は少し距離を取った位置で二の宮を見下ろした。

「いまの時代に古こ琴きん（七絃琴のこと）をこれほど見事に弾きこなす人間がいるとは思ってもみなかった。いったいどなたにご教きよう示じ願ったのだ」

　口調から察するに、わりと本気で疑問に感じているようだった。確かにいくら二の宮が歌舞曲にかんして類たぐいまれなる才能を持っていたとしても、ろくに教本も残っていない七絃琴を独どく学がくでここまでこなせるようになったとは考えにくい。

「もったいないお言葉です。かつて楽所にいた楽がく師しに教わりました。研究熱心で、古今国内外を問わず、楽に対してたいそう造ぞう形けいの深い人間でございました」

　件くだんの楽師は技術者としてだけではなく、奏者としても優秀だったらしい。しかし明槻はどうも記き憶おくにないようで、思い出そうとするようにひたすら首を傾げている。

「東宮がご存知なくともとうぜんのことかと。演奏がある日以外は一日中楽所に籠こもり、文ぶん献けんをあさったり楽器をいじっていた偏へん屈くつな男でしたから」

　くすりと笑いながら二の宮は言った。そんな人物となぜこの華やかな宮が知りあいなのかと思ったが、その人脈のおかげで助かったことは確かである。

「東宮様。その楽師に主上から賜った琴の調律をお願いすることになりました」

　そう切り出してから、塔子は事情を説明した。とうぜんながら明槻も、琴の音がおかしくなっていることには気づいていなかったようだ。

「それは助かりましたね」

　安堵したように答えたあと、明槻はあらためて二の宮に言った。

「手間をかけてすまない。実は女によ王おうがあとに引けなくなった理由の半分は私にあるのだ」

「はい、弟から聞きました」

　なにか思い出したように、くすりと笑いを漏らして二の宮は言った。どうやら明槻のろくでもない言い訳は、彼の耳にも入っているようだ。

「ですが理由はなんであれ、七絃琴を弾いてくださる方が増えることは私にとって喜ばしいことですから」

「そう言ってくれると、こちらも胸のつかえが取れる」

「そのことで、いまさらですが………」

　おっとりと二の宮は切り出した。

「ん？」

「私が師となることで、こうやってわざわざ足をお運びになるぐらい尚侍のことがご心配なのですから、他の男のために琴を弾くなど、想像しただけで落ち着かなくなるから嫌だと素直に仰せになれば、公く卿ぎよう達も納得したでしょうに」

　不意をつかれたような顔をする明槻の周りで、女官達ははっきりと噴き出した。

「まあ、そのような理由だったのですね」

「とつぜんおいでになられたから、どうなさったのかと思えば……」

「相変わらず大変なご寵ちよう愛あいで」

「東宮様は、本当に尚侍様を大切になされておいでですものね」

　女官達はいかにも微笑ほほえましげにささやくが、梨なし壺つぼで御み張ちよう台だいを共にしながらも、二人の間に実質的な関係はなにもなかったと公おおやけ（？）になったあとだけに、相変わらずという言葉が絶ぜつ妙みような皮肉に聞こえてしまうのは卑ひ屈くつになりすぎているからなのだろうか。

　それはさておき、二の宮の発言になるほどと塔子は納得した。とつぜんの訪室は、二の宮が気になってというわけだったのだ。彼は優う婆ば塞そくだというのに、いったいどこまで信用されていないのだろう。

　対して明槻はしばし言葉をなくしていたようだが、やがてふっと口許を緩ゆるめた。

「確かに。自分の大切な花に他の蝶ちようが留とまることは気持ちのよいものではないからな」

　一瞬の沈黙のあと、女官達が先ほどよりさらに大きな歓声をあげた。しかし渦か中ちゆうの塔子は意味が分からず、うろたえながら明槻と二の宮の顔を御簾越しに見比べるだけだ。

（え、いまのどういう意味？　なんでいきなり花とか蝶なの？）

　造園か園芸の話なのかと、とんちんかんな勘かん違ちがいをする塔子を後目に、明槻と二の宮はやけに硬い笑みを浮かべ、たがいに威い嚇かくしあうように見つめあっている。

　先に口を開いたのは明槻だった。

「とはいえ蝶を厭いとって、花を囲ってしまうことも不本意なのだ。私の大切な花は、陽をあびることでよりいっそういきいきと咲き誇るのだから」

　ここまで来て塔子はようやく、明槻の言う花というのが自分のことを指しているのだと理解した。ついでに言えば蝶は〝胡蝶の宮〟と呼ばれる二の宮を当てこすっている。

（た、大切な花って……）
















　御簾内で頰ほおを赤くする塔子を知ってか知らずか、明槻はさらに言葉をつづける。

「それに矛む盾じゆんしているようだが、花の本当の美しさを人々に知ってもらいたいという心しん境きようもあるのだ」

　すみません、誰かこの人をいますぐ止めてください！　天に叫びたいのと、この場にいる明槻以外の人間全員に謝り倒したい気持ちを塔子は懸命に抑える。褒め言葉もあまりに分ぶん不ふ相そう応おうなものだと、第三者に対して罪ざい悪あく感かんを抱いだくものなのだとはじめて知った。

「自分で決めたことを投げ出さない。やりはじめたことは責任を持ってやり遂とげようとする。彼女のそんな美点を皆に知ってもらいたいと思っている。だからそなたも協力してやってくれ」

「…………」

　この人のこういうところには敵かなわない。

　塔子は唇くちびるをうっすらと開けて明槻を見あげた。御簾のむこうに立つ明槻は、背せ筋すじをしゃんと伸ばしてこのうえなく凜りんとして見える。

　とくん、とくんと鼓こ動どうが静かに打ちはじめる。

　二の宮はしばし無言でいたあと、おもむろに一礼する。

「承知いたしました。私にも師としての責任と意地がございます。尚侍には藤とう花かの宴えんまでに是ぜが非ひでも七絃琴を習しゆう得とくしていただかなければなりません。いろいろとご心配のことかとは思いますが、ご安心ください」

　慇いん懃ぎんに告げると、二の宮は正面に座る塔子のほうに視線を戻し、御簾の下から琴を押し入れた。

「それでは尚侍。こちらの琴でいまの曲を奏でてみてください」
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　樺かば桜ざくらの花が散る季節になると、紫し宸しん殿でんの桜の赤みがかっていた若葉が青々と生おい茂しげるさまを見せるようになった。もう半月もすれば藤ふじ壺つぼ（飛ひ香ぎよう舎しや）の庭に植えた藤の花が咲くだろう。そのころになれば例年『藤とう花かの宴えん』が開かれる。

　そのような事情でお尻しりに火がついた塔子は、連日琴きんの稽けい古こに勤いそしみ樺桜が散ったことなど気づく余裕もないのだった。

　とうぜん日課にしていた古こ事じ記きの写しなどできないまま、一日の半分以上は琴を鳴らすという日々がつづいていた。ようするに睡すい眠みん、食事、整せい容ようの時間等を計算すると、それ以外の時間はほとんど琴をいじっていることになる。そこまでの猛練習を誰かから強制されたわけではないのだが、元々の気き性しように加え左さ近こん衛えの大だい将しようがらみという事情もあり、すっかり意い地じになってしまっていた。少し休むようにとの女によう官かんの諫いさめもまったく意に介かいさず、その日も朝からぶっ通しで琴を弾きつづけ、いつの間にか昼過ぎになってしまっていた。

「尚侍ないしのかみ、二にの宮みや様がおいでになられましたが」

　女によう官かんの言葉に塔子は琴から顔をあげる。

「え、もうそんな時間！」

　二の宮が来る時間は決まっているのだが、稽古に夢中のあまり気がつかなかった。ちなみに彼は桐きり壺つぼ（淑景舎しげいしや）を仮の住まいにしている。

　御み簾すを四分の一ほど巻きあげさせ、廂ひさしに畳たたみと茵しとねを置かせる。やがて女官に導かれて、二の宮が姿を見せた。表に萌もえ黄ぎ、裏の二ふた藍あいという、いまの季節を体たい現げんした葉は桜ざくら重がさねの直衣のうしを着た青年は、茵に腰を下ろすなり御簾内の塔子に声をかける。

「今日も熱心に稽古に励はげまれていたようですね。先ほどここの庭を歩いていたら琴の音が聞こえましたよ」

　倭やまと琴ごとや筝そうに比べて七しち絃げん琴きんの音色は小さいので、いくつも殿でん舎しやを隔へだてた先にまでは響かない。しかし二の宮が麗れい景けい殿でんの庭を歩いていたことなど気づきもしなかったので、塔子は少し驚かされた。

「拙つたない演奏を聞かれてお恥ずかしいかぎりです。せっかく二の宮様が心を砕くだいてお教えくださっているのに、なかなか上じよう達たつできずにいるので申し訳ない気持ちでいっぱいです」

　そう言ってぺこりと一礼すると、御簾のむこうで二の宮は首を横に振った。

「いいえ。この短期間の間にずいぶんと上達なさいましたよ。頭のよい方はやはり吞のみこみも早いものだと感心いたしました」

　二の宮には珍しい実質的な称しよう賛さんだったが、いずれにしろ面おも映はゆさは隠せない。

「私の吞みこみがよいというのなら、それは頭のよしあしではなく二の宮様の教え方がよろしいからですわ」

　無ぶ難なんに答えておいてから、あらためて塔子は口を開く。

「二の宮様に琴をお教えになった楽がく師しも、これほど素晴らしい後こう継けい者しやを得たことできっと安心しているでしょうね」

　塔子の言葉に、二の宮ははっと思い出したように答える。

「ああ、そういえば今日彼から知らせが来まして、調ちよう律りつは明日終わるそうです。終わり次第、誰か取りにやらせますので」

「それはありがとうございます。重かさね重がさねお手間を取らせて、本当に申し訳ありません」

「いえいえ。貴重な品をいつまでも御ご所しよ外がいに出したりして、こちらこそ申し訳ありませんでした。なにしろ頑がん固こな老人で、納得のいく仕上がりになるまではしばらくかかるだろうと覚かく悟ごはしていたのですが、思ったとおり時を要ようしてしまいましたね」

　言葉ほど困っていないような二の宮の口調からは、むしろその頑固さを微笑ほほえましく思っているような印象さえ受けた。明あか槻つきが存在すら認にん識しきしていなかったその楽師は、二の宮にとってはよい師だったのだろう。そして二の宮も優秀な弟子だったにちがいない。そのことは現在の彼の琴の音ね色いろが証明している。

　偏へん屈くつで身分にも隔たりのある老人と良好な関係を築きずいていた姿は、二の宮の華やかな容よう姿しや噂うわさとはにわかには一いつ致ちしない。しかし西にしの洞とうの院いん大おお路じで牛ぎつ車しやが傾いたとき、彼が車くるま副ぞえや牛うし飼かい童わらわの男達に見せた素そ朴ぼくな態度や、同どう母ぼ弟てい・三さんの宮みやや両親に対する気き遣づかいを思い出せば納得できる気がする。

　派手な女性関係ばかりが取とり沙ざ汰たされている二の宮だが、実際は男女問わず人当たりがよく思いやりもある人間なのだろう。もちろん色いろ恋こい沙汰にかんして信用ができないことは間違いないが、それでも二の宮の成せい熟じゆくした（恋愛以外の）対人関係に敬けい意いを抱いだいた塔子は、はずんだ声で言った。

「そのおかげで琴がよみがえるのでしたら、多少時間がかかることはいたしかたがないことです。琴が戻ってきましたら、私からも御礼の文ふみを書きますね」

「それはきっと彼も喜ぶと思います。自分の仕事に対する直じかの反応を知ることができるなど滅めつ多たにない機会でしょうから」

　明るい声音で応おうじた二の宮に、塔子は大きくうなずく。

「楽師の仕事に報むくいるためにも、私もいま以上に稽古に励むことにします。というわけで本日もよろしくお願いします」

　そう言って塔子は御簾の間ま際ぎわににじりよった。稽古をするときは、二の宮が手の動きを見やすいようにと御簾のそばに近よるようにしているのだ。四分の一程度巻きあげておくのもそのためだった。

「今日はやめにしましょう」

「え？」

　聞きちがえたのかと思った塔子が、目を瞬まばたかせたときだった。

　御簾の下から二の宮が腕を伸ばし、塔子の右手首をつかんだ。そのまま自みずからのほうに軽く引きよせると、框かまちの真上で指先を見下ろす。

「これ以上つづけたら、指が切れますよ」

　二の宮の指摘どおり、取りつかれたように練習を重ねていた塔子の指はあちこちが切れていて白い麻あさ布ぬのが巻かれていた。

　やけに真しん摯しで痛ましげな声音に、塔子はあわてて腕を引いた。

「い、いえ、もう切れていますから大丈夫です！　それにこんな傷きず、熊くま野のの山を走り回っていたときは日にち常じよう茶さ飯はん事じでしたから。それより稽古をお願いします。私、なにがあっても左近衛大将に一ひと泡あわ吹かせてやりたいのです」

　無自覚のまま本心を口走った塔子だったが、二の宮はまるで聞かなかったかのような涼すずしい声で言う。

「ご安心なさい。あなたはずいぶん上達なさいましたよ」

「へ？」

「よく頑がん張ばりましたね。かしこい方が努力を惜おしまないのですから、鬼おにに金かな棒ぼうですよ」

　二の宮にしてはずいぶん色いろ気けのない褒ほめ言葉だが、かえって本心から称賛してくれている気持ちが伝わった。

「本当ですか、ありがとうございます」

　満面の笑みを浮かべて塔子が答えたとき、廂の奥から妻つま戸どの開く音がした。やや乱暴な足音とあわただしい女官の気配に、すぐに誰が来たのか分かった。

「女によ王おう」

　御簾むこうに姿を見せたのは冠かんむり直衣のうし姿の明槻だった。どういった事情なのか、直なお霧ぎりと万ま結ゆがついてきている。

「東とう宮ぐう様、どうなさったのです？」

　慣れたことのように応じる塔子とは対照的に、二の宮は驚いた表情をする。先日もこんな場面に出くわしたが、二度ぐらいでは慣れたこととしては対応できないだろう。

　明槻は立ったまま、塔子と二の宮のどちらにともなく口を開いた。

「稽古中に申し訳ない。実は宋そうの琴の件で相談が………」

「あの琴であれば、明日にも取りにいかせますが」

　先に答えたのは二の宮だった。

「明日………」

　明槻はやや困惑したようにつぶやき、背後にいる直霧のほうを振り返った。万結も含めて目配せしあう三人に、塔子も二の宮も不ふ審しんな表情を浮かべる。

「分かった。では、明日は私から取りにやらせよう」

　思いもよらぬ明槻の言葉に塔子は驚く。あの琴は縋すが子こから塔子が賜たまわったもので、依頼を受けた二の宮が知りあいの楽師に調律を頼んだ品だ。それをなぜ明槻が取りにいこうとするのだろう。理由を求めるように御簾越しに明槻を見るが、彼は気難しい表情のままでなにも言わない。なにか事情があることは一いち目もく瞭りよう然ぜんではあるのだが───。

（そうか、二の宮様がいるから……）

　塔子が考えついたとき、二の宮が立ちあがった。

「そのような理由ですから、今日の稽古は休みということで。いいですか、くれぐれも絃に触ふれてはなりませんよ」

　そう言って彼は、明槻に一礼して立ち去っていった。

　見送りの女官の声と妻戸を開閉する音が途と絶だえ、塔子は思わず嘆たん息そくした。まったく驚くほど気の回る人だ。よくも悪くも真正直な三の宮の兄とは思えない。

「さすが、だてに都の小こう路じの数の女によ人にんを落としてはいないわね」

「………なにを言っているのですか」

　しみじみと漏もらした塔子に、明槻はあきれたように返した。

　彼は二の宮が座っていた茵に腰を下ろすと、女官達に下がるように申しつけた。あたりには塔子と明槻、そして直霧と万結の兄妹きようだいだけが残った。万結が素早く母おも屋やに入り、四分の一あがっていた御簾をすべて巻きあげた。視界が明らかになってから塔子は尋ねた。

「琴を取りにいくって、いったいなにがあったのですか？」

「やはりあの琴は、一般の流りゆう通つうを経へたものではありませんでした」

　明槻の答えに、塔子は一瞬の戸と惑まどいのあと、すぐに納得する。

　たしかにあの琴は、一般の市場に出す目的の品にしては豪ごう奢しやすぎた。むしろ豊かな財力や高い地位を持つ者が、名めい匠しように命めいじて作らせた逸いつ品ぴんの類たぐいだ。

　なにより直霧が言ったように、いまは弾く者もほとんどいない七絃琴がなぜ輸入されたのかも疑問が残る。博はか多たに住む外国人が使うことも考えうるが、あの琴の意匠はたとえ裕福でも一いつ介かいの商人が使うようなものではない。

　そうなると考えうる理由は───。

「じゃあ、盗とう品ひん？」

　導き出した答えに、明槻は首を横に振った。

「ではありません。もともとあの琴は商品ではなく、博多の商人が貴き人じんから預かった品だったそうです。それがどういうわけか商品として出てしまい、大だい弐にに買い取られたということなのです」

「で、それを返せと？」

　明槻はうなずいたが、塔子は納得できなかった。琴が惜おしいわけではなく、一度帝みかどに献けん上じようした品が返却を求められるなど信じられなかったからだ。しかも事情を聞くかぎり、非ひは完全に商人側にある。

　しかしその帝である縋子が返却することを了りよう解かいしたから、明槻はわざわざここに来たのだ。

（そんな相手って、いったい………）

　普通に考えれば、この国においてはありえない要求かもしれない。

　だがその要求が通ったというのだから───疑わしげな表情で塔子は尋ねた。

「貴人って、どなたなのです？」

「宋そう室しつ………宋そう国こくの皇こう族ぞくです」

「…………」

　簡潔な返答にもかかわらず聞きちがえたのかと思った。まじまじと自分を見つめる塔子の反応に、明槻は沈ちん痛つうな面おも持もちでうなずく。聞きちがえでも冗じよう談だんでもないのだとあらためて納得する。

「………どうりで豪ごう華かだと思ったわ」

　ため息交じりにつぶやく塔子の前で、明槻は申し訳なさそうに説明をする。

「琴は事情があって博多在住の宋国の商人のもとに預けられていたそうです。それがどういうわけか商品として流れてしまい、大弐に買いあげられたということですから、こちらに非はありません。とはいえ下へ手たに固こ執しつして外交問題になるよりは、速すみやかに返へん還かんに応じたほうが無ぶ難なんだろうと主上おかみも仰おおせでした。琴を賜ったあなたには気の毒ですが」

「いいえ、私のことは気にしないでください」

　塔子の即そく答とうに、明槻は安心したような表情を浮かべたあとあらためて言った。

「このことが公おおやけになれば、琴を献上した大弐が責任を問われかねません。ですから内ない密みつに返却をなそうと考えております。藤とう花かの宴えんでの演奏は、当日に糸が切れたとでも言って私の七絃琴を使ってください」

「承しよう知ちしました」

　塔子は明槻の背後に控ひかえる直霧と万結に目をむけた。二人をわざわざ連れてきた理由にこれで合が点てんがいった。

「尚侍、申し訳ございません」

　直霧が頭を下げ、万結もそれにならう。塔子は首を横に振った。

「ううん、それはしかたがないことだから気にしないで。それよりなぜ、それほど大切な品が商品として流出してしまったのかしら？」

「そのあたりの理由は私にも分かりません。訴うつたえにきた当の宋人も、よく分からないように申しております」

「え、その人が都まで来ているの？」

　驚きの声をあげる塔子に、直霧はこくりとうなずいた。

「父からの文ふみを携たずさえて、私のところにやってまいりました。ひとまずわが家に滞たい在ざいさせて返事は待たせてあります」

「その人をここに呼んで、事情を訊きくことはできないの？」

「いえ、それは………」

　塔子の問いに、直霧は首を横に振った。

「外国人ですから、御ご所しよに連れてくるには風ふう貌ぼうが目立ちすぎて、すぐに噂うわさになってしまいます」

「ですから、私が直接会って話を聞いてこようかと思っています」

　横合いから答えをさらうように、明槻が言った。つまり東宮自ら御所を出て、直霧の家まで行くということだ。身分にそぐわない行動力はいつものことなので別に驚かなかったが、直接会うという言葉に塔子は敏びん感かんに反応した。

　朱す雀ざく大おお路じで見かけた高こう麗らい（当時の朝ちよう鮮せん半島の王国）人達の異国的な風貌は、いまでもはっきりと覚えている。博多からやってきた商人は宋人だというが、それでも大陸からやってきた人間であることに変わりはない。彼らはどんな風貌で、どんな言葉を話すのだろう。想像しただけで持ち前の好こう奇き心しんがむくむくと頭をもたげてくる。

「あのっ、私も連れていってくれませんか？」

　興奮で身を乗り出したはずみに、袿うちぎの端を膝ひざで踏みつけて塔子は前につんのめった。皆がいっせいに驚きの声をあげる。そのままでいけば框と廂の床に思いっきりぶつかるはずだったのだが、ばすっという音とともにすべらかな衣きぬが頰ほおに触れた。

「危なかった……」

　安堵の言葉とともに、頭の後ろでため息が漏もれた。正面に座っていた明槻が受けとめてくれたので、衝しよう突とつはなんとか免まぬかれたのだ。

「す、すみませんっ！」

　自分がやらかした子供のような失しつ態たいに、塔子はあわてて身体からだを離そうとした。しかしそれより先に、背中に回された明槻の腕に軽く力が入った。緩ゆるやかな束そく縛ばくに塔子が顔をあげると、明槻は母屋のほうを見たまま告げる。

「万結、女王の外出の支し度たくを整えてくれ」

　廂のほうで万結がすっと立ちあがる気配がした。自分から頼んでおいてなんだが、あまりにあっさりと承しよう諾だくされて意外な気持ちになる。

「御所に入ると、熊野にいたときのようになかなか外出もできませんからね」

「え？」

「大宰府にはお連れできませんけど、その代わり博多の商人で我が慢まんしてください」

　自分の腕の中できょとんとする塔子に、明槻は優しく微笑んだ。

　その顔をまじまじと見つめたあと、塔子はぱっと顔を輝かせた。

　嬉しかったのは、商人に会えることでも自分の頼みを聞いてもらったことでもない。塔子が環境の変化に多少なりとも窮きゆう屈くつさを感じていることを明槻が察し、できる範囲でそれを解消しようと努つとめてくれることが嬉しかったのだ。

　───蝶ちようを厭いとって、花を囲ってしまうことも不本意なのだ。

　明槻が二の宮に告げていたあのとんでもない言葉は、その場の勢いではなく彼が常つね々づね感じていたことなのだ。

「嬉しい、ありがとう」

　礼を言ったあと、どうしようもなく顔が緩んでいることを自覚してしまう。

　予想以上の過剰な反応だったのか、明槻は一瞬気け圧おされたような表情を浮かべる。だが彼はすぐに、塔子以上の満面の笑みを浮かべて返したのだった。
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　揚やま梅もも小こう路じに面してある直なお霧ぎりの家に網代あじろ車ぐるまが乗り入れたのは、未ひつじの刻こくを少し過ぎたころだった。車には塔とう子こと明あか槻つきとともに万ま結ゆも同乗し、直霧が騎き馬ばで同行した。本来東とう宮ぐうともあろう者が使う車は唐から廂びさしの車くるまか糸いと毛げの車くるまなのだが、そんなものを使えば身分を明示して進むようなものだ。場合によってはそのほうが都合のよいときもあるが、今回はそうではない。なにしろ明槻は琴きんの返へん却きやくを内々に済ませようとしているのだから、この外出はいわゆるお忍しのびのはずなのだが───。

「これはまあ東宮様。ご無ぶ沙さ汰たしております」

　車くるま宿やどりに入るなり聞こえた声に、明槻は自みずから前まえ簾すだれをまくりあげ車の外に顔を出した。

「ああ、婆ばあや。息そく災さいでなによりだな」

　思いがけず気さくに語りかける明槻に、塔子は彼の背中を見ながら不思議な顔をする。

　察してくれたのか、横から万結がささやいた。

「東宮様は少年のおり、乳う母ばの里であるわが家によくおいでになられていたので、家の者とも顔見知りなのです」

「あ、そうなんだ」

　簡単に塔子は納得したが、客観的に見れば東宮の態度として気さくすぎるふるまいにはちがいない。口やかましい東とう宮ぐう学がく士しがこの場にいたらきっと泡あわを吹いていただろう。ちなみに身分を明かすとなにかと面めん倒どうだという理由から、当の宋そう人じんには東宮坊の官かん吏りが話を聞きにくると説明をしているのだそうだ。しかしよく考えれば、この屋敷の人間にもそれを言っておかないとまずいのではないのだろうか。

　車を降りた先の中ちゆう門もん廊ろうの簀すの子こには、如月きさらぎに訪問したときと同じ上じよう女じよ中ちゆうがいた。先ほど明槻が婆やと呼んだのは、この人のことだろう。

　明槻は〈勝手知ったる他人の家〉とばかりに慣れたふうに進んでゆく。しかも一応先導役である上女中と世間話に花を咲かせている。

（心を許している相手と、そうでない相手への態度がけっこう極きよく端たんなのよね、この人）

　形式だけかざした扇おうぎの陰から明槻の広い背中を眺め、しみじみと塔子は思った。

　もちろん御所での臣しん下か達に対するふるまいもそれなりにそつなくはしているが、根の部分で完全に信用していないことは見て取れていた。

　───信頼できる人を見つけてください。

　熊くま野ので貴たか哉なりが、口にした言葉を思い出す。直霧だけではなく、たとえば三さんの宮みやとかがそのような人になってくれればよいのにと塔子は思う。

「なにやっているのよ！　人ひと様さまの家で」

　とつぜん響いた金かな切きり声ごえに、一同はその場に足を止めた。

　庭は公く家げの邸やしきではないので池や風ふう雅がな前せん栽ざいは見られないが、青々とした若葉を茂らせた立りつ派ぱな樹木が幾本も見える。

「降りてきなさい、怪け我がをするわよ！」

　すぐ先の樹木の下で、一人の女が声をあげていた。目が覚めるような鮮あざやかな瑠る璃り色いろの袿うちぎを壺つぼ折おりにし、裾すそからは橙だいだい色いろの単ひとえをのぞかせている。ぎょっとするほど派は手でな色あわせだが、下品な印象はなかった。背をむけているため顔は見えなかったが、声や服装からしてまだ若い娘のようだ。

「万結さん。あの人、この家の女おんな衆しゆう？」

　振り返って塔子が尋ねると、万結は首を横に振った。

「いえ、うちの者ではありません」

「そうよね、あんな派手な格かつ好こうをした女衆なんていないわよね」

　小声で塔子が漏もらしたとき、対たいの屋やから直霧が飛び出してきた。姿が見えないと思っていたら、どうやら車宿りで分かれてから先にあがっていたらしい。彼は階きざはしから庭に下り立つと彼女に向けて声をかけた。

「なにごとだ？」

「あ、大だい尉じよう。すみません」

　後頭部に手をやりながら娘は答えた。振り返ったその顔は、派手な衣装に負けない目鼻立ちのはっきりした主しゆ張ちようの強いものだった。

　年のころは塔子と同じくらいか、あるいはもう少し下かもしれない。娘というより少女という言葉のほうが似合う。日焼けした肌は都の美の基準からは外れるのだろうが、鮮あざやかな色あいの衣がいっそう映える。

　彼女の個性的な美び貌ぼうに、まさかの思いから塔子はつぶやいた。

「ひょっとして、あの人が博多の商人？」

「女によ人にんですよ」

　素早く明槻が突っこんだが、すぐに塔子は反論する。

「女の人にだって、商人はいるでしょう」

「仰おおせのとおりですが、宋人にしては日本語がうますぎると思います」

　口をはさんだのは万結だった。言われてみればもっともな指摘に、塔子がふたたび娘に目をむけたときだ。がさがさっと鳥が羽ばたくような音が木の上からして、次の瞬間に黒い影が視界で動いた。え？　と思うのと同時に、あたりに鈍にぶくて大きな音が響いた。

「大丈夫か!?」

「ちょっと、大丈夫！」

　なにが起きたのか分からずにいる塔子の前で、直霧と娘が同時に叫んだ。見ると二人のむこうに誰かが倒れている。

（う、噓うそっ！　落ちたの？）

　青ざめる塔子の横で、明槻も不安げな顔をしていた。青々とした若葉を茂らせた桑くわの木は対の屋の屋根よりゆうに高く、打ち所が悪かったら間違いなく死ぬ。

「痛っ………」

　うめき声とともに、倒れていた人物が身体からだを起こした。

「おい、動くな」

「駄目よ、動いちゃ！」

　生きていたことに安あん堵どする塔子の前で、ふたたび直霧と少女が同時に叫んだ。すぐに直霧が、渡わた殿どののほうを振り返った。

「万結、武たけ次じを呼んできてくれ」

　万結は大きくうなずくと、踵きびすを返して簀すの子こを戻っていった。ちなみに本日の彼女の衣装は、里帰りも兼ねているので正せい装そうの唐から衣ぎぬ裳もではなく重ね袿うちぎであった。そのぶんいっそう動きが軽く見える。

　直霧が動いたはずみで、それまで陰になっていた人物の姿があきらかになる。
















　次の瞬間、塔子の目は釘くぎづけになった。幻まぼろしを見ているのかと思った。

　その人物の容姿は誇こ張ちよう抜きで「こんな人間、はじめて見る」だったからだ。

　垂たり領くび（和服のように左右を重ねた襟えり）の短丈の漢かん服ふくを着たその青年は、初しよ秋しゆうの庭を染める尾お花ばなの穂のような髪をしていた。綿わた毛げをつける前のやや赤みを帯おびて艶つやのある、銀とも金ともつかぬ色に輝くあの色だ。そのうえ目鼻立ちの彫りはとても深く、肌は人よりかなり白い。

　驚きのあまりしばし目を奪われていた塔子だったが、ふと思い出す。

（そういえば清せい寧ねい天てん皇のうは、白い髪をなさっていたっていうわね）

　日に本ほん書しよ紀きに、第二十二代清寧天皇は生まれつき髪が白く、白しら髪かの皇み子こと名付けられたと記してある。その容姿に霊れい異いを感じた父・雄ゆう略りやく天皇は、彼を東とう宮ぐうにしたのだという。

　ならばあのような姿の人間も、この世にはいるのだろう。

　それであっさりと納得した塔子の前で、青年は〝大丈夫〟だというように右手を振りながら、のろのろと立ちあがった。どうやら怪け我がはしていないようだが、あとからどこかに不調が出てくる可能性もある。

「よせ。半はん刻こくくらいは横になって様子を観みておけ」

　同じことを考えたのか、明槻が声をかけた。それでこちらをむいた青年は、はじめて塔子達の存在に気づいたようでまじまじとこちらを見あげた。

　彼の眼めを見て、塔子はさらに驚いた。自分達を見る瞳ひとみは、薄うす鈍にびとも縹はなだともつかぬ色をしていたのだ。

　あまりの不思議な容よう貌ぼうに、塔子はしばし息を吞のむ。

　間違いなく目を奪われていた。彼はこれまで塔子が抱いだいていた美の価値基準とはまったく異なる容姿をしていた。にもかかわらず、美しいと感じた。

「玻は璃りのような瞳だな……」

　隣となりで明槻がぼそっと漏らしたときだ。

「───すんまっせん！　えらいしゃあらしゅうして」

　わめくなり青年は上半身をほぼ直角に曲げたが、すぐに「あいたっ！」と叫んでその場で悶もん絶ぜつしかけた。あの高さの木から落ちたのだ。骨は折れていなくとも、打だ撲ぼくの数か所しないほうがおかしい。

「だから動くなと言っただろう！」

　さすがに切れかかったのか、直霧が声を大きくした。生命にかかわるかもしれないのだからとうぜんの反応だ。そのとき中門から、一人の中年男性が庭をよぎってやってきた。どうやら万結が呼びにいった武次という人物らしい。明槻になにやら断りを入れると、直霧は武次と二人で玻璃のような瞳をした青年を対の屋へと連れていった。

　渡殿には塔子と明槻の二人が残された。塔子はなにから驚いてよいのか分からずにいたのだが、ひとまず直近の疑問を口にした。

「ねえ、いまの宋の言葉？」

「………いや、そんなはずは」

「博多弁です」

　はきはきと答えたのは、瑠璃色の袿を着た少女だった。てっきりあの青年と一緒に対の屋に入ったと思っていたので、不意をつかれたような気がした。

「博多というより筑ちく前ぜんの言葉かもしれません。肥ひ前ぜんも少し交じっているかも……たいへんうるさくして申し訳ありません、と言ったのです。彼はものすごく方ほう言げんがきつい祖そ父ふ母ぼから日本語を習ったので、あんなしゃべり方しかできないのです。それで都の人にはとうてい分からないだろうと思って、私がついてきたのです」

　少女の説明に、塔子と明槻は目を見あわせた。日本語を習ったという発言から、あの青年が例の宋人の商人で間違いなさそうだが、なにかいろいろと想像の斜ななめ上を行きすぎている。

「とりあえず、半刻待ってからですね」

　やけに疲れたように明槻がつぶやき、塔子も深くうなずいたのだった。
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　それから半はん刻こく。寝しん殿でんで待っていた塔とう子こ達のところに、直なお霧ぎりに連れられて先ほどの青年と少女がやってきた。

　母おも屋やでは中央に茵しとねを敷いて明あか槻つきが座り、少し距離を取った奥に塔子と万ま結ゆが女によう官かんを装よそおって座った。実際に二人とも女官ではあるので装ってというのも語ご弊へいがあるが、明槻が身分を官かん吏りとしている以上、帝みかどの尚侍ないしのかみと命みよう婦ぶだと名乗るわけにもいかない。

　母屋と廂ひさしの間に御み簾すは下ろされていなかった。一官吏と偽いつわっているのだから御簾で隔へだてるのも仰ぎよう々ぎようしすぎるのだが、あるいはいまさら感で直なお霧ぎりが別に下ろさなくてもよいと家け人にんに言ったのかもしれない。その直霧は、彼等から少し距離を取った廂の一角に控ひかえていた。

　腰を下ろした二人を、明槻は困惑げな面おも持もちで見やる。尋ねるべきことは山ほどあっても、なにから尋ねるべきか思い悩んでいるようだ。なにしろ訊きたいことが多すぎる。当初の目的である、預かり物の琴が市場に出てしまった理由。他にもなぜ外国に住む商人に宗そう室しつの琴が預けられたのか？　あるいはこれは訊いてはいけないことかもしれないが、その外見はいったいどういう理由なのか。

（あと、なんで木になんかに登っていたのよ………）

　ざっとあげつらねてみても、事の重要性に関係なくすべてがとても気になる。

　だが直霧が、彼を御ご所しよに連れてくることを渋しぶった理由がこれで分かった。目立ちすぎることはもちろんだが、迷めい信しん深い者や臆おく病びような者がこの姿を見れば恐きよう慌こうを来きたしかねない。

　美しいことに間違いはないが、あまりの異い質しつさから生身の人間という感じがしないのだ。玻は璃りや白はく砡ぎよくの化身だと言われたほうがむしろ納得できる。

「名はなんという？」

　ひとまず真っ当なところから尋ねた明槻に、青年ではなく少女が答えた。

「彼は范はん蒼そう飛ひと言います。私は花か南なと申します。実は私の家が唐とう房ぼう（当時博はか多たに作られていた中国人街）と取引のある博多の商家でございまして、この蒼飛とは十年来の昔むかし馴な染じみなのです」

　青年の名前はあきらかに漢かん人じん（中国本土に住みついた漢民族の人）の名前である。

「それで、いったいどのような経けい緯いで琴が売りに出されてしまったのだ？」

　本題を切り出した明槻に、蒼飛はがばっとその場に平へい伏ふくした。

「ほんなごてすんまっせん！　なしこげんこつになったとか、おいもいっちょん分からんとです」

「本当にすみません。どうしてこのようなことになったのか、私もまったく分からないのです、と言いました」

「………そうか」

　花南の通訳を聞いて、ひどく疲れたように明槻はうなずいた。

　それから蒼飛の強い博多弁（？）での説明を、時々花南の通訳を入れながら聞いた。

　いまは亡なき蒼飛の父親は交こう易えきのために博多を訪れた宋国の商人で、そのさい地元の有力者の娘と結ばれ、彼女を母国に連れ帰ったのだという。そこで蒼飛は産まれ、十歳まで宋の首都開かい封ふうで過ごした。

　宗室御ご用よう達たしの商家の次男だった父親が、妻さい子しを連れて母の里でもある博多に居きよ住じゆうを移したのは十年前だった。そのとき公こう主しゆ、すなわち皇こう帝ていの娘から預かったものが例の七しち絃げん琴きんだというのだ。そして両親亡きあとは、ずっと蒼飛が預かっていたのだという。

　一通りの話を聞き終えた塔子は、感かん嘆たんの息をついた。

（公主様って……うわ～～、話がものすごく壮そう大だいになってきたわ）

　蒼飛の言葉遣づかいで一度は萎なえかけていた憧あこがれがふたたび盛もりあがり、塔子はわくわくしはじめた。だが先にいる明槻は解げせないという表情を浮かべている。そのことに気づいた塔子は首を傾げた。

（どうしたのかしら？）

　短い思案のあと、明槻は口を開いた。

「范蒼飛。そなたの父親は、なぜわが国にやってきたのだ？」

「はい？」

「宗室御用達の商家であれば、国でも相そう応おうの地位にあったはず。それなのにわざわざ居住を外国に移す理由も、そんな相手に自分の大切な琴を預けた公主の意図も私には理解できないのだが………」

　言われてみればなるほどと思える疑問である。譲じよう渡とならばまだ分かるが、琴はあくまでも預けられたものなのだという。だからこそこれほど必死になって取り返そうとしているのだろうが、そもそもこれから外国に住もうという人間に預けること自体解せない。

　他にも原因である『なぜ商品ではない七絃琴が市場に出回ってしまったのか』という抜本の疑問は解決していないのだが、これは当人も分からないと言っているから、現段階で追及してもどうしようもないだろう。

「そいは……」

　明槻の問いに、蒼飛はすぐに口を開いた。

「おいもこまかかったけんがようは知らんとばってん、あんころの開封は周りの国との争いを抱かかえとってばり不安定で、そいけん母の祖そ国こくの日本に避ひ難なんしたっ聞いとります。そんとき公主のどなたかが、母親の形かた見みの琴やけん安全な場所に隠してほしいって言いしゃりさって、そいで預かったっち言うとりました。そいけん父も国が平へい穏おんになったら戻るつもりでおったとかもしれません。そんときに琴を持って帰ろうと考えとったんかと思います」

　だが蒼飛の父はすでに亡ないということだから、結局帰国は叶かなわなかったことになる。

　なるほどと納得する塔子の前で、明槻も合が点てんがいったようにうなずいた。自然と慣れたのか、いつの間にか二人とも蒼飛の言葉を理解できるようになっていた。

「ではそなたは父に代わり、琴を公主に返そうと考えているのか？」

「はい」

　明槻の問いに蒼飛はうなずいた。

「近ごろは平穏を取り戻しちょるという話です。そいけんと思うとですが、公主様が琴ば返してほしかごておっしゃったいうて、伯お父じから手紙が来ました。そいけんおいは皐さ月つきに開封に戻ろうと考えちょるとです」

「文ふみ月づきに入れば台風の確率も高くなりますので、できたらその前に宋に渡りたいと考えているそうです」

　横から花南が付け足した。皐月の渡航を考えているのなら、弥生の中旬といういまの時じ季きと博多まで戻る時間を考えれば、なにがなんでも今回の上じよう京きようで琴を取り返したいと考えるだろう。

「なるほど。そのような理由か………」

　納得したように漏らしたあと、おもむろに明槻は言った。

「すぐに返してやりたいところだが、あいにく調ちよう律りつに出している最中で戻ってくるのは明日になる」

　蒼飛はひどく意外そうな表情をした。

「え、あん琴ば調律しきらす人が、都におらしたとですか？」

「ああ。かつて御ご所しよに勤めていた者で、七しち絃げん琴きんに詳しい者がいたのでその者に預けている最中だった。明日には仕上がるという話だったので、無理やり持ってこさせて不審と不満を抱いだかれるよりは待つことにした。戻り次第、早急にここに届けさせよう」

　その言葉に蒼飛はぱっと顔を輝かせ、横で花南が彼の腕をぎゅっと握りしめた。

「よかったわね」

「ありがとうございます」

　花南に腕をつかませたまま、深々と蒼飛は頭を下げた。そんな姿に塔子は微笑ほほえましい気持ちになる。彼らの具体的な関係は分からないが、わざわざ博多から一緒にやってくるのだから、恋愛関係の有う無むはどうでも親しん密みつな仲ではあるのだろう。

　蒼飛はこの外見にあのしゃべり方だ。都ではもちろん、行く先々の地方でも一人であれば相当苦労したにちがいない。その間このしっかり者の少女が手助けしてやったのだろうと塔子は想像した。

　やがて蒼飛は顔をあげると、母屋の明槻にむかいあらためて言った。

「ほんなごて迷惑ばかけて、すんまっせんでした。おいんごたもんの話ば聞いてやらした東宮様に、礼ばよう伝えとってください」

「………あ、ああ。伝えておこう」

　ややぎこちなく答えた明槻に、塔子は久しぶりに彼が左さ衛え門もんの少しよう尉じようを名乗っていたときのことを思い出して笑いだしそうになったのだった。
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　翌朝、塔とう子こは身み支じ度たくをすませるや否いなや、明あか槻つきに呼び出された。

　塔子一人で来るようにとの命めいに、なにを勘かん違ちがいしたのか麗れい景けい殿でんの女によう官かん達は黄色い声をあげたが、もちろんそんな浮うわついた用件ではないことぐらい察さつしていた。

　淡たん蘇芳すおうの表に白を裏にあわせた牡ぼ丹たん重がさねの袿うちぎを引きながら、塔子は渡わた殿どのを小走りに進んだ。梨なし壺つぼの格こう子しはこちらから見えるところはすべて下ろされていた。この時季のこの時刻を考えれば珍しいことで、そのことに気づいた塔子は緊張したまま簀すの子こにあがる。

　妻つま戸どの前には万ま結ゆが立っていた。

　縋すが子この女によう官かんである万結が東とう宮ぐう御ご所しよにいる理由は、現状を考えれば察しはつく。

「斎さい王おう尚侍ないしのかみ」

「どうしたの？　なにかあったの？」

「まずはお入りください」

　万結が開いた妻戸から中に入ると、殿でん舎しやの格子は四方向すべて下ろされていた。いつもはいる女官達も姿を見せない。人払いをしたことは明めい白はくだった。

　南みなみ廂びさしに回りこむと、明槻と直なお霧ぎりが座っていた。衣きぬ擦ずれの音で気づいたのか、明槻はすっと顔をあげる。

「ああ、いらっしゃい。すみません、早くから呼び出して」

「いいえ、ご用件は？」

　明槻のむかい側に用意された茵に座ると、塔子は緊張した面おも持もちで尋ねる。

　一いつ拍ぱくおいてから、明槻は低い声で言った。

「楽がく師しの家に強ごう盗とうが入り、琴きんが盗まれたようです」

　予想もしないことにぼう然としていると、横で直霧が説明をはじめた。

　今朝、直霧は琴を受け取りに、家け人にんを楽師の家に行かせたのだという。原因の一いつ端たんが父親にあることが理由だろうが、明槻の命で衛え士じなど遣つかわせては宮きゆう中ちゆうの者に勘かんぐられてしまう。出る杭くいは打たれることが常である御ご所しよにおいて、こんな問題が人々に知られるところになれば、直霧や彼の父親の失しつ脚きやくにつながりかねない。

「その先で怪け我がをした楽師を見つけたそうです。強盗が琴を奪おうとしたさい負ふ傷しようさせられたようです。これといった身よりもないということなので、いまはわが家で世話をしています。さいわい生命いのちに別べつ条じようはないとのことですが、軽い怪我ではありません」

　物ぶつ騒そうな報告を顔色ひとつ変えずに直霧はしたが、やはりその表情は硬かたかった。

「その楽師の住む付近は、たびたび物取りが出しゆつ没ぼつするような物騒な場所なのか？」

　明槻の問いを直霧は首を横に振って否定した。

「比較的治ち安あんのよい場所です。なにしろ検け非び違い使し別べつ当とう宅たくと同じ通りですから」

　検非違使庁とは京の治安を守る官かん庁ちようで、別当はその長ちよう官かんである。本庁が大だい内裏だいりではなく慣例的に別当宅に置かれているので、付近は常に多くの検非違使達が出入りしている。通りすがりや思いつきで物取りを働けるような場所ではない。

　だというのに防げなかったばかりか、強盗に襲われたこと自体周りの者は誰も気づかなかった。となると、相当入にゆう念ねんに計画を練ねって狙われた可能性が高くなってくる。

　明槻は眉まゆをよせ、うめくように言った。

「計画的だったということか………」

「じゃあ、琴があることを知ったうえで？」

　思わず声をあげた塔子に、明槻はこくりとうなずく。

「特に裕福でもない、場所的に捕ほ縛ばくされる可能性も高い家に敢あえて物取りに入ったのだとしたら、あの琴を狙っていたとしか考えられません」

「で、でも、修理に出したことは公おおやけにはしていないはずです」

　宋そう国こく宗そう室しつがらみの品ということを抜きにしても、あの琴の値打ちは誰の目にも瞭りよう然ぜんである。そんな品の在あり処かを公表しては、盗みに入ってくれと言っているようなものだ。そのあたりは二にの宮みやも承知して、内ない密みつに事を運ぶと言っていた。

「そうらしいですね。ですから、どうやって琴の所しよ在ざいが漏れたのか………」

　気き難むずかしげな表情で明槻が呟いたとき、塔子の脳のう裏りにひとつの考えが閃いた。

（まさか………）

　だが次の瞬間、塔子は自みずからの思いつきをあわてて打ち消した。なんということを考えているのだろう。あまりの失礼さに、自じ己こ嫌けん悪おさえ感じたのだが───。

「万結。桐きり壺つぼに行って、二の宮を呼んできてくれ」

　躊ちゆう躇ちよない明槻の発言に、塔子は愕がく然ぜんとして彼を見る。万結はこくりとうなずくと、立ちあがり奥の妻戸から出ていった。非ひ難なんするような目で自分を見る塔子に、明槻は憂ゆう鬱うつな面おも持もちで告げた。

「私だってまさかとは思っています。ですがその可能性があるのなら、すべて調べなくてはなりません。あの琴の紛ふん失しつが国こく益えきを損そこなう事じ態たいを招くのなら、どんな手段を使ってでも取り戻さなくてはならないのですから」

　東宮の立場にある者としての正論に、塔子は反論の言葉をなくす。

　そもそも自分とて一瞬は疑いを抱いだいたのだから、明槻がそんな考えにいたるのはとうぜんのことだった。自分達と当事者である蒼飛以外に琴が楽師の元に在あることを知っていたのは、麗れい景けい殿でんの女官と提案者の二の宮だけだ。むろんその理り屈くつでいくのなら、あとで女官達も調べなくてはならない。

「それに楽師が怪我をしたことも、知らせてやらなくてはなりません」

「あ…」

　塔子は短い声をあげる。確かにそれはとうぜんするべきことだろう。

　だが万が一にもこの盗難に二の宮がかかわっていたとしたら、楽師の怪我は彼がさせたことになる。

　怪我をした楽師を、二の宮はずいぶんと慕したっていた。あの態度が演技だったとは思えない。その彼が、恩おん師しでもある楽師をあんなひどい目にあわせるものだろうか。

（そんなこと………）

　ないとは言い切れないし、外交問題に発展しかねない事案なのだから、情だけに流されるわけにはいかない。そう割り切ろうとしても、世話になっている人を疑わなければならないことはなかなか納得できない。

　やがて奥から妻戸が開く音とともに、品のよい香りを乗せた風が流れてきた。

　二の宮が来たのかと身み構がまえたが、入ってきたのは万結だった。

　彼女は足早に奥に進むと、茵を手にした。それを見ていた直霧が、すぐに立ちあがって格子際ぎわに移動する。空あいた場所に茵を置いて席を設しつらえると、次に万結は廂の端にあった几き帳ちようを運んで塔子の前に置いた。考えてみればこれから二の宮が来るのであれば、とうぜんの処しよ置ちだろう。

　一通り支し度たくを終えると、万結は眉ひとつ動かさないままに妻戸にむかって呼びかけた。

「どうぞ、お入りください」

　すぐに衣擦れの音とともに、二の宮が姿を見せた。琴の指導のさいに着ていたものと同じ直衣のうし姿で、白い面おも輪わは緊きん張ちようのためかやや強こわ張ばっているように見える。いつも涼すずしげな微び笑しようを絶たやさない二の宮にしては珍しい表情だが、四方すべて格こう子しを下おろした室へやで待ちかまえている面メン子ツがこれではそんな顔になるのもとうぜんだろう。

　そのいっぽうで、楽師の怪我を知って動揺している可能性もある。そしてもしそのことをすでに二の宮が知っていたとしたら、強盗そのものに彼がかかわっていたということも考えられるのだ。

（私ったら………）

　いつの間にか二の宮を疑っている自分に嫌いや気けがさす。

　だが二の宮は明槻のむかいに用意された茵に腰を下ろすなり、安堵の息をついた。

「よかった………」

　予想外の言葉に、明槻も塔子も目をぱちくりさせる。その中で直霧だけが、なにか思いついたように眉み間けんに皺しわを刻きざむ。直霧はもともとよい姿勢をさらに正し、慇いん懃ぎんな口調で述のべた。

「宮様。妹の態度はどうか気になさらないでください。見る者を凍こおりつかせる、あるいは射い殺ころすような眼まな差ざしをむけますが、この世に存在する男の九割八分には同じ態度を取るのです。別に宮様だからということではございませんから」

　直霧の説明（？）に、塔子はあぜんとして傍かたわらに控ひかえる万結を見た。しかし心外だと言わんばかりの表情からすると、本人にその自覚はあまりないようだった。無意識のうち、あるいは反射的にやっているというのなら、ある意味そのほうが問題なのだが。

　そういえば先日の梅うめ壺つぼでも、万結は蛇だ蝎かつでも見るような冷ややかな眼差しを二の宮にむけていた。考えてみればただでさえ類るいを見ないほど男嫌いの万結が、ある意味で女の敵である二の宮に対して愛あい想そよくふるまえるわけがないのだ。

　しかしこれからいろいろと訊かなければならない相手に、はなから敵てき意いを剝むき出しにするような人間を遣つかわすのはどうだったのか。

「人じん選せんを誤ったな………」

　ぼそりと明槻が独ひとりごちた。先日の恥ずかしがりやの女によ人にん発言といい、近ごろ迂う闊かつすぎませんか？　そう抗こう議ぎしたくなった塔子だが、それなら万結を呼びにいかせたときに止めなかった自分も同どう罪ざいだ。

「そうなのかい？　あんまり怖い顔をしているので、もしかしたら後ろから刺されるんじゃないかと心配していたんだよ」

「どうぞご心配なく。あれが男に対するときの妹の地顔でございます」

　冷やかしと皮ひ肉にくが半分半分といった二の宮の言葉にさらりと受け答えると、直霧は明槻に目配せをする。明槻はひとつうなずくと、あらためて二の宮のほうを見た。

「もしかしたら、もう知っているかもしれないが───」

　意味深な切り出し方に、二の宮は訝いぶかしげな面持ちを浮かべる。罪悪感とかすかな不安に塔子の胸はきりっと痛んだ。

「楽師の家に強盗が入り、琴が盗まれたうえに彼が怪我を負おわせられた」

　二の宮ははっきりと色を失うしない、茵から身を乗り出した。

「なっ……そ、それで怪我の具合は？」

「重じゆう傷しようだが生命に別状はない。いまは左さ衛え門もんの大だい尉じようの家で世話をしているから安心していい」

　簡かん潔けつな明槻の説明に、二の宮はふたたび直霧を見る。左衛門大尉とは直霧の役職名である。

　二の宮は安心したように息をついたが、動どう揺ようはまだ消えていないようだった。いつも取とり澄すました彼のそんな反応に、塔子はこの人が楽師に害が及ぶような真ま似ねをするはずがないと確信した。

「それで、琴の行方ゆくえは？」

　いくらか落ち着きを取り戻して二の宮は問うた。明槻はまるで痛いところを突かれたかのような表情を浮かべ、おもむろに首を横に振った。

「いま捜させているが、まだ見つかっていない」

　二の宮は困惑げな面持ちを浮かべたあと、短い間を置き、あらためて口を開く。

「そもそもの原因は、私が琴を外に出したからです。ご迷惑をおかけして申し訳ございません」

　深々と頭を下げたあと、二の宮は正面から明槻を見み据すえた。

「そのうえで責せきは私にあります。楽師に対してどうかお咎とがめをなさらないよう、お願いいたします」

　その言葉に、几帳の奥から塔子は声をあげた。

「それは二の宮様の責ではありません。持ち主である私が頼んだことですし、その件については主上おかみからも東宮様からも了承を得えております」

「女によ王おうの言うとおりだ。この件について誰かを咎めるつもりはない」

　補ほ足そくするように明槻が告げた。

「この件は内密にすませようと思っている。琴は私の方でなんとしても取り戻すゆえ、そなたも口こう外がいせぬよう心得よ」

　心持ち威い圧あつ的てきに明槻は告げた。楽師を咎めないためには、事件を公おおやけにするなというわけである。理り屈くつは通っているが、公にできない理由はもちろんそれだけではない。

　どう受けとめたのか二の宮は疑わしげな眼差しをむけている。謝罪したあとのこの態度に、塔子の胸きよう中ちゆうに嫌な予感が走る。

「寛かん大だいなお言葉、まことに痛み入ります」

　慇いん懃ぎんに述のべてから、あらためて二の宮は言った。

「されど東宮が自みずから動いてまで取り戻そうとなさっているぐらいですから、あの琴はご自身にとってもよほど大切なものなのかとお見受けします」

「………」

「あの琴にはなにかあるのですか？　楽師の身を危険にさらすほどのものが」

　二の宮の物言いはけして強いものではなかったが、厳しい眼差しから詰きつ問もんのような空気がただよっていた。

　あるいはこれがただの強盗であれば、二の宮は自分の非ひを詫わびるだけで終わっていただろう。しかし明槻の反応から、二の宮は琴の背景になにかがあることを感じ取ったのかもしれない。そして楽師が強盗に襲おそわれた原因がそこにあると考えたとしたら───そのことを黙っていた明槻を非ひ難なんしても不思議ではない。

　明槻は僅わずかに眉をひそめてから、ゆっくりと首を横に振る。

「特別なものではない。しかしあれほど見事な意い匠しようであれば、外げ道どうが狼ろう藉ぜきを働いてでも奪いたいと考えるのは不思議ではなかろう。まあただの強盗であれば、いずれどこかに出回るにちがいない。七絃琴など昨さつ今こんそうあるものでもないから、市場や町に出入りする商人の間を虱しらみ潰つぶしに捜させている」

　若じやつ干かんの希望的観かん測そくも交まじえているのだろうが、明槻の言葉に塔子は少し安心した。

　琴が見つからず万が一外交問題になった場合、具体的にどんな事態を招くのか見当もつかなかったが、大変なことになることだけは分かっていたからだ。

「らしくないことを」

　ぴしゃりと二の宮が述のべ、塔子はどきりとする。

　明槻は訝いぶかしさと不ふ快かいを入り交じえたような表情を浮かべ、用心深く口を開く。

「───どういう意味か？」

「いまのお言葉ですと、東宮は犯はん人にんを捕とらえることより琴を取り戻すことに躍やつ起きになっておられるかのごとく聞こえます。八や咫たの鏡かがみ（三種の神じん器ぎのひとつ。宮きゆう中ちゆうの賢かしこ所どころに祀まつられていた）が盗まれたとでもいうのなら分かりますが、東宮が自ら率そつ先せんして盗品の奪だつ還かんに当たろうとするなど誰が聞いても不思議に思うでしょう。そもそもこれまでの東宮であれば、物を取り戻そうとするより治ち安あんと秩ちつ序じよのために強盗を捕らえるほうに尽じん力りよくされたはずです。そこがあなたらしくないと申しあげているのです」

　理り論ろ整せい然ぜんと二の宮は述べる。確かに彼の言うとおりである。いかに舶はく来らい品ひんの上等な品でも、あの琴を献けん上じようした人間は一官かん吏りだ。帝みかどがよほど気に入った品でもあればまだ言い訳もできるが、琴そのものは塔子に下か賜しされている。東宮当人が躍起になって取り戻そうとする格のものではないという指摘は的まとを射いている。

　それにしても日ごろは穏おだやかな二の宮がここまで強気に追及する理由は、やはり慕っている楽師が傷きずつけられたからなのだろうか？

　明槻は動じたようすも見せず、じっと二の宮を見つめ返す。

「───あの琴を失うしなえば、私の未来の妃きさきの沽こ券けんにかかわるからな」

　それまで強気だった二の宮は、虚きよを突かれたように目を見開いた。

　そのまましばし言葉を失っていたが、やがて気抜けしたように息をつく。

「さようでございますか。相変わらず大変なご寵ちよう愛あいで………」

　もはや流行はやり言葉の体ていさえ成してきた言葉を口にすると、やや皮肉っぽく言う。

「その勢いで一緒に犯人を捕らえてくだされば、私としては師し匠しようの仇かたきを討うてますので感謝の極きわみですね。まあ、それは東宮ではなく検非違使の仕事でしょうが」

「琴が見つかれば、その足そく跡せきを追って、おのずと犯人にたどり着くこともできるだろう」

　泰たい然ぜんと不ふ遜そんの紙一重といった態度で応じた明槻に、二の宮はひょいと肩を竦すくめた。そのときの二の宮は、もういつもの涼しい面持ちを浮かべていた。

「分かりました。ご寵愛の尚侍に恥はじをかかせないよう、私も琴の指導に勤いそしむようにいたします」

　そう言って二の宮は立ちあがると、おもむろに直霧のほうを見下ろす。

「楽師のようすを見にいきたいのだが、会えるような状況か？」

「本日は忙しくしておりますので、落ち着きましたらすぐに宮様にご連絡いたします。ご心しん痛つうのことかと存じますが、それまでお待ちいただければ───」

　慇懃に答えた直霧に、二の宮はふたたび肩を竦めるようにして笑った。
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「強盗にかんして、二にの宮みや様は関係ないと思います」

　二の宮が出ていってからすぐに塔とう子こが断だん言げんした。

「でなきゃ楽がく師しが怪我をしたことに、あれほど動揺するはずがありません」

「私もそう思います」

　傍かたわらにいた万ま結ゆがきっぱりと言う。男嫌いの彼女の思いもよらぬ擁よう護ごに、他の三人は訝いぶかしげな面持ちを浮かべる。分かっているというように万結は言葉をつづけた。

「あのお方は男としては最低ですが、人間としては悪くない方だと思います。はい、もちろん男として最低であることは間違いありませんが。ええ、絶対に」

　庇かばっているのか非ひ難なんしているのか分からぬ、しかし明らかに辛しん辣らつな評価に塔子と明あか槻つきは目を見あわせ、直なお霧ぎりはうんざりしたように言った。

「お前、ろくに話したこともない相手を、どうしてそこまで全否定できるんだ」

「言動や周りに対する態度から、人間としては悪くない方だと感じています。少なくとも私し欲よくのために誰かに危害を加えるような御おん方かたではないと思います。ですが、都の小こう路じの数以上の男女を破は局きよくに至らせた経歴を持つ人間を、男として最低という言葉以外でなんと呼ぶのですか？」

「それだけ聞くと、むしろ人間として最低と言ったほうが的てき確かくな気がするぞ」

　万結の断だん言げんに、冷静に直霧が突っこむ。古今東西、男女を問わず、人の恋こい路じを壊す人間は非難されてしかるべきで、もちろん不ふ義ぎ密みつ通つうなど論ろん外がいである。

　とはいえ帝や東宮の結婚と違い、一般の結婚は通かよい婚こんという習慣もあって束そく縛ばくが緩ゆるいことは否めなかった。そもそも二の宮の場合は女によ人にんのほうにまったく被ひ害がい者しや意識がないし、男のほうも彼が相手ならしかたがないというぐらいに思っているのだと、以前に女によう官かん達から聞いたことがある。

（そうか、だから同じことをしても責せめられないのね）

　以前三さんの宮みやが「あれだけのことをしてきた兄上がなにも言われない」と不平を漏もらしていたが、理由はつまりそういうことなのだろう。

　そのあとも直霧と万結はたがいの揚あげ足あし取とりのようなやりとりを交かわしていたが、そろそろ兄妹きようだい喧げん嘩かの体ていを成してきたことを見兼ねたのか、明槻が話題を元に戻して言った。

「確かに。そもそもあの二の宮が、誰かを害がいしてまでなにかを欲しがるとは私も思えないからな」

　一応探りを入れはしたが、やはり明槻も本気で疑ってはいないようだ。二の宮がかかわっていないだろうという結論に安堵しつつ、確認のつもりで塔子は尋ねた。

「それでは、やはり単純に強盗の仕し業わざと考えてよいのでしょうか？」

「おそらく………」

　一度うなずいてから、明槻はふたたび口を開く。

「先ほども言いましたが、金きん銭せん目的の物取りであれば、なんらかの形で換かん金きんしようとするはずです。ですから市場や商人の間を徹てつ底ていして捜すように言っています。あれほど目立つ品ですから、出回っていればすぐ目につくでしょう。とはいえ事を荒立てずに取り戻すことが第一なので、理り不ふ尽じんではありますが買い戻すことになるでしょうね」

　明槻の説明に塔子は納得した。もちろん出所を遡さかのぼれば犯人を捕らえることはできるかもしれないが、それは琴きんを取り戻してからだ。

　結論を確認して話を終えると、万結は退たい席せきした女官達を呼びに出ていった。

　怪我人が出ているうえに、琴の行方も知れない。そんな状況の中だが、二の宮がかかわっていないということだけで塔子は少し安心できた。

　明槻も一通り方向が定まったからか、いくらか落ち着いた表情を浮かべていたが、ふと思いついたように語る。

「ただの強盗であれば、犯人は検け非び違い使しに任せればいいことです。もっとも同じ通りの強盗に気づかないくらいだから、あまり当てにはならないかもしれませんがね」
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「どうしたのですか？　珍しく集中しておられませんね」

　御み簾すの先で聞こえた二にの宮みやの声に、塔とう子こは絃げんを弾ひく指を止めた。

　上うわの空そらで演奏をしていたことなど、完全に見み透すかされていたようだ。それでなくとも稚ち拙せつな音ね色いろなのに、名手の耳に入ればすぐに悟さとられてしまうのだろう。

「すみません。せっかくおいでいただいているのに」

　恐きよう縮しゆくして頭を下げる塔とう子こに、二の宮は返事をせずに間をおく。気を悪くしたのかと危ぶんでいると、彼は女によう官かんに格こう子しをあげるように命めいじた。きょとんとする塔子の目に、御み簾す越しに女官が格子をあげる姿が映る。

　がたがたという音とともに廂ひさしに春の柔らかな陽光が射さしこんできて、母おも屋やまでも明るく照らし出す。庭には太陽のような八や重え山やま吹ぶきの花が、まるでその美しさを誇ほこるかのごとく艶あでやかに咲いていた。

「気分転てん換かんをしましょう。花もこれほど美しいことですし」

　いつもどおりの穏おだやかな物言いに、塔子はほっとしながらも恐縮する。

　確かに今日ははじめから上の空だった。わざわざ二の宮に御ご所しよに泊まりこんでもらっているうえに、藤ふじの花が咲くまでもう間がないというのに情けない。

「やあ、山吹が実に鮮あざやかだ。ほら、尚侍ないしのかみもご覧なさい」

「ありがとうございます、お気き遣づかいいただいて」

　心底申し訳ない気持ちで頭を下げた塔子に、周りに聞こえないような一段低い声で二の宮は言った。

「琴きんはまだ見つからないようですね」

「………」

　視線を框かまちにむけたまま、塔子は身を固くする。

　あれから三日経たつが、琴の行方ゆくえはようとして知れなかった。単純な物取りであれば、足がつくまえに盗品を一日でも早く換かん金きんすると踏んでいたのだが、思ったようには展開しなかった。そのことが気掛かりで、稽けい古こ中も上の空だったのだ。

「人の道に外はずれた外げ道どうでも、あの素晴らしい琴を手放すことは未み練れんがあるのかもしれませんね」

　さらに低い声で二の宮はつづける。御簾の内で塔子は息をつめる。

　琴が盗ぬすまれたことは、女官達には修理が長引いたと言ってある。それを踏ふまえたうえでのいまの声こわ音ねなのだろうが、塔子は抑おさえようとしても抑えきれない、二の宮の怒いかりが滲にじみ出た瞬間のように感じたのだ。

　───この人は、楽がく師しが傷きずつけられたことに本当に怒っている。

　考えてもみれば自分だって、熊くま野ので貴たか哉なりが怪我をしたときは、犯人の正体も目的も分からないことに激しく苛いら立だっていたではないか。二の宮は明あか槻つきのふるまいから、彼がなにか隠しているのではと疑っているのだから、怒らないほうがおかしいのだ。

　確かに明槻の推すい測そくどおりただの強ごう盗とうならば、こちらに非ひはなく不幸な事件にすぎない。

　だがなにひとつ事情を話さずに、頭ごなしに信じろとだけ言ったって、子供でもあるまいし鵜う吞のみにできるはずがない。双そう方ほうの地位を考えれば、明槻からなにか言われれば二の宮は吞むしかない。実際、彼は吞んでいる。

　だが、それは納得したうえでのことではない。

　熊野に住んでいた塔子が斎さい王おうとして伊い勢せに行った理由は、納得したからではなく時の権力者であった父の命めいに逆らえなかったからだ。それから数年の月日が経たつが、塔子は父の憤ふん死しに対していまだに一いつ滴てきの涙も流せずにいる。

　いまの二の宮にとって明槻は、あのときの父と同じ存在なのだろうか？

「あの……二の宮様」

　たまらず塔子が呼びかけたとき、二の宮はなにか見つけたように簀すの子この方をむいた。つられて視線を移した塔子は、深こき緑みどりの官かん服ぷくを着た直なお霧ぎりの姿を見つけた。

「お伝えしたいことがございますが、いまよろしいでしょうか？」

　二の宮にむかって直霧は言った。

「……別にかまわないよ」

　一瞬かまえたようすを見せはしたが、すぐにいつもの口調で二の宮は了解した。

　直霧は簀子に膝ひざをつき、こちらもいつもどおりの抑よく揚ようのない口調で告げる。

「楽師の容よう体だいですが、ずいぶんと落ち着いてきましたので、もうお話ししていただいてもよろしいかと」

「ああ……」

　予想どおりの言葉だったのだろう。二の宮はさして意外な顔もしなかった。

「分かった、明日にでも行ってみるよ。家の者にも伝えておいておくれ」

　彼にしては素そっ気けない二の宮の返答にうなずくと、直霧は視線を御簾の奥に移した。

「斎王尚侍。稽古が終わってからでかまいませんので、明槻様が梨なし壺つぼにお越しいただくようにと仰おおせです」

「私に？」

　珍しいこともあるものだと思った。いつも用事があれば、予告もなしに自分から訪問してくるくせに。

（ひょっとして、二の宮様がいらっしゃるから？）

　稽古の刻こくは決まっているから、いま二の宮が来ていることは明槻も承しよう知ちしている。

　それでも以前はかまわず来ていたから、やはり先日のあのやりとりで明槻も顔をあわせることが気まずかったのかもしれない。

「では、今日の稽古はこれまでにしましょうか」

　とつぜん二の宮が言った。

「いえ、稽古が終わってからでよいと仰せです」

　塔子がなにか言う前に、まるで弁べん明めいするように直霧が言う。しかし二の宮は澄すました表情のまま緩ゆるく首を横に振った。

「いいんだよ。今日は弟があとで顔を出すと言っていたので早くあげさせてもらうつもりだったし、尚侍も珍しく気乗りしていないようだからね」

「そ、そういうわけでは………」

　ばつの悪さから語ご尾びを濁にごすと、二の宮はくすっと笑いを漏もらして立ちあがった。

「それでは、また明日」

「……はい」

　二の宮がさっさと簀子に出てしまったため、それ以上引き留とめることもできずに塔子は返事をする。

「よろしかったのですか？」

　心配そうに直霧が問う。もちろん塔子も申し訳ないとは思ったが、おそらくこのまま練習をつづけても、明槻の呼び出しが気になって集中はできなかっただろう。

「うん、大丈夫よ。それよりいまから東宮様のところに行くわね」

　直霧と女官達のどちらにともなく告げると、塔子はすくっと立ちあがった。
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　渡わた殿どのを通ると、梨なし壺つぼの簀すの子こには万ま結ゆが立っていた。

「万結さん、どうしたの」

　乳ち兄妹きようだいという立場もあり明あか槻つきの傍そばにいることも多いが、あくまでも万結は帝みかどの女によう官かんだ。

「東とう宮ぐう様に言われて、尚侍ないしのかみをお待ちしておりました」

　そこで万結はいったん声をひそめ、近づいてきた塔とう子こに告げる。

「女官達は席を外はずしております。どうぞお入りください」

　塔子は若じやつ干かん身構えた。他の女官に聞かせられない話だというのなら、七しち絃げん琴きん関連にちがいない。この件で二の宮が不ふ審しんと不満を募つのらせていることを、明槻に伝えるべきか悩んだ。

（だからといって、琴きんの出所を二の宮様に話すわけにはいかないし……）

　ならば伝えたところで、明槻にもどうしようもない。二の宮に対しても、中途半端な言い訳をしたところでかえって不審を煽あおるだけだ。今後の琴の稽古を考えると気は重いが、やはり黙っているしかないのだろう。

　万結の見送りを受けて妻つま戸どから入ると、廂ひさしには格こう子しを通してさんさんと春の陽ひ射ざしが降りそそいでいた。中央より少し東側に置いた畳たたみには明槻が座っている。珍しいことに、文ぶん台だいを前に筆ふでを握っていた。塔子が来たことに気づいていないのか、視線はひたすら料りよう紙しにそそがれている。

（うわ、なんで私が来ることを分かってて書字なんてしているのよ！）

　東宮・明槻親しん王のうの類るいを見ない悪あく筆ひつは宮きゆう中ちゆうでも有名な話だ。それを十二分に自覚しているからか、明槻は人前で筆を取ることが滅めつ多たになかったのだ。

　しかし目の前でこんなふうにされれば、なにか語らないわけにもいかないのではないか？　しらっと見ないふりをするという手もあるが、それはそれでわざとらしい。

　どうしようかと思い悩む塔子だったが、一いつ心しん不ふ乱らんに筆を取る明槻の表情にいつの間にか目を奪われてしまう。

　端たん整せいな面おも輪わを格子からの陽射しが部分的に照らし出し、彫ほりの深い面おも差ざしに不思議な陰いん影えいを刻きざみつける。文台の料紙に目をむけているため伏せがちになった目に、はっきりと濃こい睫まつげが影を落としていた。物静かな居い住ずまいに、とくんと胸が鳴る。

（やっぱり………、格かつ好こいいなあ）

　なんだか初対面のとき以来、そんなことを思ったような気がする。河か陽やではじめて明槻に会ったとき〝ヤマトタケル命ノミコト〟のようだと見み惚とれてしまったのだ。もちろんそのあとすぐに〝オオクニヌシ神ノカミ〟のように優しい貴たか哉なり叔お父じ様のほうが素敵だと思ったりもしたのだが。

（でもオオクニヌシ神ノカミって優しいけど色いろ好ごのみだから、どちらかというと二にの宮みや様かも）

　勝手なことを妄もう想そうしているうちに、ふと明槻が顔をあげる。そこで塔子が来ていることにはじめて気づいたようで、少し驚いた表情をした。いっぽう塔子のほうは、まるで盗み見をしていたところを見つかったようで、ばつが悪いような気持ちになる。

「ああ、すみません。気づきませんでした」

　筆を硯すずり箱ばこに戻して、明槻は言った。書字をしているところを見られたことを特に気にしているようすでもない。もしかして下手に気き遣づかうほうがよほど失礼なのかと思い直しながら、塔子は彼の傍に近づいていった。

「ううん。お話って？」

　万結は外で待っているから、平静のくだけた口調で問いかける。そのまま怖いもの見たさで、横合いから文台をのぞきこんだ塔子は思わず目を見開いた。

「な、なにこれ？」

「なにって……料紙ですが」

　声を震わせる塔子に、訝いぶかしげに明槻は答えた。もちろんそんなことは言われなくとも分かる。塔子が驚きよう愕がくしたのは、その料紙に書かれていた文字だった。

　白い陸奥みちのく紙がみに書かれた漢字は一つ一つの筆ひつ画かくが端正で丁てい寧ねい、全体から見てもきっちりと枠わくに収まったように均きん等とうだ。まさに楷かい書しよのお手本のような手しゆ跡せきで、ようするに大変な達たつ筆ぴつだったのだ。

「な、なんで？　なんでこんなにうまく書けているの!?」

「………ありがとうございます」

　明槻は一応礼を言いはしたが、あまり嬉うれしくなさそうである。塔子のほうにあきらかに褒ほめる意図がないのだからあたりまえの反応だ。

「ひょっとして、悪筆って噂うわさは噓うそだったの？」

「あなたは私の文ふみを見たことがあるでしょう？」

「うん、ひどか───」

　危うく口を滑すべらせかけて、あわてて押し黙る。もちろんなにを言いたかったのか明槻は分かったようで、露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな表情を浮かべて言った。

「仮か名なが苦手なのです」

「え？」

「楷書は人並みに書けていると思いますが、子供のころから草そう書しよが苦手で、結果的に仮名文字が………」

　真相の突とつ飛ぴさに塔子はしばし言葉を失うしなった。

　確かに一画一画をきっちりと書く楷書と崩して書く草書は、同じ文字でもまったく字じ面づらがちがっている。草書が苦手というのなら、崩して書くことが主しゆ流りゆうである平ひら仮が名なが苦手だというのもうなずける。

　だとしても、ちょっと極きよく端たんすぎないか。

　平仮名にかんしては見るのも気の毒どくになるほど悪筆なのに、漢字にかんしては、これはもうほぼ名人の域いきだ。塔子の知っている範囲で一番の能のう書しよ家かは言うまでもなく貴哉だが、楷書であれば明槻のほうに軍ぐん配ばいがあがる。

「すごいな～～、本当に上手じようずね～」

　いつの間にか座りこみ、塔子は料紙に記された文字をまじまじと眺める。

　正直あの文字で即そく位い後の文書はどうするのかと心配していたのだが、公式の書類に使う漢字がこれだけ書けるのならひと安心だ。

「ね、今度から私への文は漢文でちょうだい」

「え？」

「そうしたら、あなたももっと気軽にいっぱい書けるでしょ」

　妙みよう案あんを思いついたとばかりにうきうきして語る塔子に、明槻は意外そうに訊きいた。

「文、欲しかったんですか？」

「!?」

　思わぬ指摘に返答につまる。確かにこれまで文が欲しいなどと思ったことがなかったから、欲しいようなそぶりも発言もしていなかった。それどころか〝無理しなくていい〟とまで言っていたぐらいだ。だって会おうと思えばいつだって会える距離だし、和わ歌かなどもらっても、曖あい昧まいな表現を解かいするような感性も情じよう緒ちよも持ちあわせていない。

　だから、別にすごく欲しいと思っていたわけではない。

　ただ他の人からでも文をもらったときは、それが季節の便りや近況の報告でも、読んでみるとなかなか楽しい。この人はあの花をそんなふうに見ているのか。雪や若葉をそのように感じているのか。多かれ少なかれ、そんな驚きが必ずある。だから明槻からそのような文をもらったら、きっとわくわくしながら開くだろう。

（欲しい、かも………）

　塔子が欲しいものはきれいな文字や気の利きいた歌ではなく、自分に見えないところで彼がなにを考えていたのかを感じさせてくれる文章だ。

「───か、漢文を読む練習になるでしょ」

「でも、薄うす様ように楷書ってあわなくないですか？」

「陸奥紙でいいわよ」

「陸奥紙では堅かたくて、結び文にできませんよ」

「いいの、手習いのお手本にするだけだから！」

　いちいち理り詰づめで突っこんでくる明槻に、塔子は思わず声を大きくしてしまう。

　恥ずかしさとじれったさからいっそ帰ってしまおうかと考えたが、用事があるからと呼び出されていたことをいまさら思い出した。

「で、用事ってなに？」

「あ！」

　塔子の態度に首を傾げていた明槻も、あらためて目的を思い出したように声をあげた。

「直霧の家まで、楽師の見舞いにいってくれませんか」

　思いもよらぬ頼みに塔子は目を円まるくする。どう思ったのか明槻は説明をつづける。

「琴はあなたのものになっていますから、その品がからんで怪け我がをした相手をあなたが見舞うことは不自然ではないはずです。それに持ち主であるあなたが見舞いにいけば、琴を盗まれたことを責せめるつもりはないという、こちらの意図を楽師にはっきりと伝えることができるでしょう。怪我をして苦しい思いをしているうえに、このことで気を病やんでいたりしたら可か哀わい想そうですから」

　そこで明槻は一度言葉を切り、声を落とした。

「それに二の宮の気持ちも考えたら、せめてこれぐらいの罪つみ滅ほろぼしはしないといけませんからね」

「………」

「薬をいくらか用意させましたから、持っていって───」

　明槻が言い終わらないうち、塔子は彼の身体からだに抱きついた。

　小こ柄がらな塔子がいきなりそんなことをしても明槻はびくりともしなかったが、とつぜんのことにややうろたえた声を出す。

「ど、どうしたのですか？」

　どう思ったのか手を回し、なだめるように背をさすりながら問う。

　ふわりと金きん木もく犀せいの香りがして、肌触りのよい衣きぬと温かい体温を感じた。

　一見動じていないようにふるまいながら、明槻もやはり心の痛みを覚えていた。その感性や不器用さが嬉しくて、塔子は彼の胸に顔を埋うずめたまま自らの思いを口にする。

「………私、あなたこそ帝になるべき人だと思う」

「え？」

　短くつぶやいたっきり、明槻は返答につまったように黙りこむ。塔子は彼の身体をそっと押すようにして身を離すと、訝いぶかしげに自分を見下ろす明槻を見あげる。

「だってあなたはとても立派な人だから……私、そんなあなたのことが好きだから、だからあなたのことをずっと助けたいと思うの」

　真まっ直すぐに目を見てその言葉を告げた塔子を、明槻はまじまじと見つめ返す。そうやってしばらく見つめあったあと、明槻は切れ長の瞳ひとみをふっと和なごませた。

「頼もしいなあ……」

「そうよ。私、神じん功ぐう皇こう后ごうみたいになるから、うんと頼りにしてね」

　三さん韓かん征せい伐ばつを夫に代わって成なし遂とげた女じよ傑けつの名に、一拍おいて明槻は声をあげて笑いだす。さすがに神功皇后は大おお袈げ裟さかと考えた矢先、ぐいっと身体を引きよせられた。

（え？）

　とつぜんのことに驚く塔子の抵抗などないもののように、明槻は抱きしめる腕にぐっと力をこめた。

「ちょっ、離し……」

「離しませんよ」

　頭上でささやかれた悪いた戯ずらめいた声は、やけに低くて艶なまめかしくて、鼓こ動どうを大きくひとつ鳴らした。

「絶対に離しませんよ」

　もう一度同じ言葉を明槻は繰り返した。頭の中で直接ささやかれたかのような声は、まるで天から響いたもののようにしばし塔子を放心させる。

　明槻は腕を緩ゆるめ、むきあうようにして距離を取る。

　短い見つめあいのあと塔子が自然と目を閉じると、明槻はそっと顔をよせてきた。

　静かに唇くちびるが触ふれあったあと、一度離れてから再び口づける。甘あま酸ずっぱい金木犀の香りが鼻び腔くうの奥をくすぐり、このうえない居い心地ごこちよさを感じる。

　三度目の長い口づけのあとゆっくりと顔を離した明槻は、とても優しい声で言った。

「だって私は、あなたが傍そばにいてくれれば、どんな問題も乗り越えていけるような気がするのですから」
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　梨なし壺つぼを出てから、塔とう子こは万ま結ゆを伴ともなってそのまま楽がく師しの見舞いにむかった。明あか槻つきが万結を呼びよせていたのは、最初からそのつもりだったからのようだ。

　そろそろ到着しようかというころ、物見から通りを眺ながめていた万結の表情がすっと厳しくなった。

「どうしたの？」

「いえ、あの博はか多たの女によ人にん……花か南なさんと言いましたっけ？　あの人がそこを歩いていたみたいだったので」

「本当？　まあ、せっかく来たのだから都見物ぐらいするでしょうね」

「でも一人ですよ」

「蒼そう飛ひさんは琴きんが戻らなきゃ、とてもそんな気持ちにはなれないかもしれないわね」

　自分で口にして塔子は憂ゆう鬱うつになった。もしもこのまま琴が見つからなかった場合、いったいどうなってしまうのだろうか？　その公こう主しゆから蒼飛は咎とがめられるかもしれない。それぐらいならば無理に帰国する必要はないと考えるのかもしれない。そのままうやむやになってしまえばかえって問題はないのだが、万が一宋そう国こくが返へん還かんを求めてきた場合、紛ふん失しつにこの国の皇こう家かがかかわっていると知られて大きな問題にならなければよいのだが───。

　そこで塔子はふと思いつく。

「ひょっとして、花南さんも琴の手掛かりを求めて出かけたのじゃないかしら？」

「ああ、そうかもしれませんね」

「琴の事情が事情だから、できるだけ内ない密みつに運びたいのだけど……蒼飛さんに捜し回られたら目立ちすぎてよくないわよね」

「確かにそうですね。家に着いたら、蒼飛さんにはその旨むねを伝えましょう」

　万結の言葉にうなずいてから、あらためて塔子は尋ねる。

「ところであの人、生まれつきああいう髪と目なのかしら？　それともなにか病気でもしたのかしら」

　もちろん万結に訊いたところで分からないだろうとは思ったが、本人には直接は訊きにくいことなので独ひとり言ごとのようなつもりで塔子は口を開く。

　ところが万結はあっさりと答えた。

「生まれつきだそうですよ」

「え？」

「お兄様が尋ねたそうです。でも別に特別なことではなく、彼の父方の一族は皆ああいう風ふう貌ぼうだそうです。祖父や父親はもっと明るい色の髪と目をしていたとか………」

　塔子は目を円くした。

「もともと大陸の西のほうで行ぎよう商しようをしていた一族らしいのですが、彼の曽そう祖そ父ふにあたる人が開かい封ふうに定てい住じゆうを決めたそうです」

「……そうなんだ」

　万結の説明に、塔子はほうっとため息を漏もらした。

　では、ああいう風貌があたりまえの地域では、むしろ自分達のような外がい見けんの人間のほうが不思議な存在に見えるのかもしれない。大だ宰ざい府ふだけでもかなり遠い場所のように感じていたが、大陸はさらに遠くそして広い場所なのだろう。

「蒼飛さんのお父さんは海を渡って博多に居を移したのだから、そういう気質の一族なのかもしれないわね」

　しみじみと塔子が言ったとき、牛ぎつ車しやは家の門をくぐった。

　帝みかどの尚侍ないしのかみを東とう宮ぐうよりよほど仰ぎよう々ぎようしく出迎えようとした家け人にんを万結がとどめ、二人は連れだって対たいの屋やにむかった。万結が手にしている包つつみの中には、明槻が用意した薬が入っている。覚おぼえ書がきは同封してあるとのことだが、もし使い方が分からないようであれば医くす師しをよこしてくれるとのことだった。

（やっぱり明槻って、帝になるように育てられた人なんだなあ………）

　好き嫌いではなく道どう理りで物事を判断し、誰に対しても広く目をむけることができる。

　ときどき抜けているところはあるし、つまらないことですねもするけど、そんな立派な人が自分のことを好きでいてくれて、もちろん自分もその人のことが好きなのだから、こんな幸せなことってきっとないのだと思う。

　ふと気づくと、先せん導どう役で前を進んでいた万結が立ち止まってこちらをむいている。

「どうしたの？」

「尚侍、先ほどから口くち許もとがにやけておられますが」

「!!」

　万結の指摘に、塔子は両手で口許を押さえる。それよりも扇おうぎで隠したほうが自然なのかもしれないが、いまのいままで例のごとく忘れていて、このなりゆきで急にかざすのはあまりにもわざとらしい。

「え、えーと……実は」

「こちらでございます」

　しどろもどろになる塔子をどう思ったのか、さっくりと話を打ち切って万結は妻つま戸どを開いた。気を使ってくれたのだろうが、妙みような敗北感を覚えるのはなぜなのだろう？

　口をへの字に曲げたまま廂ひさしに入ると、几き帳ちようのむこうで人影が動くところが見えた。怪我をした楽師がもう起きているのかと驚いたが、すくっと立ちあがって上半身をのぞかせた人物は蒼飛だった。

「え、どうしてここに？」

「あ、こんにちは」

　やや声をひそめて言うと、蒼飛は足早に近づいてきた。塔子は特になにもせずに立っていた。彼の前ではただの女官だと名乗っているから、上じよう﨟ろうや高貴な姫君のように扇で顔を隠すのも不自然だと思ったのだ。気き遣づかったのか、一応万結が立ちはだかって塔子の姿を遮さえぎるようにしたが、蒼飛は訝しんだようすもなく告げた。

「いま寝とりんしゃすけんが………」

「え？」

　きょとんとする塔子の前で、蒼飛は几帳を指さした。どうやら楽師は寝ているということらしい。万結は困惑したような面持ちで、塔子のほうを振り返る。

「いかがなさいますか？」

「待ちましょう。時間はあるのだし」

　見舞いに来て、寝ている相手を起こすなど本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　結果として三人一緒に簀子に出た。妻戸を閉めてから塔子はあたりを見回し、人がいないことを確認してから口を開いた。

「琴の件ですが、いま市場や商人の間を一いつ生しよう懸けん命めいに捜してはいるのですが、まだ見つかっていません」

　蒼飛は眉み間けんに皺しわをよせはしたが、しかたがないというようにうなずく。

「分かりました。迷惑ばかけてすんまっせん」

　覚悟はしていたのだろう。それ以上愚ぐ痴ちめいたことは言わず、なにか思うように視線を遠くにむけている。簀子に射さしかかる陽射しが、蒼飛の色しき素その薄い髪や瞳ひとみ、肌を照らし出し陽の色そのままに染めあげた。日本人とはちがう形のよい鼻び梁りようが際きわ立だつ横顔だった。

　話に一区切りついてから万結が寝殿で待つように勧すすめ、塔子も承諾した。

「じゃあ蒼飛さん、また」

　そそくさと簀子を歩きはじめたとき、背後で声がした。

「蒼飛さん、これぐらいでいいの？」

　反射的に振り返ると、高こう欄らんの下に家人と思われる中年女性が大きな籠かごを抱えて立っていた。蒼飛は中をのぞきこみ、朗ほがらかな声で言った。

「えらいいっぱい採といたですね。ありがとう、こいぐらいでよかですよ」

　蒼飛が高欄越しに受け取った籠の中には、葉のついた小枝が山盛りに入っていた。

　家人を見送ってから、蒼飛は簀子を行こうとしたのだが───。

「それ、なんですか？」

　塔子の問いに、蒼飛は驚いたように立ち止まった。あるいは〝まだいたのか〟という心しん境きようなのかもしれない。

「こん家に庭にわ常とこん木があったけんが、茎くきと葉ば採ってもろうたとです。あん人に使おうと思うて」

　閉じた妻戸を見ながら言うから、どうやら楽師のことを言っているようだ。

　普通のことのように蒼飛は語るが、もちろん塔子には意味が分からない。

　だが考えてみれば蒼飛は、初対面の日も桑くわの木に登っていた。そして落ちていた。

　なかなか衝しよう撃げき的てきな出会いだったが、ひょっとして木を扱あつかうことを生業なりわいにしているのだろうか？　だとしても他人の家の木に登るなど庭師以外ありえない。しかし庭師であればこそ滅めつ多たなことでは落ちないだろうが、そもそも彼は商人ではなかったのか？

　首を傾げる塔子の前で、蒼飛はさらに言葉をつづける。

「庭常の茎や葉を煎せんじたものは、打ち身や骨こつ折せつによう効きくとですよ」

「？　………あの、あなた商人じゃないの？」

「いや、おいは薬くす師しですよ」

　即そく答とうに塔子は目をぱちくりさせる。その反応に察さつしたように蒼飛は言う。

「父は宋そうの商人ばってん、母方の祖そ父ふは薬師やっけんが。おいは父親が亡なくなってから母方の実家で育ったとです」

「………そういうことだったんだ」

　意外な事実だったが、確かに商人というより納得ができそうな気がする。目の前のこの青年は、人はよさそうだが気が利きいているとはお世せ辞じにも言えない。ようするに商人らしくないのだ。それに薬師と言われれば先ほど楽師の室へやに彼が居た理由もわかる。

　そこで塔子ははっと閃ひらめく。

「ひょっとして桑の木に登っていたのも、薬のために？」

「はい。せめてものお礼にこん邸やしきの人達のためになにか作っていこうかなと思うて。桑ん実は熟する前に採っと、薬に使えっとですよ。時季は早かけどよか具合に生なっとったけん」

「じ、じゃあ、この薬を使ってください！」

　まさに渡りに船だ。塔子は万結に持たせていた薬を奪い、蒼飛のそばに走りよった。そのまま包みをぐいっと突き出すと、彼は気け圧おされたように受け取った。

「東とう宮ぐう様のお見舞いですから、品は確かなはずです」

「東宮様!?」

　蒼飛は驚きの声をあげたが、実は先日あなたが話していた人だと告げればもっと驚くだろう。

「なし、東宮様ともあろう御おん方かたが？」

「純粋に心配なされているのはもちろんのことだけど、これで琴を盗まれたことを責めるつもりはないことが楽師に直じかに伝わればということらしいわ」

　塔子の説明を受けて、蒼飛は玻は璃りのような眼まなこをまじまじと見開く。やがてその目を自らの手の内の包みにむけて、しみじみとした口調で言った。

「東宮様はほんなごて、優しか御方なのですね。やっぱい天てん子し様にならす御方だけあらすですね」

「ええ、そうですよ」

　間かん髪はつを容いれずに塔子は肯こう定ていした。明槻は将来帝みかどになる人だから、こんなふうにいろいろと慮おもんぱかることができるのだし、上に立つからにはそうでなくてはいけないのだ。近ごろつくづくそう思うようになった。

「そしたら、ありがたく使わせていただきます」

「うん……あ、そうだ」

　声をあげた塔子に、蒼飛は「はい？」と応じた。

「あの、町に出るぶんにはいっこうにかまわないけど、琴を捜して回ることは控ひかえておいてください。その、あなたは目立ちすぎるので………」

　言いにくそうに語ご尾びを濁にごした塔子に、蒼飛は特に気を悪くしたふうもなく「ああ」とあいづちを打った。この国において自分の容姿が目立つことも、この件の解決を内密に進めていることも承しよう知ちしているのだろう。

「分かいました」

　蒼飛が言ったとき、彼の背中のむこうでかたりと音が聞こえた。

「!!」

　ひょいと視線をむけると、なんとそこに二にの宮みやが立っていた。彼の前には、明槻が婆ばあやと呼んでいた上じよう女じよ中ちゆうがいる。

　驚きでとっさにものが言えないでいる塔子だったが、二の宮のほうも驚きに目を円まるくしている。塔子にではなく、振り返って二の宮のほうを見た蒼飛の姿にだ。

　いっぽう蒼飛はそんな他人の反応に慣れているのか、なにごともなかったように塔子と二の宮のそれぞれに会え釈しやくをして立ち去っていった。

「楽師はいま休んでいるそうです」

　ぼう然として蒼飛の後ろ姿を見送る二の宮に塔子が呼びかけると、彼はわれに返ったように視線をむけた。

「あの者は？」

「宋人の薬師です」

　とっさに口をついた弁べん明めいに、塔子はまた罪ざい悪あく感かんを覚えた。噓うそはついていないが、本当のことは隠している。

「宋人の──」

　釈しやく然ぜんとしないように二の宮はつぶやく。漢かん人じんであれば一般的には日本人と似た容よう貌ぼうなのだから、とうぜんの反応だろう。

　とはいえとやかく訊くことはせず、気を取り直したように二の宮は尋ねた。

「……あなたも見舞いにいらしたのですか？」

「東宮様に頼まれたのです。私が見舞いにいくことで───」

「先刻聞こえましたよ」

　塔子の発言を遮り、二の宮は言った。その物言いは彼らしくやんわりしたものではあったが、どこか冷ややかなものを含んでいるように感じた。

　そこで塔子ははっと気づく。見舞い云うん々ぬんの話を聞かれていたのなら、そのあとの琴を捜すなというやりとりも聞かれていたことになる。

（まずい………）

　手の内に嫌いやな汗が滲む。不ふ審しんを抱いだかれていることはあきらかだった。

　返す言葉に迷った塔子が立ち尽くしていると、背後から万結が前に出てきた。

「それで宮様、いかがなさいますか？　楽師殿は現在休まれております。起こしましょうか？」

「……いや、起きるまで待つよ」

「かしこまりました。では、宮様を寝しん殿でんのほうにご案内して」

　上女中に命めいじると、万結は塔子に言った。

「申し訳ありませんが、対の屋のほうでお待ちくださいますか。東ひがし廂びさしであればすぐにご準備できますから」

　ここの寝殿は十分に広いのだが、いろいろな理由で二の宮と同じ場所には案内できないということだろう。

「それでは、二の宮様……」

　歯切れ悪い塔子の言葉に、二の宮は言葉では返事をせずにうなずいた。万ばん人にんに愛あい想そのよい彼らしからぬ対応に、疑惑を持たれていることを確信し、塔子はいたたまれない気持ちになる。なにか弁べん明めいをしたいと思ったが、中途半端になにか言ってもかえって疑いを増ぞう長ちようするだけだと諦あきらめた。

　結局万結に背を押されるようにして、塔子は簀子を進んだ。

（───迂う闊かつだった）

　蒼飛とのやりとりを二の宮に聞かれたことに、塔子は臍ほぞを嚙かんだ。

　今日の昼にその話をしたばかりなのに、まさかこれほど早く、二の宮が見舞いにやってくるなど考えてもいなかった。それだけ楽師の容体が心配だったということなのだろう。

　決定的なことは口にしていないから言い訳はできそうだが、疑いを払ふつ拭しよくすることは難しい。そもそも真実を隠している段階で、疑いを抱かれないほうがおかしいのだ。二の宮は間違いなく、自分達に対して不審を強めている。

（せっかく、明槻が気遣ってくれたのに……）

　返す返すも自分の迂闊さが腹立たしい。憂ゆう鬱うつな気持ちのまま簀子を回り、妻戸から廂に入った塔子はそこでふと気づく。

　蒼飛の本職が薬師であるのなら、大だ宰ざいの大だい弐にに納める商品を彼が扱あつかうことはないのではないか？

　亡くなった父親の関係でいくばくかの商品を保管していたくらいはありうるが、いまは商売をしていない家でそんな混乱するほど大量の商品を扱っていたとは考えにくい。

　自分でもなぜこんなことになったのか分からない、と蒼飛は言っていた。あのときは彼のいろいろな奇き抜ばつさに衝しよう撃げきを受けて頭が回らなかったが、つまり蒼飛が言いたかったことが言葉どおりの意味だったとしたら。

　───宋国の七しち絃げん琴きんは手違いではなく、意図的に保管してある蒼飛のもとから持ち出されたのではないのだろうか？
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　御ご所しよに戻ってから塔とう子こは万ま結ゆとともにすぐに明あか槻つきのもとに行き、楽がく師しの状態や二にの宮みやに会ったことなどのもろもろを話した。二の宮がいっそう不ふ審しんを強めてしまったらしいことを告げると、明槻は渋しぶい表情を浮かべた。楽師を見舞うことで少しでも誠意を示したいという思いがかえって裏目に出てしまった結果を、彼がどう受けとめたのかは分からない。自分の迂う闊かつさが大きな要よう因いんになったことに塔子はいたたまれない気持ちになったが、なんとか気を取り直して話をつづける。

「ところで大だい弐にに商品を納のう入にゆうしたのは、蒼そう飛ひさんではなく花か南なさんの父親だそうです」

「え？」

「彼自身は商人ではなく薬くす師しなので、商品の納入にはかかわっていなかったそうです」

　七絃琴が大弐のもとに納入された経けい緯いに疑問を抱いた塔子は、あのあとすぐに蒼飛に詳細を尋ねたのだ。そのときの蒼飛の説明によると、彼の母が夫亡きあとの家業を花南の父に譲ったので、それ以降、蒼飛は商売にかかわっていないのだという。

「だから普通に考えれば、蒼飛さんの家で保管していた琴が、手違いで商品として流れるはずなどないのです」

「では范はん蒼飛も、琴を盗まれたということですか？」

「それしか考えられないと、蒼飛さんは言っていました」

　琴きんが盗まれたことに気づいた蒼飛は、花南の父に相談した。亡くなった父の日本での親友である彼は、蒼飛にとっても非常に親しんでいる人物で、琴の経緯も父から聞いて知っていたのだという。

　その結果、花南の父親が仕入れて大弐に納入した琴の特徴に合がつ致ちするものがあったことが分かった。そのことは、あとから戻ってきた花南から直接聞いた。ちなみに彼女が外にいた理由は、かねてより取引のある貴き族ぞくの邸やしきに挨あい拶さつに行っていたということだった。

「花南さんの父親は、七弦琴の存在は知っていても実際に目にしたことはなくて、そんな身近なところで盗まれた品だとは思ってもいなかったそうなの」

　花南は父の失敗にたいそう恐きよう縮しゆくしていた。あるいはそれもあって、二人は揃そろって上京したのかもしれない。

「もちろん蒼飛さんは、そんな大切な品物が家にあるなどと世間には公こう言げんはしていなかったそうだけど、薬師の家ならそれなりに金目のものもあるでしょうから物取りに狙われても不思議ではありませんし………」

「いえ、不思議ですよ」

　明槻の言葉に、塔子は目を瞬まばたかせる。

「在あることを意識して隠していた琴が、こんな短い期間に二度も盗とう難なんにあうとは不思議な話です」

「…………」

「楽師を襲おそった者はただの強盗だと思っていましたが、もしかしたらあの琴自体を狙っていたのかもしれませんね。なにしろこれだけ捜しているのに出てこないのですから」

　深しん刻こくになりうるかもしれない可能性を、明槻は淡たん々たんと語った。

　塔子は打うち袴ばかまの上に乗せていた手をぎゅっと握りしめた。

「………じゃあ、あの琴が宋そう国こく宗そう室しつ縁ゆかりのものだと分かって？」

「まさかとは思いますが、もう少し調べたほうがいいかもしれません」

　明槻が言った直後、妻つま戸どのむこうで呼び声がした。廂の端はしに控えていた万結が立ちあがった。言うまでもなく彼女以外の女官は下がらせていたのだ。

　ほんの短い時間のあと戻ってきた万結は、三さんの宮みやが訪ねてきたことを告げた。

　一度塔子と目をあわせたあと、明槻は中に通すように言った。塔子が急いで几き帳ちようの陰に隠れると、すぐに三の宮が入ってくる。親しん王のう色しよくである深こき紫むらさきの束そく帯たいを着た青年は、やや緊張した面おも持もちで、明槻の正面に用意された茵しとねに腰を下ろした。

「とつぜんにすみません。実は東とう宮ぐうにお尋ねしたいことがありまして」

　三の宮は彼らしく、単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り出した。

「兄となにかありましたか？」

「………二の宮がなにか言ったのか？」

　予想できた問いに、明槻は用心深く問い返した。一連の件について一応口止めはしていたが、二の宮が仲のよい弟に話している可能性を考えたのだろう。楽師の見舞いを終えた二の宮は、塔子より先に帰ったからその間になにか話したのかもしれない。

　はたして三の宮は、ゆっくりと首を横に振った。

「いえ、はっきりとはなにも言っておりません。ただあの人は昔から物事を曖あい昧まいな言葉でぼかす傾けい向こうがあるので、長年の付きあいで私が感じただけです」

　それこそ曖昧な理由を三の宮は告げたが、あるいは兄に対する気き遣づかいがあるのかもしれない。二の宮がなにか明槻を批判するようなことを言ったとしても、それを正直に本人に告げられるはずがない。

　どう判断したのか、明槻は首を横に振る。

「具体的になにかあったわけではないが、やりとりの最中に多少感情のもつれのような部分があった。そのことを彼が気にしているのだろう」

　その答えに三の宮は釈しやく然ぜんとしないようだったが、明槻にそれ以上なにか言うつもりがないことを悟さとったのか話の矛ほこ先さきを転じた。

「実はこのようなことをお尋ねしました理由は、兄の不ふ機き嫌げんの理由が斎さい王おう尚侍ないしのかみへの恋れん情じようにあるのではないかという噂うわさが、人々の間で立っているからなのです」

「………」

　梨なし壺つぼの殿でん舎しやの空気が一瞬にして変わった。険けん悪あくとか緊きん張ちようなどではなく、あまりにも予想外すぎて全員の思考が真っ白になっただけだ。しかしその中でも、いち早く声をあげたのは塔子だった。

「な、なんでそんなことになるんですか!?」

「いや、私も思いますよ。いくら兄上の女によ人にんの趣味が多た彩さいだからといって、そこまで好こう事ず家かではないだろうと」

　うっかり口を滑すべらせたような三の宮の発言に、明槻は露ろ骨こつにむっとした表情をする。しかし当人である塔子自身は、まったく同意だというように深くうなずく。

「本当にそうですよ。都中のあらゆる優すぐれた女人達を見み境さかいなく自分のものにしてきた胡こ蝶ちようの宮みや様ともあろう御おん方かたが、そんな酔すい狂きような真ま似ねをするわけないじゃないですか！」

「ですから人々は、誰しも魔まがさすということはあるものだと言っているのですよ」

「本当にそうですよね。逢おう魔まが時ときにでもうろついていて、そんな噂を立てられているのではありませんか？」

「いや、世せ俗ぞくにいたときの兄上は、むしろその時間からこそのほうが本ほん領りよう発はつ揮きの人だったので、いまさら───」

　おたがいに自分の発言の非ひ礼れいさに気づいていないのか、塔子と三の宮はまるで意気投合しているかのように軽けい快かいに語りあう。男女のちがいがあるのであまり目立たないが、実は顔立ちがそっくりだというこの二人は、会話の拍ひよう子しまで似ているようだった。

　明槻一人が苦いものを嚙かんだような面持ちで二人の会話を聞き、三の宮の後ろで控えていた万結はどうしたものかという表情で天てん井じようを仰あおいでいる。

「馬ば鹿かな噂を。二の宮はすでに優う婆ば塞そくとなっているだろう」

　いい加減うんざりしたように明槻は言ったが、二の宮が琴の師し匠しようになることにあれだけやきもきしていた人間がそんなことを言っても説得力皆かい無むである。

「とはいえ火のないところの煙けむりであれば、放っておくわけにはいかないでしょう」

　口調をあらためた三の宮を、明槻は眉み間けんに皺しわをよせて見やる。

　塔子はかすかに緊張したが、ふと思いついて横合いから口をはさんだ。

「ひょっとして琴の稽古のことで、二の宮様がなにかおっしゃいましたか？」

　不審を抱いている相手に稽古をつけることは気乗りしないだろう。あるいは二の宮が師匠役を降りたがっているのかと思ったのだ。

　塔子の問いに、三の宮は渋い表情で答えた。

「頭がよくて一生懸けん命めいな女人は教え甲が斐いがある、などと言っておりました」

「へ？」

　塔子は思わず声をあげた。

「………あの、いつ？」

「私がここに伺うかがう直前ですよ。そんなことを人前で平気で言うから、あんな噂をたてられるんでしょうけどね」

　困ったものだとばかりの三の宮の言葉に、塔子と明槻は几帳を挟んで目を見あわせる。

（ついさっき、あんなことがあったばかりなのに？）

　直霧の家で会ったとき、あきらかに不審を抱いているような発言があった。その舌の根も乾かぬうちに、塔子を褒ほめるようなことを口にしたというのか？

　明槻は人差し指と中指でこめかみをぎゅっと押さえ、しばらくの間なにか考えるように間をおいていた。やがて指を離してから、思い直したように言う。

「まあ二の宮のことだから社しや交こう辞じ令れいのつもりで口にしたのだろうが、おたがいの立場を考えればあまり好このましい噂ではないな。三の宮、そなたのほうで少し発言を控ひかえるように注意してやってくれるか」

「承知しました」

　三の宮は素直に承しよう諾だくした。いかに仲のよい兄とはいえ、発言や行動が若じやつ干かん常識から外はずれていることは理解しているのだろう。

「理由にならないかもしれませんが、昔馴な染じみの官かん人じんが近ごろ伏してしまったとかで気掛かりなのか、以前にも輪をかけてつかめない言動が多くなってきました。あるいはそれも影響しているのかもしれません」

　愚ぐ痴ちるような三の宮の言葉に、どきりとして塔子は問う。

「官人、ですか？」

「すみません、ちょっとちがいますね。以前、楽がく所しよ勤めをしていた者でもう退しりぞいておりますから。職人肌の愛あい想そのかけらもない男なのですが、楽が好きな兄上は幼少のころからその者のもとに入りびたっていて、楽師のほうも兄上の才能を見み出いだしたのか、自分の音を聞かせ演奏の指導をしたりしていたそうです。傍はた目めには実の祖そ父ふと孫のようだったと聞いております。そんな人間が病やまいに伏したということで、ずいぶんと心配していたようで」

　世間話か独ひとり言ごとのように三の宮は語ったが、塔子の胸はますます痛んだ。

　病で伏しているというのは、明槻の口止めを配はい慮りよしての発言だろう。それほど親しんでいた相手が怪け我がをさせられ、何か知っていそうな東宮はだんまりなのだから、二の宮の怒りはとうぜんのことだ。

　見ると明槻も語りつづける三の宮から視線をそむけ、なにか思うように眉間に皺を刻んでいる。そんな彼の表情を見て、塔子は自分の心がますます沈んでゆくのを感じた。
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　翌日からこれまでどおり、琴きんの練習は再開された。噂は別に気にならないが、罪悪感は変わらない。そのような理由で針はりの筵むしろとまで言うと大おお袈げ裟さだが、塔とう子こにとって稽古はたいへんに気まずいものになった。

　どう思っているのか二にの宮みやは、表面上はこれまでと変わらず穏やかに接してくる。だからといって〝気にしていない〟と受けとめるほどに塔子も能のう天てん気きではない。

　おたがいが腹に一いち物もつ抱かかえながら、その日も稽古の刻こく限げんになった。しかしいつもなら刻限きっかりにやってくる二の宮が、その日にかぎりまだ姿を見せなかった。

「珍しいこともあるものですわね」

「お呼びしてきましょうか？」

　簀すの子このほうを見やりながら女によう官かんが言う。御み簾すをあげた先の壺つぼ庭にわには、八や重え山やま吹ぶきの花が枝からこぼれ落ちんばかりに咲いている。目にも鮮あざやかな黄こ金がね色いろのこの花を見たいという二の宮の要よう望ぼうで、稽古のときはいつも庭が見渡せるように御簾をあげておくのだ。

　所定の場所───母おも屋やの框かまちの際で琴を鳴らしていた塔子は顔をあげた。

「いいわよ。まだ半刻も過ぎていないじゃない」

　罪悪感を持つ身としては、あまり律りち儀ぎに参じてもらうのも気が引ける。むしろ多少適当にしてくれたほうが気は楽だ。

　むこうもなにも思っていないはずはないから、約束だからしかたがないと諦あきらめているのか、それとこれとは別問題と思っているのか、それとも別に意図があるのか。

（だいたい、なんであんなことを言ったのかしら？）

　三さんの宮みやの発言を思い出す。直なお霧ぎりの家で会ったその日に、塔子を称しよう賛さんする発言をしたのだという。女によ人にんを褒めることなど二の宮にとっては呼吸と同じことかもしれないが、時じ宜ぎを考えればどう考えたっておかしい。

　もんもんと思い悩んでいるさなか、女官が二の宮の来らい訪ほうを告げた。

　廂ひさしに姿を見せた二の宮は、蘇芳すおうの裏に萌もえ黄ぎをあわせた躑躅つつじ重がさねの直衣のうしを着こなし、なんとも色めいて見える。しかも右手には朱しゆ色いろの花をつけた躑躅の束を抱かかえていた。着こなしとの調和に目ざとく気づいた女官達のため息があちこちから聞こえてきた。

「遅くなって申し訳ありません。渡わた殿どののところでこのように美しく咲いている花を見かけましたので切らせていたのですよ」

　いかにも二の宮らしい優ゆう雅がな行動だが、案外単純な遅刻理由に塔子は少し安心する。

「そうでしたか。もう躑躅がそのように咲いて───」

　言い終わらないうちに御簾の下から花を差し出された。とっさになんのことだか分からずにいる塔子に、二の宮はさらりと告げる。

「どうぞ、夏の訪れを告げる花ですよ」

「………」

「まあ、さすが胡こ蝶ちようの宮みや様」

　すぐには反応できずにいた塔子に代わり、女官が花を引き取った。

（どういうこと？）

　二の宮の思おも惑わくが解げせずに、塔子はやきもきする。不審を抱いている相手に対してということもだが、自分の言動が〝横よこ恋れん慕ぼ〟という妙みような誤解を招いていることは知っているはずだ。気兼ねした他の者が直接口にしなくとも、少なくとも三の宮からは聞かされているはずなのに。

　かつての色好みの噂を考えれば不思議ではないのかもしれないが、塔子は二の宮がそれほど情熱的な、悪く言えば考えなしの恋をする人間だとは思っていなかった。

　具体的なやり口は分からないが、人の恋こい路じに割って入り数々の浮うき名なを流した人間を、誰も悪く言わないなどありえない。きっとこの人は奔ほん放ぽうな恋愛を繰り返していたように装よそおいながら、どこかで冷静に線を引きつづけていたのだ。

　そんな人がわざわざこんな、まるで挑ちよう発はつするような真ま似ねをするなんて───。

（挑発？）

　自分で思いついた言葉に塔子はぎくりとする。この場合、挑発をされているのは塔子ではない。挑発をされているのは、婚約者に横恋慕をされた明あか槻つきだ。

（まさか……）

　塔子はこくりと息を吞のみ、御簾の先に座る二の宮を見た。

　風に乗って、直衣に薫たき染しめた百ひやく歩ぶの香りがただよう。

「いかがなさいましたか？　夏を告げる花に気が逸はやりましたか？」

　穏やかに二の宮は問いかけた。躑躅といえば一般的に晩春の花だが、春の終わりよりも夏を告げると表現したほうが聞こえは良い。藤とう花かの宴えんは卯う月づきの上じよう旬じゆんごろに行われる夏の行事だ。つまり演奏を披ひ露ろうする日が間近になって、意気盛んになっているのかと尋ねているのだろう。

　御簾の内で、塔子は首を横に振った。

「いえ、どちらかというと気が引けております」

「ご謙けん遜そんを。以前にも言いましたが、あなたはずいぶん上達しましたよ」

「それならばよいのですが」

　本当のことを言えば、宴の席で自分が恥をかくことなど、もはや些さ細さいなことでしかなくなっていた。ようとして行方ゆくえの知れぬ七しち絃げん琴きん。二の宮の思惑。それらの裏に潜ひそんでいるかもしれぬ事態を考えただけで頭が痛くなってくる。

　そもそもこの状況になっていながら、なぜ二の宮が稽古をつけようとしてくれるのかも気になる。そうなると先刻思い浮かんだ〝挑発〟という単語がよぎってしまう。

「では、はじめましょうか」

　こちらの疑念などおかまいなく、平然と二の宮は促うながす。

　御簾のうちでひとつうなずくと、塔子は姿勢を正して絃げんを弾きはじめた。
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「あら？」

　二にの宮みやが帰ってすぐに、女によう官かんの一人が声をあげた。かまわず塔とう子こは、一人琴きんのおさらいをつづけていたが「こんなところに文ふみが」という言葉に指を止める。

　見ると花器の前で女官が戸と惑まどった表情を浮かべている。

　花はな机づくえに載のせた花器には、先ほど二の宮が持ってきた躑躅つつじが生けられていた。

（文？）

　女官は躑躅の枝から結び文を外して、不安げに塔子を見る。

　常識で考えれば、異性に贈った花に結び文があれば恋こい文ぶみだと思うだろう。だが東とう宮ぐう妃ひになることが内定している塔子に対してそれは、いくら二の宮とはいえ見み過すごせる行為ではない。もちろん彼が優う婆ば塞そくであることを考こう慮りよしてもだ。文を手にした女官も、処理に困っての反応だろう。

（なにを考えているの？）

　どくどくと鼓こ動どうが大きくなるのを感じながら、塔子は素早く考える。

　もし恋文であれば、むしろ女官達に見せたほうがいい。隠し立てするつもりがないふうにふるまえば、うまくいけば冗じよう談だんと取ってもらえるし、悪くとも塔子のほうにそんな気はないと示すことができる。

　だが恋文ではなく、一連の件で意見するようなことが書いてあったのなら───。

（でもここで意味ありげにふるまえば、変な噂うわさを広めかねない）

　女官達の注目の中、塔子は短い時間で思考をめぐらせる。いずれにしろ疑われてしまうのなら、痛くもない腹をさぐられることだけでも避さけたほうがよい。

「まあ、なにかしら。読んでちょうだい」

「よろしいのですか？」

　女官の表情はいっそう不安を募つのらせていたが、塔子は明るい表情でうなずく。とはいえ袖そでの中で作ったこぶしの内側には嫌な汗が滲にじんでいた。

　女官は気乗りしない表情で薄うす様ようを開く。




　あしひきの　山肌染めし　岩いわ躑躅つつじ　言はで隠せよ　秘ひむる思ひも




　いつもはかしましい女官達が、凍こおりついたように静かになった。

（う、うわ～～）

　想定していたこととはいえ、やはり焦あせる。と同時に、七絃琴の件について触れていないことには安あん堵どもしたのだが。

「ま、まあ………これって」

「言わずに隠してくれ………」

「私の秘める思いを？」

　女官達はそれ以上つづけられず黙りこんだ。山を一面に染める岩躑躅のように隠せないほど慕っている想いだが、どうか言わずに私の秘める思いを隠しておくれ───どう聞いたって恋の歌だ。いくら女官達が二の宮びいきでも、東宮妃候補に対してここまで大だい胆たんな真ま似ねは笑えないだろう。

　だけど本当に秘める思いを告げるのなら、こんな人の注目を集める真似はしない。

　わざわざ女官達の目につくように文を結ぶなど、目的は〝挑発〟としか考えられない。

「うわあ、さすが二の宮様ね」

　周りが面食らうほどの明るい声を、塔子はあげた。皆がぎょっとした表情を浮かべる中、塔子は立ちあがり、女官の手から薄様を奪い取った。

「これなら、三さんの宮みや様の北きたの方かたに見ていただけるわ」

　大だい納な言ごんの二にの姫ひめで先の麗れい景けい殿でんの女によう御ごの異い母ぼ妹まいである苑その子ことは、三の宮の一件以降も付きあいをつづけていた。塔子にとって貴たか哉なり以外で、定期的に文のやりとりをするはじめての相手である。

　和歌を見せる相手に明あか槻つきの名をあげたところで間違いなく疑われるだろうから、苑子の名を騙かたったのだ。彼女からよこされる文には、ときおり素直で可か愛わいらしい和歌が認したためられていた。つまり塔子は苑子に送る和歌を、二の宮に依頼、あるいは添てん削さくしてもらったように装よそおったのだ。

「ま、まあ、そうでございましたの……」

「それにしても、こんなどきりとする渡し方をなさるなんて」

「優婆塞となられても、やはり胡こ蝶ちようの宮みや様でございますね」

　納得したのか空気を読んだのかは不明だが、女官達はおたがいに説得しあうようにささやきあう。

　少々苦しいのは承しよう知ちのうえだが、この場を乗り切るためにはしかたがない。口止めも考えたが、そんなことをすればやましいところがあるのかと疑われる。どのみち人の口に戸を立てることはできないから、横恋慕の噂に拍はく車しやがかかるのは避けられないだろう。

　うんざりしながら文を懐ふところに忍しのばせると、女官達には適当に言って塔子は簀子に出た。妃きさきのいない御ご所しよは、場所によっては人ひと目めにほとんど触れずに歩けることが幸いだ。具体的にいえば、藤ふじ壺つぼから南北につながる梅うめ壺つぼ、雷鳴かみなりの壺つぼ（襲しゆう芳ほう舎しや）の三つの舎はほぼもぬけのからである。迷いなく塔子はそちらに足をむけた。本当は反対方向にある梨なし壺つぼに行って明槻に相談をしたかったのだが、たしか今日は文もん章じよう博はか士せが講義に来ているはずだから終わるまで待つしかないだろう。

　清せい涼りよう殿でん、後こう涼りよう殿でんの簀子を迂う回かいして藤壺につながる渡殿を進むと、その名の由ゆ来らいとなった藤棚が見えてきた。若芽を芽吹かせた蔓つるからは、まだ長さのない蕾つぼみがいくつも垂しだれ下がっている。開花まではもう少しかかりそうだが、いまの塔子にとって藤とう花かの宴えんなど大事の前の小事となっていた。

　藤壺の簀子にあがって梅壺とむきあう北側の簀子まで進んだ塔子は、そこにいた人物に目を瞬まばたかせる。階きざはしのところに直なお霧ぎりと万ま結ゆがいたのだ。直霧は官かん服ぷくを着て階に腰掛け、万結は唐から衣ぎぬ裳もで簀子に座っている。なにごとかと思ったが、考えてみれば兄妹きようだいで話すことぐらいあるだろうし、そもそも七しち絃げん琴きんの件は彼らの父親に端たんを発はつしているから、人目を避けて相談することもあるだろう。

「斎さい王おう尚侍ないしのかみ、どうなさったのです」

　塔子が尋ねるより先に、こちらに気づいた万結が尋ねた。対して塔子は答えず、二人のそばに近よる。

「ちょうどよかったわ」

　万結の隣、ちょうど二人で階にいる直霧を挟む位置に塔子は座った。

「東宮様に相談したいことができたのだけど、いま文章博士の講義を受けていらっしゃるから取り次いでもらうわけにもいかなくて」

「ああ……」

　直霧はあいづちを打った。

「弱りましたね。あの博士は話が長いことで有名なんですよ」

「あ、大丈夫。急いでなにかしなければということでもないから」

　それどころか、どこまで伝えるべきか悩ましいところだった。

　たとえ二の宮の目的が〝挑発〟だったとしても、こんな文を明槻に見せればいろいろと面めん倒どうくさいことになりかねない。冷静さを欠かくことはないが、ほぼ間違いなく拗すねる。しかもそれをはっきり言わず、ただ不ふ機き嫌げんになるだけだから非常に扱あつかいにくい。もっとも女官達の前で読みあげさせてしまったのだから、どうしたって耳には入るだろうけれど。

「実は二の宮様から、困った文をいただいたのよ」

「二の宮様？」

　直霧と万結が兄妹揃そろって胡う散さん臭くさげな表情をしたのを見て、おそらく彼らにとって二の宮は水に対する油のような存在なのだろうと思った。

　塔子が差し出した薄様を広げた二人は、一いち読どくするなり眉み間けんの皺しわを深く刻きざんだ。

「なんでございますか、これは？」

　周りが凍こおりつくような冷ややかな声音は万結のものだった。慣れたつもりで聞くといまだに動じてしまう。

「………見て分かるとおりよ」

　眉間の皺をいっそう深くする万結におびえつつ、あらためて塔子は言った。

「しかもこれは女官達にも分かるように、つまり堂々と渡されたものなのよ」

「まあ、なんと恥はじ知しらずな！」

　取りつく島もない万結の態度に、こちらは動じることもなく直霧が言う。

「また、それはずいぶんと挑発的ですね」

「でしょう！」
















　ようやく本題に入れたとばかりに、塔子は声を大きくする。

　しかし万結の憶おく測そくは、塔子とはちがっていたようだ。

「自信満々のやり口ですね。あの御おん方かたは三の宮様とちがい優婆塞となられておられるのですから、いまさら東宮様や主上おかみの機き嫌げんを損そこねたところで、なにも臆おくするところはないですものね。人妻であろうと結婚が決まっている相手であろうと、気にすることもありませんからね」

　言われてみれば一いち理りあることを万結は言う。しかし優婆塞たる者そもそも色いろ恋こい沙ざ汰たにかかわる者ではないという世の認にん識しきは、彼ひ岸がんのむこうに放り投げているようである。考えてみれば出しゆつ家けした祖父・京きよう極ごく院いんが仙せん洞とう御ご所しよに白しら拍びよう子しを出入りさせていたりもするのだから、高貴な男性の出家など、世にとってはその程度の認識なのかもしれない。

　しかしその万結の言い分を真に受けるなら、ひょっとしてこの和歌はもう少し深刻に受けとめなければならないものなのだろうか？　てっきりなんらかの目的を持って、明槻を挑発するためにこんな真似をしたと思っていたのだが、あるいはひょっとして───。

（い、いや、まさかっ！）

　一瞬思いついた考えを急いで否定する。

　いっぽう憤ふん然ぜんとしつづける万結の前で、直霧が薄様を凝ぎよう視ししつつ首を傾げた。

「落ち着け。本当に尚侍にあてた恋文なら、自分の思いを隠してくれではなく、伝えてくれという句になるだろう。言わで隠せよ、ではなく……たとえば〝咲き染めとぢよ〟とかの、咲いて想いを終わらせたい、というふうな」

「!!」

　意見されたのは万結だが、塔子も同時にはっとした。

「そ、そうか。直霧さん、すごい！」

「お兄様、すごい！」

　つづけざまに叫んだあと、二人は声を揃えた。

「そんなこと思いつきもしなかった!!」

「………………」

　直霧はうつろな面持ちで、二人の少女の尊敬の眼まな差ざしから目をそらした。恋文に対して語っているというのに、若い娘が二人揃ってまったくという心しん境きようなのだろう。

　いっぽう塔子は自分への恋文ではないという確信を得て、落ち着きを取り戻した。しかしそうなると、ますます二の宮から明槻への挑発説が濃くなる。だとしたらその理由は、楽がく師しが巻きこまれたからであることは間違いないのだろうが───。

「あ……」

　薄様を眺めていた塔子ははっと気づく。

　───言はで隠せよ　秘むる思ひも

　次の瞬間、頭をがつんと殴なぐられた気がした。

　つまりこの歌は、皮肉なのだ。肝かん心じんなことを隠したまま、無理やり納得させようとする塔子と明槻に対する、二の宮の強きよう烈れつな皮肉だったのだ。

「そりゃあ、そうよね」

　がっくりとうなだれる塔子に、直霧と万結は訝しげな眼差しをむける。

　疑問に答えるべく、塔子は顔をあげた。

「この歌は二の宮様ご自身のことではなく、私の心しん境きようを詠うたっているのよ。秘密を隠そうとしている私のことをね」

「……さすが胡蝶の宮様、皮肉も優ゆう雅がですね」

　嫌味だか感心しているのか分からぬことを言ったあと、直霧は万結のほうを見て「そういうことだ」と言った。対して万結は気まずげな表情のまま頰を膨ふくらませる。

　塔子は薄様を膝ひざの上に置き、大きなため息をついた。

　二の宮の意図は分かった。彼の心境を思えば甘かん受じゆするしかないのだろうが、御所でささやかれている横恋慕の噂を考えれば、もう少し目立たないやり方はできなかったのだろうかとも思う。非ひ難なんされる側がやり方に文もん句くをつけるというのもおかしな話だが、そもそもこんなことをすれば自分の立場が危うくなりかねないのに。

　頭に血が上のぼりやすい三さんの宮みやとちがい、二の宮はそういうことには冷静な人だと思っていたのだが、それともそれだけ怒りが大きいということなのか？

　やはりここは、噂が大きくなる前に明槻の耳には入れておくべきだろう。こういうことは他人の口から聞くより、自分の口で話して明槻を安心させてあげたい。

「とりあえず、あとで東宮様に相談してみるわ」

「そのほうがご安心召めされるかと思います」

　一度うなずくと、塔子は話題を変えた。

「ところで、楽師の具合はどう？」

「ええ、だいぶ元気になりましたよ」

　直霧の答えに塔子は胸を撫で下ろした。先日見舞いに行ったときは、話せるようにはなっていたが、まだ痛々しかった。

「范はん蒼そう飛ひがよく看みてくれています。花か南なという娘も親身になって世話をしているようですよ。近ごろはわが家の家け人にん達もすっかり彼を信頼して、家族や知りあいの病状まで相談しているぐらいです。あの若さなのに、病やまいや薬にかんしては相当博はく学がくですよ。祖そ父ふの教えもあったのでしょうけど、宋そうの書しよ籍せきを訳なしに読める部分が大きいのでしょうね」

「すごいわね。薬や本などで届けてほしいものがあったら遠えん慮りよなく言ってくれるよう、蒼飛さんに伝えておいてくれる」

　塔子の言葉に一度うなずいたあと、あらためて直霧は言った。

「同じことを二の宮様も申されました」

「え、二の宮様？」

「私は出しゆつ仕しがありますのであまりお会いしませんが、家人の話では、頻ひん繁ぱんに見舞いにおいでになられているそうです」

　その行動に塔子は納得していた。見舞いの許可が出るなり当日のうちに足を運んだぐらいなのだから、本当に慕したっていたのだろう。

（だからこそ怪け我がをさせられたことに、これほど立りつ腹ぷくなさっておられるのよね……）

　人としてあたりまえの反応だと思うからこそ心苦しい。

　誰もなにも言わなかったが、あたりにはぎこちない空気が流れていた。

　やがておもむろに、直霧が立ちあがった。

「尚侍、私はこれで」

　短く言ったあと、今度は万結にむかって告げる。

「じゃあ、いまから行ってくる」

「はい、お願いします」

　兄妹のやりとりに、塔子は訝しげに二人を見る。衛え門もん府ふに戻るだけなら、行ってくるという発言にはならないだろう。

「直霧さん、どこかに行くの？」

「家のことで少々気になることがございまして……明槻様と衛え門もんの督かみにはお許しをいただいておりますので、二、三日休ませていただきます」

　珍しいこともあるものだと思った。ちらりと万結を見やると、話は通しているのか彼女も納得しているようにこくりとうなずいた。

「そうなの、気をつけて帰ってね」

「はい。ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします」

　塔子の言葉に、直霧はいつもの調子で答えた。
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　文もん章じよう博はか士せの講義が終わるのを待ちかねたように梨なし壺つぼを訪ねると、母おも屋やで明あか槻つきがげっそりしたふうに脇きよう息そくにもたれていた。やはり講義は相当長引いたようだ。

「ご苦労様でした」

　御み簾すをかき分けながら声をかけると、明槻はひょいと顔をあげた。高こう麗らい縁べりの畳たたみから落ちたのか、床には司し馬ば遷せん『史し記き』の冊そう子しが投げ出されている。

　塔子は冊子を拾いあげ、はすむかいに並べた畳に座った。

「ごめんなさい、疲れているのに」

　冊子を渡しながら言うと、明槻は表情をあらためた。

「いえ、大丈夫ですよ───人ひと払ばらいしますか？」

　塔子は首を横に振った。そう年中人払いをしては、むしろ勘かんぐられてしまう。女によう官かん達が控えているといっても、廂ひさしのうんと端のほうで御簾と几き帳ちようを隔へだてているから、よほど大きな声を出さないかぎり心配いらないだろう。そもそも二にの宮みやの件にかんしては、すでに噂は広がっているだろうからいまさらだ。

「実は二の宮様から文ふみをもらったのよ」

　単刀直入な発言に、明槻は眉をよせる。予想どおりの反応に、塔子は臆おくすることなく文を書きつけた薄うす様ようを差し出した。

　一読した明槻の表情が、みるみるうちに不機嫌なものになった。

「───なんですか、これは？」

　もたれていた上半身を起こした明槻は、いまにも二の宮のところに駆けつけんばかりの勢いだ。

「あ、あの……気持ちは分かるけど、ちょっと落ち着いて」

　さすがに気おくれしかけたが、とりあえずなだめるように塔子は言う。

　ひとまず明槻は口をつぐんだが、その顔はあからさまに不満げである。自分の恋人にこんな文を出されたのだから、普通の男ならあたりまえの反応だ。しかも昨日三の宮を通して釘くぎを刺したばかりなのだ。

　塔子は直霧が指摘した恋文としての矛む盾じゆん点てんを告げたあと、二の宮の目的が明槻への皮肉なのではないかという自みずからの推すい測そくを告げた。

　ふてくされていた明槻の表情が、次第に厳しいものになっていく。

　やがて話を聞き終えたときには、むっつりとしてなにやら考えこんでしまっていた。三の宮のときとちがって、今回はこちらに一方的に非があるのだから覚悟はしていても気は重いのだろう。その思いは塔子も同じだから、よく分かる。

「……その歌は、女官達も目にしてしまったわけですね」

「ごめんなさい。こっそりと見たりしたら、かえって変な噂を助じよ長ちようすると思ったのよ」

「いえ、正しい判断だったと思います。少なくともあなたが彼の気持ちに応じるつもりがないということは周りに印象付けられたはずですから、この件であなたに悪い噂がたてられることはないでしょう」

　気を取り直したのか、むしろ励はげますように明槻が言ったので塔子はほっとした。

「でもこんなことが知れ渡ったら、例の横恋慕の噂に間違いなく拍はく車しやがかかるはずよ。二の宮様の立場が悪くなって、自分の居心地が悪くなるだけなのに………」

「まあ、御ご所しよに住むのは一時的なことですし、元々そういう地位や立場にこだわらない人間だから、早々と優う婆ば塞そくになってしまったわけですし、そこは折りこみ済みでしょうね」

　もっともな意見である。そもそも公く卿ぎよう達はともかく、女官達があの二の宮を悪く言うはずがない。それどころか叶かなわぬ恋に囚とらわれた悲劇の皇み子ことして、美び談だんに仕立てあげられそうな気さえする。今いま業なり平ひらとか、現うつし世よの光ひかる源げん氏じだとか黄色い声をあげながら。

（すごくありそう………）

　明日あたりからの御所の騒動を想像しているうちに頭ず痛つうがしてきた。

「むしろ三の宮の居心地が、少々悪くなるかもしれませんね」

　思いがけない明槻の発言に、塔子は目をぱちくりさせる。なぜそこで三の宮が？　確かに二の宮は、常識は気にしても艶しゆう聞ぶんを気にするような人間ではないが。

「どうして三の宮様が？」

「私と二の宮が対立しても、彼は優婆塞ですからただの兄弟きようだい喧げん嘩かにしかなりません。ですが三の宮はちがいます。彼は皇こう族ぞくの一員として、主上おかみや私のためにとてもよく働いてくれています。古ふる株かぶの公卿達が苦々しく思うほどに」

　明槻の言葉に塔子は納得した。発ほつ端たんの一部でもあった七しち絃げん琴きんの演奏も、三の宮が縋すが子この采さい配はいに配はい慮りよして、大だ宰ざいの大だい弐にを庇かばおうとしたことがきっかけだ。そのあともわざわざようすを見にくるなど気配りを見せてくれた。きっと三の宮は、明槻や縋子にとって頼りになる存在になりつつあるのだろう。

「二の宮が御所にいるかぎり、どうしたって三の宮は兄を気き遣づかうでしょう。そうなるとやはりこちらとの付きあいには気兼ねをするでしょうし、彼がそういう微び妙みような人付きあいをうまくできる人間かというと、絶対にちがいますからね」

　確かに二の宮が明槻と対立しているとなると、三の宮との関係もぎこちないものにならざるをえない。苑その子このときのように表立って露ろ見けんすることはないだろうが、胸きよう襟きんを開くという関係にはなりえないだろう。

「そもそも保ほ身しんのために兄から離れたと評されるなど、あの負けん気の強い宮には不本意極きわまりないはずですから」

　すでに悟りきった人のように明槻は言ったが、塔子は間違いなく消しよう沈ちんした。

　そういう人間だから信用できる部分もあるのだろうが、せっかく良好な関係を築いていた相手とそんなことになってしまうことはなんとも口くち惜おしい。真意の分からぬ人間が多い中、信頼できる貴重な人材だったのに。

　落らく胆たんする塔子とは対照的に、あんがいあっさりした口調で明槻は言った。

「そのあたりを念ねん頭とうにおいて、しばらく様子を見るだけに努つとめますよ。そもそもいまは琴きんを捜すだけで手いっぱいですから」

　最後に付け加えられた深刻な問題に、塔子は表情を曇くもらせる。

「見つからないわね……」

「売買が目的ではないのなら市場には出ないでしょう。そもそも盗まれた経けい緯いが、二度とも不自然であることは確かですから。あるいはあの琴の出所を知ったうえで、故こ意いに自分の手元に置いたままにしている人間がいるのかもしれません」

　そこで明槻は一度言葉を切り、あらためて言った。

「先日大だ宰ざい府ふに駅はゆま使づかいをやって、范はん蒼そう飛ひの身元と、博はか多たと宋そう国こくの状況を報告するように伝えさせました。もちろん戻ってくるまでは数日かかりますが」

　言い分は筋が通っていて、理り屈くつでは納得できる。だが感情的な面で反発した塔子は、控えめに言った。

「……蒼飛さんは、噓うそはついていないと思うわ」

「私もそう思いますが、だからといって調べないわけにはいきません。それに考えてみれば范蒼飛は、私から聞いて琴が楽師の元に在ることを知っていますからね。まさか当事者が、とは思っていますが……」

　塔子はなにも言えずに黙りこんだ。蒼飛といい二の宮といい、好感を持っている相手を疑わなければならない現実が心を重くする。

　しょんぼりとうなだれる塔子を一いち瞥べつすると、明槻は廂ひさしにむかって声をあげた。すぐに御み簾すのむこうに女官が一人、姿を見せる。

「紙と墨すみを用意してくれ」

「ど、どうしたの？　とつぜん」

「二の宮への返歌を思いつきましたから代だい筆ひつしてください」

　塔子は耳を疑った。というのも出会ってから一年近くになるが、明槻が歌を詠よむなどと言いだしたのは初めてだったからだ。教きよう養ようとして漢かん詩しはときどき書いているようだが、見せてもらったことはない。それゆえ楷かい書しよは抜ばつ群ぐんにうまいことを知らなかったのだ。

　疑わしげな顔をする塔子に、明槻はあっさりと言う。

「どうせあなたも、返歌なんて考えてもいなかったでしょう」

「……………」

　指摘されてはじめて気づいた。一般的に歌を贈られたのなら返歌をしなければならないことを。身近にいる万結が届いた文をあまりに無む残ざんに扱っているので考えが及ばなかったが、恋こい文ぶみと受け取っていないからこそ、思わせぶりに無視ではなく礼れい儀ぎとしての返歌が必要だ。

　ほどなくして女官が硯すずり箱ばこと文ふ机づくえを持ってきた。しかし明槻は机を使わず、料りよう紙しを左手に持ち、右手でさらさらと書きつけはじめた。

（そうよね。下書きにわざわざ時間のかかる男文字漢字なんて使わないわよね）

　実は少しがっかりした。明槻の楷かい書しよは、一筆一筆が肉にく厚あつで端々の止めの部分までしっかりと書かれていて、わりと好みの文字なのだ。

　途中筆ふでを止め、しばらく思案してからふたたび筆を動かしはじめる。そんなことを何度か繰り返してから、ついに明槻は筆を止めた。

「これでどうですか？」




　春過ぎて　　藤の花はな房ぶさ　　垂しだるれば　　曇くもりも晴れなむ　　夏の乙女おとめ




　明槻の口からつむがれた和歌にあ然としたあと、塔子はすぐに表情を緩めた。

　藤の花が咲いて夏を迎えるころには、あなたの悩みは晴れているでしょう、などとあまりにも直接的すぎて、励ましてくれようとする明槻の思いが驚くほど率そつ直ちよくに伝わってくる。

「でもそれじゃあ、季き語ごがふたつ入っているわよ」

　からかうように塔子は突っこんだ。一般的に和歌の中で使う季語はひとつに限定されるものだ。このあたりの稚ち拙せつさからも、和歌が苦手だというのは本当のことのようだ。

「ああ、そうでしたね。では〝愛かなしき乙女〟で」

「!?」

　さらなる率直すぎる表現に、塔子は絶ぜつ句くする。しかも驚いたことに、口にした明槻は照れるでもなく、かといってからかうようでもなく平然としている。

「い、いや……それは………」

「変ですか？」

　意外そうに明槻は訊いてくるが、変だとか間違っているとかの問題ではない。

　そう返そうと思ったが、まっすぐ自分を見つめる黒い瞳ひとみに反論の言葉をくじかれる。塔子は真っ赤になった顔を伏せ、消え入るような声で答える。

「………ううん、変、じゃない」

「なら、良かったです」

　明るい声こわ音ねに塔子は顔をあげる。見ると明槻は顔を輝かせている。

　なんだろう、この反応は。苦手な和歌を褒ほめられて喜んでいる少年みたいではないか。




　春過ぎて　　藤の花房　　垂るれば　　曇りも晴れなむ　　愛しき乙女




　おそらく、けして達たつ者しやな歌ではないのだろう。率直すぎて、技ぎ巧こうもない。

　でも万まん葉ようの時代の歌のように大らかで、いい歌だと思う。

　塔子は硯箱から、いつもの陸奥紙みちのくがみとはちがう料紙を取り出した。藤色に流水のような模様を漉すりだした美しい薄様だ。そんなとっておきの一枚に、明槻が詠よんだ歌を丁寧に丁寧に自分のために書きつけたのだった。
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　あんのじょう二にの宮みやがよこした文ふみの件は御ご所しよ中に広がり、彼が塔とう子こに横よこ恋れん慕ぼしているという噂を助じよ長ちようすることになってしまったそうだ。

　藤ふじ壺つぼの簀すの子こにむきあって座ったあと、万ま結ゆはその旨むねを告げた。

「三さんの宮みや様が大だい納な言ごん様の姫と結婚された直後にこれですから、男どもは東とう宮ぐう様のことを好き勝手に述のべているようです」

　命みよう婦ぶとして勤めている万結は、公く卿ぎよう達の動向にも目を光らせてくれている。それは出しゆつ仕しを止めている塔子からすれば、ありがたい情報源だった。

　しかし今回ばかりは、塔子はもたれていた高こう欄らんにがっくりと顔を伏せた。

　朝の仕事が一通り終わったからと言って、万結が麗れい景けい殿でんを訪ねてきたのは少し前のことだった。人ひと目めを避さけるため連れ立って藤壺まで来たところで、万結は今朝の直じき廬ろと殿てん上じようの間ま（ともに詰つめ所しよ）の様子を伝えてくれたのだ。

　のろのろと高欄から顔をあげると、塔子は遠えん慮りよがちに訊きいた。

「男の人の感覚は分からないけど、一般的に考えて……たぶん笑われているわよね」

「はい、いい笑い者になっています」

　容よう赦しやない万結の断だん言げんに、今度はがっくりと肩を落とした。

　そりゃそうだ。自分の婚約者が二人とも、しかもそれぞれ別の腹はら違ちがいの弟に横恋慕されたのだから、世間的に見れば男としてなめられているとしか受けとめられない。いかに明槻が打たれ強いといっても、限度はあるだろう。

「少しよう内ない記きなどは、このように似た椿ちん事じがつづくのであれば、記き録ろくとして残すべきなのかと真剣に悩んでいたそうです」

「残さなくていいから！」

　万結に言ってもしかたがないのに、思わず塔子は悲鳴をあげた。

　内記というのは御所の記録を掌つかさどる役職である。個人の日記とはわけがちがう公こう文ぶん書しよにそんなことを記録されたら、後こう世せいまでの笑い者ではないか。

　思いっきり声をあげたあと、ふと思いつく。

「日記ぐらいは残るかもしれないわよね」

「月つきの掌ないし侍のじようは〝御所日記〟と称して、日々の徒つれ然づれをつづっておられるそうです。日記と申しましてもご本人は蜻蛉かげろう日につ記きのような怨おん念ねん物ではなく、枕まくらの草そう子しのような〝をかし〟の作風を目指すのだと張り切っておられました」

　それは絶対に書かれているはずだと塔子は確信した。なにしろ月掌侍は、雪、花の二掌侍ともに縋すが子この腹ふく心しんの部下なのだ。縋子の猶ゆう子しである明槻にかんすることであれば、きっと面おも白しろおかしくつづっているにちがいない。個人が好きで書いているものを止められるはずもないから、せめて後世に残らないことを祈いのるのみだ。

　しかしこの調子で皆が好き勝手に日記を残したりしたら、のちの世に自分と明槻はどんな人間として伝わるのだろうと少々不安になってきた。現世で御所の人間達になにか言われてもあまり気にならないのに、後世に残るとなるとちょっと嫌かもしれないと感じるとは不思議なものだ。などとひとしきり疑問に思ったあと、あらためて塔子は訊く。

「東宮様、落ちこんだりしていらっしゃらないかしら？」

「兄にも同じことを話しましたら、東宮様は嫌いやな噂をたてられることには慣れておられるから、あまり気にしないだろうと言っておりました」

「……………」

「それに今朝拝見しましたら、別にいつもとお変わりないようにお見受けしました」

　それなら大丈夫かと塔子は思い直した。考えてみれば男だん色しよくの噂が流れていたときも、甘あまんじていたわけではないが焦あせって払ふつ拭しよくしようともしていなかった。基本的に自分のことにかんしては、分かる人が分かっていてくれればよいという考え方なのかもしれない。

　物心ついたときから出しゆつ生せいの噂をささやかれていたことでの弊へい害がいなのだろう。自己弁護や保身に終しゆう始ししすぎる者よりはよいかもしれないが、人の上に立つ者としてどうかと思う部分は正直ある。

「ですが三さんの宮みや様が、少々やりにくそうにしておられます」

　万結の言葉に塔子は顔をしかめた。どうやら明槻の懸け念ねんは当たってしまったようだ。

　あからさまに対立することはないだろうが、しばらくはぎこちない関係がつづくのかもしれない。

「ありがとう、なにかあったらまた教えてね」

「承知いたしました」

　立ちあがり、万結は清せい涼りよう殿でんの方向に戻っていった。

　塔子はそのまま簀子にしゃがみ、壺つぼ庭にわの藤棚を眺めていた。うららかな春の陽射しが降りそそぎ、藤棚の下に涼すずしげな影を作り出している。萌もえ黄ぎ色いろの柔らかそうな若わか葉ばがしげり、花はな房ぶさもずいぶんと長くなっていた。しかし蕾つぼみはまだ開いておらず、ところどころ薄うす紫むらさきの部分をのぞかせているだけだった。

　見ごろまでもう数日はかかりそうだ。藤の花はすぐには散らないから宴うたげまでいくらか間もあるだろうが、そんなことよりとにかく琴きんが見つかってほしかった。もし見つからなかったりしたら───

「どうなるんだろう？」

　予想のつかない不安が胸にこみあげる。

　思わず漏もらしたつぶやきが、ざくりと白はく砂さを割る音にかき消された。反射的に顔をあげると、藤棚の端にまたしても立っていた二にの宮みやと目があった。なぜ〝またしても〟なのかといえば、以前にも梅うめ壺つぼで梅の花を眺めていたときに彼が姿を見せたからだ。それを考えれば花見ができる場所は避さけるべきだったが、いまさら手遅れである。

　二の宮にとっても思いがけない鉢はち合あわせだったようで、二人は目を円まるくしてしばし見つめあった。

（ど、どうしよう、いまさら無視もできない）

　塔子は猛もう烈れつに焦あせった。こうしてばっちり目をあわせてしまっているのだから、気づかぬふりなどできるはずがない。内心のどぎまぎを必死で抑おさえていると、二の宮は涼しい表情で口を開く。

「まだ、咲きそうにもありませんね」

　平静と変わらぬおっとりとした物言いに、塔子は虚きよをつかれる。

　細身の肢し体たいにまとった浅あさ紫むらさき（藤色）の表に萌黄をあわせた藤ふじ重がさねの直衣のうしという着こなしが心憎い、などと思う余裕はもちろんなく、彼の意図を探るだけで精いっぱいだった。

「え、ええ……」

「ですが少々遅れたほうが、宴うたげのことを考えれば幸いでしょうか？」

　からかうように二の宮は問う。ますますのこと意図が分からなくなる。

　横恋慕の噂を助長する数々の行為の意図が、楽がく師しが怪我をさせられたことに対する怒りであるのなら、周りに人がいないこのような状況で彼が塔子に愛あい想そよくする意味はない。

　そこまで考えて、塔子ははたと気づく。

　こんな人ひと気けのない場所で話しているところを誰かに見られたりすれば、いま以上に誤解を招く。二の宮がここに来たのは偶然だと思うが、これは早々に立ち去らなければまずいことになりかねない。

「いかがですか、尚侍ないしのかみ？」

　なにも気にしたようすなく、二の宮は重ねて問う。藤の花の開花が遅れたほうが都合がよいのでは？　そう二の宮は問いかけていた。

「い、いえ……早く夏が来てほしいと考えております」

　塔子の返答に、二の宮は意外な顔をする。七しち絃げん琴きんの演奏に、まだ自信がないように言っていたのだから不思議に思うだろう。

　短い思案のあと、二の宮はいつもの調子で告げた。

「そうですね。あれだけ上達なされたのですから、私も師し匠しようとして一刻も早く皆の前で披ひ露ろうしていただきたいものですよ」

「あ、いえ、そのような理由では………」

　語ご尾びを濁にごした塔子に、二の宮は曖あい昧まいな笑みをこぼす。

「肝かん心じんの琴が、それまでに戻ってくればよいのですがね」

　ここにきてはじめての直接的な一言に塔子は息をつめた。いつの間にか藤棚の下に入っていた二の宮の白い顔には、花房の影が複雑な陰いん影えいとなって刻みこまれている。彼はなにか気を紛まぎらわせるように、下部のほうで揺れる蕾を指にからめた。

　どくり、と心臓がひとつ音をたてる。

「あの、二の………」

　言いかけて塔子は口をつぐみ、とっさに代わりの言葉をつむいだ。




　春過ぎて　藤の花房　垂しだるれば　曇りも晴れなむ　貴あてなる胡こ蝶ちよう




　二の宮ははっとしたように、花房を弄もてあそんでいた手を止めた。

　彼に和歌の意図が伝わったのかどうかは分からない。どのみち伝わったところでなんの説明にもなっていない。それどころか根こん拠きよのない慰なぐさめのように受け取られ、原因を作った側の言葉としてはかえって神経を逆さか撫なでするだけかもしれない。

　だがごちゃごちゃ中途半端な言い訳をするよりは誠実だと思ったのだ。

　すべてを告白することができないのだから、信じてほしいなどと虫のよい言葉など言えるはずもなかった。そんな言葉は長年付きあいを積み重ね、信頼を育はぐくんできた相手に対してだけ言えるものだ。

　二の宮は光が眩まぶしいかのように、目をすがめて塔子を見つめていた。塔子も無言のまま二の宮の視線を受けとめる。そうやってしばし見つめあったあと、二の宮はふっと口許を緩めた。

「なるほど。だから早く夏になってほしいのですね」

　塔子はうなずいた。明槻が詠んだ歌を、最後の句だけ二の宮に対するものに替えただけだから意味は同じことだ。

　二の宮は眩しさに耐えかねたように、視線をすっと足あし許もとの白砂に落とした。彼はしばらくの間、そうやって間をおいてからふたたび顔をあげた。

「楽師の具合が、ずいぶんと回復しているようです」

　唐とう突とつな話題転てん換かんに、とっさに反応できずに塔子はきょとんとなる。かまわず二の宮は話をつづける。

「あの宋そう人じんの薬くす師しは、かなり優秀ですね」

「言葉、分かりましたか？」

「…………宋の言葉よりは分かりますよ」

　一瞬返答に窮きゆうしながらも、二の宮は答えた。なぜとつぜん蒼そう飛ひと楽師の話題を出したのか、二の宮の意図がつかめない塔子は探るように彼の顔を見つめる。

　緊きん迫ぱくというより、ぎこちない空気が肌を通して伝わったあと、ざりっとふたたび白砂を踏む音が響いた。

　塔子ははっとわれに返る。二の宮は動いていない。藤棚の簀子と位置は離れているが、二人きりでいるところを誰かに見られては言い訳がしにくい。そのうえ先刻自分の詠よんだ歌がもし聞かれでもしていたら、二の宮の一方的な横恋慕とするには意味深すぎる。いまの時期がすぎれば東宮から二の宮のもとへ行きたい、という意味にも取られかねない。

（まずい……！）

　冷や汗が出そうになる。とっさに高こう欄らんの陰に身を隠そうとした塔子は、しかし次の瞬間には袿うちぎをひるがえして立ちあがっていた。

　なにごとかと目をむけた二の宮は、思わず上半身をのけぞらせた。

　簀子に仁に王おう立だちした塔子が、鬼おにのような形ぎよう相そうで彼のほうを見ていたからだ。

「な、尚侍!?」

「なにしに来たのよ！　こんなところまで」

　とつぜん叫びだした塔子に、二の宮はぎょっとしてあたりを見回す。彼は振り返った先の藤棚の端に立つ公く卿ぎようの姿を見つけた。

「左さ近こん衛えの大だい将しよう？」
















　二の宮のつぶやきどおり、そこには黒の衣い冠かん姿の左近衛大将が立っていた。

　あぜんとする二の宮と目をあわせると、左近衛大将は愛想よく頭をさげた。

「ごきげんよう、胡蝶の宮様」

「まだ朝ちよう議ぎは終わっていないはずでしょ、主上おかみに言いつけるわよ！」

「な、尚侍………」

　うろたえる二の宮など目もくれず、塔子は簀子からがなりたてる。言いつけるなどと叱しかり方が子供に対するそれのようであることなど、どうでもよかった。

　いっぽうの左近衛大将はいきいきとした表情で、喜びを表すように両腕を広げる。

「これはこれは斎さい王おう尚侍ないしのかみ、ごきげんよう。相変わらず野の猿ざるのようにお元気でなによりです。どうぞご心配なく。宿との直い明けで、朝議の出席を免めん除じよしていただいていますので」

「だったら家に帰ってさっさと休みなさいよ。もう若くないんだから！」

　どさくさまぎれの左近衛大将の非ひ礼れいな言葉に、塔子は堂どう々どうと暴ぼう言げんで返した。

　さすがに左近衛大将の表情はむっとしたものになったが、おたがいにこれぐらいでひるむような関係ではすでにない。

　ばちばちとにらみあう二人の間で、二の宮はほぼ凍こおりついていた。彼の生まれや素そ行こうから考えると、女によ人にんがこんなふうに叫ぶところを見たのははじめてにちがいない。加えて女人に面とむかって〝野猿〟と言う男もはじめて見たのだろう。

　やがて左近衛大将は、ふうっとため息をついた。

「藤の花の開き具合を、確かめに来たのですよ」

　一瞬なんのことかと思ったあと、すぐに『藤とう花かの宴えん』のことを思い出す。

　左近衛大将は嫌いや味みな笑みを浮かべて言った。

「琴の練習は順調にお進みですか？　私の願いを聞き届けてくださった尚侍が、満開の藤のもとで美しい音色を奏かなでてくださる日を、あの日から指折り数えて待っているのですよ」

「気持ちの悪いことを言わないでよ！　別にあなたのために弾ひくわけじゃ───」

「そ、そうですねっ！　尚侍はたいそう上達なさいましたので、私も楽しみですよ」

　いきりたつ塔子を遮るように二の宮が叫んだ。これ以上放置すれば、塔子が高欄から飛び降りて、あわや取っ組みあいの喧けん嘩かになるとでも思ったのかもしれない。

「そうですか。胡蝶の宮様のお墨付き、ともあれば、それはますます楽しみなことです。いやはや藤の花が開くことがことさら待ち遠しい」

　上じよう機き嫌げんで語る左近衛大将を、塔子は親の仇かたきでも見るような目でにらみつけた。

　もちろんそんな反応にも左近衛大将は意に介かいしたようすもなく、それどころか楽しげに話しつづける有様だ。

「ところで胡蝶の宮様。わが家の庭も藤はまだですが、山やま吹ぶきと躑躅つつじがよいあんばいに咲いておりますので、よろしければおいでになりませんか？」

「え？」

「晩ばん春しゆんの花を愛めでながら、管かん弦げん遊びでもしようかと考えております。宮様に近い世代の公きん達だちを中心に呼ぶつもりですから、お気軽にお越しください。そうそう、甥おいの右う中ちゆう将じようが東宮様に当代一の笛ふえの名手と言われ、若じやつ干かん有う頂ちよう天てんになっておりますので、ここは胡蝶の宮様が本当の名手の音色を聞かせてやってくださいませんか」

　あきらかに強調された東宮の呼こ称しように、塔子は表情を硬くする。二の宮が明槻に反発しているとされている現状で、そんな言い回しを使った意図は明確すぎる。

　二の宮は不意を突かれたように、しばし無言でいた。

　塔子は息をつめ、二の宮の返答を待った。

「──それは楽しみな。名手が誰かはともかく、ぜひ競いあってみたいものです」

　穏やかな口調の返事に、左近衛大将はらしくもなく表情をほころばせる。

「おお。では、おいでいただけますか？」

「ええ、喜んで」

「これはありがたい。いまが盛さかりと春の花の咲く我が家の庭に、このうえなく美しい蝶が舞い降りてくださるとは」

　気味が悪いほどの華やかな称しよう賛さんに、二の宮は言葉もなく苦笑した。簀子に立ち尽くした塔子は、袖の内側で手をぎゅっと握りしめ、藤棚の下で刻こく限げんや楽器について打ちあわせる二人をじっと眺めているだけだ。

　やがて二の宮は、塔子と左近衛大将のどちらに対するとも分からぬ目もく礼れいだけをして立ち去っていった。

「時に尚侍、稽古は順調にお進みですか？」

　呼びかけに塔子は、ありありとした不審の眼差しをむける。左近衛大将はくすっと小さな笑いをこぼした。

「実は私も先日、七絃琴を手に入れたのですよ」

「え？」

「なんでも宋の公こう主しゆ由ゆ来らいの品ということで、実に見事なものなのです」

　塔子は目を見開き、まじまじと左近衛大将を見つめる。




　───この男だったのか！




　高いところから物が落ちるように、すとんと納得がいった。

　経緯も目的も分からない。だがこの男ならば合が点てんがゆく。この男はそういう人間だった。目的のためなら人に危害を加えることも、時には殺あやめることも辞じさない人間だ。

　塔子の鋭するどい眼差しを正面から受けとめ、それでもなお左近衛大将は薄笑いを浮かべつづけている。ぎりぎりとしながらも、塔子は声を絞り出す。

「……私に琴を弾くように言ったのも、最初からそのためだったの？」

「おっしゃる意味がよく分かりませんが、あの件にかんしては、私は純粋に尚侍の琴の音を聞かせていただきたいと思って申しあげたのですよ」

「あなたの口から〝純粋〟なんて言葉が出てくるとは思わなかったわ」

　吐き捨てるように言い返しながらも、塔子は素早く事こと柄がらを整理する。

　確かに琴の演奏を勧すすめたことにかんしては偶然なのかもしれない。明槻があの琴を取り戻すために躍やつ起きになっている理由は、あれが宋室縁ゆかりの品だからであって、藤花の宴で塔子が弾く琴だからではない。ならばあのときの左近衛大将の発言も、いつもどおりの嫌がらせにすぎなかったのかもしれない。となるとあの段階では、左近衛大将も琴の出しゆつ自じを知らなかった可能性が高い。

　明槻が琴の出自を蒼そう飛ひから知らされたのは、それから数日後だった。

　では左近衛大将は、いつ、誰によってあの琴の出自を知ったのだろう。明槻より後なのか先なのか、あるいは同時期なのか……。いずれにしろなんらかの事情で宋室縁の品であることを知った左近衛大将は、楽師を害がいしてまで琴を奪うという暴ぼう挙きよに出たのだ。

「───目的はなに？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうな塔子の問いに、左近衛大将は臆おくするどころか目を細めている。

　塔子は息を殺して、彼の返答を待つ。

「実は私は、尚侍とも東宮様とも敵対するつもりはないのですよ」

「は？　なにを白しら々じらし───」

「だってそうでしょう。私にそんなつもりがあるのなら、あのような歌を黙って聞き逃のがしたりしませんよ。数多の男女を破局に至らせたという胡蝶の宮ですからね。宮様の好みとしてはどうかと思いますが、宮中の大だい醜しゆう聞ぶんになることは間違いないでしょう」

「……………」

　先ほど自分が二の宮にむけて詠んだ和歌を思い出した。確かに左近衛大将はあの和歌についてなにも脅おどしをかけてきていない。第三者に聞かれたら言い訳ができない内容だというのに。

「ですから事と次第によっては、私の七絃琴をそちらに献けん上じようすることもやぶさかではないのですがね」

　塔子は水をかけられたように冷静になった。もちろん怒りはまだ残っていたが、琴を戻すつもりがあると匂わせた左近衛大将の発言に、彼が今ここでわざわざ琴の件を自ら告白した意味を考えたのだ。

「次第によっては？」

「まあ、それはまた後日に」

　さらりとかわされた塔子はさらに追及しかけたが、ぐっと言葉を吞みこむ。

　鍵かぎは相手が握っている。やみくもに突き止めようとしても、白しらを切られればそれまでだ。そしてそのような行為は、この男がなによりも得意とすることではないか。

　不審と戸惑いを交えて自分を見つめる塔子に、左近衛大将は友ゆう好こう的てきとも受け取れる声音で告げた。

「ひとまず、藤花の宴を楽しみにしていますよ」
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　塔とう子こが梨なし壺つぼを訪れてからすぐに、朝ちよう議ぎを終えた明あか槻つきが戻ってきた。

　麗れい景けい殿でんでおとなしく女によう官かんの報告を待っていることができずに、自分から梨壺を訪れて待たせてもらっていたのだ。

　藤ふじ壺つぼで起きた一連のできごとを話すと、明槻はみるみるうちに表情を強こわ張ばらせる。

　やがて彼は絞り出すように言った。

「なるほど……あの男ならそれぐらいやるでしょう」

　塔子は奥歯を嚙かみしめながらうなずく。口くち封ふうじに人を殺あやめようとする人間だ。琴きんを奪うために楽がく師しに重じゆう傷しようを負おわせるぐらい、なんの躊躇ためらいもないだろう。

　明槻もいますぐにでも問いつめたいところだろうが、左さ近こん衛えの大だい将しようは琴を手に入れたとは言ったが、それが例の七しち絃げん琴きんだとは明言していない。身分と地位を考えれば、いかに東とう宮ぐうといえ強引な尋じん問もんも邸やしきを捜そう索さくすることもできないだろう。

「検け非び違い使しが動かなかった理由も、あんがいあの男が手を回していたのかもしれませんね」

　抑よく揚ようのない声で明槻は言ったが、その表情はかなり険しかった。

　楽師の家は検非違使別べつ当とう宅たくと同じ通りにあり、比較的治ち安あんのよい場所だ。にもかかわらず事件が起きてしまったことを明槻は訝いぶかしんでいた。本当に明槻の推すい測そくどおりだとしたら、治安を守るべき検非違使のていたらくの可能性に塔子は怒りを禁きんじえない。

　明槻は口許に手をあて、思案するように間をおいた。

「それにしても、解げせませんね」

「はい？」

　声をあげた塔子に、明槻は口許からすっと手を離した。

「左近衛大将が七絃琴を奪った目的が不明なのです。私の弱みを握るためという可能性もありますが、事が外交問題にまで至いたれば公く卿ぎようとして彼も傍ぼう観かん者しやではいられないはずです。もう少し地位の低い人間ならともかく、よくも悪くもあの男は自分の身分と役割を重じゆう々じゆう承知していますからね」

　確かに国の安あん泰たいを揺るがしてまで、自分だけの地位を固めても意味はない。砂さ上じようの楼ろう閣かくとなってしまうだけだし、悔くやしいが左近衛大将ならそれぐらいは分かっているだろう。

「本心とは思えないけど、私やあなたと敵対するつもりはないと言っていたし、琴を献けん上じようしても良いって言いはしたから、最終的には返すつもりではいるはずよ。いまはおそらく、その時じ宜ぎを計っているのだと思うわ」

　明槻は分かっていると言うようにうなずく。

「なにか条件を出してくることは間違いないでしょうが、いつ、なにを求めてくるのかが不明ですね」

「空くう席せきになっている大だい臣じんの地位とか？」

「そんなもの、彼の家柄なら二年か三年もすれば自然と転がってきますよ」

　身もふたもない発言を、やや投げやりに明槻は言った。

　確かにそう考えれば、官かん職しよくを得るために左近衛大将がここまでのことをするとは考えにくい。なにより地位を脅きよう迫はくで得るような真似は、自信家の左近衛大将の行動としてはそぐわないようにも思う。

（目的がなんであれ、自分のためであることにはちがいないだろうけどね）

　心の底から忌いま々いましく思う。そもそも楽師を害した黒くろ幕まくのくせに、のうのうと二にの宮みやを宴うたげに誘うとはどういう神経なのか。考えれば考えるほど腹が立つ。

　思い余った塔子は、これまで胸に押しこめていた願望を口にする。

「───楽師を害した犯人が左近衛大将だって、二の宮様に話せない？」

「二の宮が信じるはずがないでしょう」

　明槻の断だん言げんに塔子は息を吞のみ、次に抗こう議ぎするように見つめる。

　その視線を正面から受けとめたあと、明槻は小さく息をついた。

「もともと不ふ審しんを抱いだかれているのに、なんの事情も話さず、まして証しよう拠こも示さないまま突然左近衛大将が犯人だと言ったところで信じてもらえるわけがありません。そもそもそんな簡単に信用してもらえる関係であれば、最初から不信感など抱かれるはずがないのです」

「………」

「信頼とは一度や二度の会話で成立するものではなく、小さな誠実の積み重ねによってのみ築かれてゆくものなのですから」

　正論すぎて反論の言葉も出なかった。しかし理り屈くつでは分かっていても、感情では納得できずに塔子の表情は自然と悔くやしげなものになる。

　直なお霧ぎりが言ったように、明槻は他人から悪く思われることを気にしない人なのだ。あるいは無視できる人と言うべきかもしれない。もちろん不快には感じているだろうし、心の痛みも罪ざい悪あく感かんも覚えている。だけどそれを抱えたまま、進むべき道を行ける強さがある。人に嫌われる勇気があるのだ。

　塔子は一度息を吐き、心の中で自分に言い聞かせるようにあの歌を繰り返した。

　───春過ぎて　藤の花はな房ぶさ　垂しだるれば　曇りも晴れなむ　愛かなしき乙女おとめ

　こんな悪い時はつづかない。いつか必ず、心の曇りが取れる日が来る。そのときこそ誠意をこめて、相手に納得してもらうために言葉を尽つくせばいい。

　自らに言い聞かせる塔子を明槻は黙って見つめていたが、やがて小さな痛みを覚えたように顔を曇らせる。しかし自分の感情の整理で精いっぱいの塔子は、そんな彼の表情の変化に気づかなかった。

　そのまま短い時間が流れ、やがて見計らったように明槻は口を開いた。

「左近衛大将の目的はなんでしょう？」

　先ほどと同じ質問に、塔子はきょとんとする。

　目の前で明槻はゆっくりと首を横に振った。

「七絃琴を盗んだことではなく、二の宮に近づいた目的です」

　指摘されてはじめて、塔子は気づく。二の宮は優う婆ば塞そくで、政治的な地位はない。左近衛大将が近づいて得になる相手だとも思えない。かといってあの打だ算さん的てきな男が、友情で二の宮を招待するなど考えられなかった。

「あの場の状況から……私に対する嫌がらせとか？」

　自分でもいまひとつ納得できないまま答えると、あんのじょう明槻も釈しやく然ぜんとしない表情で首を傾げる。

　そのとき奥で妻つま戸どの開く音がして、ひたひたとした足音が聞こえてきた。人払いはしているから女によう官かんがなにか伝えにきたのかと思って待っていると、廂ひさしに姿を見せたのは直垂ひたたれ姿の直霧だった。そういえば二、三日暇ひまをもらうと言っていたが、用向きは片づいたのだろうか？

　直霧は塔子に黙もく礼れいすると、明槻の傍そばで膝をついた。

「ただいま戻りました」

「どうだった？」

　明槻の問いに、直霧は眉根をよせて答えた。

「大納言邸に、范はん蒼そう飛ひが出入りしているところを目もく撃げきしました」
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　塔とう子こはしばしぼう然とした。一連の事件の黒くろ幕まくが左さ近こん衛えの大だい将しようだと分かったあとに、彼の兄である大だい納な言ごん邸ていに蒼そう飛ひが出入りしていたと聞かされたのだ。

（どういうこと？）

　思考を取り戻したあとも二つの事案がつながらず、懸けん命めいに考えを整理しようとする。

　苑その子この件で一時期こじれていた摂せつ関かん家けの兄弟きようだい仲は、左近衛大将が熊くま野のの家けい司し受ず領りようの件をうまく収めたことで改かい善ぜんしたと聞いている。

　もちろん左近衛大将が三さんの宮みやのように、弟として兄のことを心配しているとは考えてもいない。凡ぼん庸ようで肝きもの据すわらぬ兄を、左近衛大将は内心で蔑さげすんでいる。父親のあとの氏うじの長ちよう者じやは自分のほうがふさわしいと考えていることは、発言の節ふし々ぶしから伝わってくる。

　とはいえ表面上は地位も年齢も上の兄を立ててはいるから、現状で二人が仲たがいをしているとは考えにくい。そうなると否いや応おうなく蒼そう飛ひを含めた三者のつながりを疑ってしまう。

「でも蒼飛さんは、この間まで博はか多たにいたのでしょう？」

　だから摂関家とのつながりがあったとしても、それは京に来てからのものとなるはずだ。もともと七しち絃げん琴きんは博多の蒼飛の家から盗ぬすまれたのだから、この件で三者がかかわっていると考えるのは無理ではないのか。

「ええ。そして彼らの父である先の関かん白ぱくは、先日まで大だ宰ざいの権ごんの帥そちでした」

　蒼飛を庇かばう気持ちから口にした塔子の理屈の穴を、明あか槻つきはしっかりと指摘した。

　塔子はぐうの音ねもなく押し黙った。関白との兼官だったこともあり、あくまでも遙よう任にんではあったが、それでも地元の役人や豪ごう族ぞくは便べん宜ぎを図はかってもらうためにいろいろな品を寄付したと聞いている。それを考えれば、確かに博多の人間と摂関家の接点はある。なにより蒼飛は明槻から、琴が楽師の元に在ることを聞かされていた。

「じゃあ、やっぱり………」

　消しよう沈ちんした塔子のつぶやきに、直霧ははっきりとうなずいた。

「近ごろ定時になると彼がどこかへ出かけていくと家け人にんから聞いていましたので、この二日間で確認してみたのです。間違いなく四し条じようの大納言邸に入っていきました」

　気になることがあるから戻ってみると言っていたのは、そういう理由だったのか。

　そういえば同じ日に明槻も、大だ宰ざい府ふに駅はゆま使づかいをむけて蒼飛の身元を調べさせているように言っていたから、わりと早くから彼に疑ぎ念ねんを抱いだいていたのかもしれない。

「そのことについて、范はん蒼飛になにか尋ねたのか？」

「もちろんです。ですがあとをつけていたとはさすがに言えませんので、どこに行っていたのかと尋ねたのですが、頼まれて病人を診みにいったと答えました」

　明槻の問いに答えると、直霧はさらに話をつづける。

「本人はあとをつけられていたことに、まったく気づいていないふうでした。二日間、家でのようすを見ていましたが、悪びれたようすもなにか隠そうという感じでもなかったので、あるいは疑われていることにまったく気づいていないのかもしれません。ですからいまの段階で警けい戒かいされるとかえってまずいので、ひとまずあまり追及せずに家人に目を離さないようにとだけ命めいじてきました」

　ようするにしばらく泳がせるという意味である。直霧の相変わらずの隙すきのなさに、塔子はつくづく感心していた。

　了解したというように明槻があいづちを打ったとき、ふたたび妻つま戸どの開く音がして、今度は衣きぬ擦ずれの音とともに唐から衣ぎぬ裳も姿の万ま結ゆが現れた。

　清せい涼りよう殿でんで出しゆつ仕ししているはずの彼女の参さん上じように、座っていた三人はそれぞれに注ちゆう視しする。

「なにかあったのか？」

　明槻の問いに、万結はこくりとうなずく。

「先ほど大納言様が参さん内だいされ、主上おかみにご挨あい拶さつなさいました。つきましては長く休んでいたことを東とう宮ぐう様にもお詫わびを申しあげたいと仰おおせでございます」

　寸前の話題が話題だっただけに、三人はいちように言葉を失うしなった。

　そんな中で一人、落ち着いた調子で万結は言う。

「ただいま清涼殿で東宮様の返事をお待ちしておられますが、いかがいたしましょう。こちらにお呼びしますか？」

「いや、私が行こう」

　明槻は立ちあがった。とうぜんのように直霧も立ちあがる。

　彼らが出ていって少ししてから、塔子と万結はたがいに目配せしあい簀すの子こに出た。四人一緒になると目立ちすぎるので、時間差をおいたほうがよいと考えたのだ。縋すが子こと会っているというのなら大納言は東の孫まご廂びさしにいるだろうから、西廂の台だい盤ばん所どころから回りこめば、こちらの姿を見せずにようすをうかがえるだろう。

　赤に朽くち葉ば色いろをあわせた百ゆ合り重がさねの袿うちぎを引きながら、塔子は渡わた殿どのを進んだ。

　主上の御座所おましどころである清涼殿での袿姿は好ましくないが、かといっていまさら唐衣裳に着替える時間などないのだからしかたがない。一応人目を気にしながら簀子から台盤所にあがって襖ふすまの前で待つ。すぐに先に母おも屋やに入った万結が戻ってきて、袿姿にかんして縋子の許可を得たことを教えてくれた。

　それでも身を竦すくめながら母屋に入ると、東廂の御座所には縋子が、そしてその斜ななめむかいの孫廂よりのいつもの位置に明槻が座っていた。万結の話によれば近ごろあの場所は、摂せつ政しようの宮みやの御座所と言われているらしい。

　目立たないよう几き帳ちようの陰からうかがうと、御み簾すを隔へだてた孫廂に黒の束そく帯たいをつけた大納言が座っていたが、さすがに彼の表情まではよく見えない。

「そうか。快かい癒ゆしたというのならなによりだ。だが無理はせぬよう、ゆっくりと身体からだを慣らしてゆくがよい」

　明槻の言葉に大納言は一度頭を下げた。

「東宮様よりそのようにお優しいお言葉をいただけるとは……この大納言、感激の極きわみでございます」

　明槻の言葉そのものは、臣下にかけるものとして通り一いつ遍ぺんのものだ。しかし熊くま野のの件でおびえていた大納言からすれば身に染みる言葉なのかもしれない。

（でも……？）

　塔子は御簾向こうの大納言の姿に目を凝こらした。距離があるうえに束帯姿なのでよく分からないが、以前より少し瘦やせたように見える。病やみあがりであればそれも不思議ではないが、そのわりには声に張りがあるように聞こえたのだ。

「それでは一度、直じき廬ろのほうに下がらせていただきます」

　大納言の言葉に塔子はそっと立ちあがり、なにか問おうとする万結を無視して西廂に出た。そのまま北の簀子まで回ると、ちょうど弘こ徽き殿でんへとつづく渡殿にあがった大納言の姿が見えた。弘徽殿の先には直廬として使っている登とう花か殿でんがある。

　しかし大納言は、数歩進んだところで足を止めた。何事かと目をむけた塔子はぎくりとする。むかって右手の麗れい景けい殿でんの方向から、深こき紫むらさきの束帯をつけた三さんの宮みやが歩いてきていたのだ。奥にある桐きり壺つぼに二にの宮みやがいるから、そこに行った帰りなのかもしれない。

　その場に立ち止まっていた大納言に、三の宮も気づいて一度足を止めた。彼はすでに渡殿の端はしまで来ていたので、二人の距離は一いつ間けんもなくなっていた。

　塔子は緊きん張ちようして、渡殿でむきあう二人を見つめた。

　苑子を挟んで二人は舅しゆうと、婿むこという間柄だが、その関係はけして良好ではない。三の宮が横よこ恋れん慕ぼをしたため、大納言は娘を明槻に入じゆ内だいさせることができなかったのだ。

　いっぽう三の宮のほうも、大納言によい感情は持っていない。非ひは三の宮側にあるとはいえ、婿として蔑ないがしろにされつづけたのだからしかたがない。

　あんのじょう三の宮は強こわ張ばった表情で大納言を見つめている。

「これは、中なか務つかさ卿きようの宮みや様。ご無ぶ沙さ汰たしておりましたな」

　驚くほど明るい声こわ音ねの挨あい拶さつに、塔子は耳を疑う。言われた三の宮も毒どつ気けを抜かれたような表情でその場に立ち尽くす。

「え……」

「長らく参内せずに、宮様にもご迷惑をおかけしました。しかし御ご所しよはつつがないようでなによりです」

「は、はあ………」

「時に娘は元気にしておりますか？　子離れができない親だとお笑いになられるかもしれませんが、娘が宅にいないことは父親としてはやはり寂さびしいかぎりのことで」

「……あ、近ごろはつわりもないようで、赤あか子ごの産うぶ衣ぎを手ずから縫ぬうほど体調もよいようです」

　ぎこちない三の宮の返答に、大納言はぱっと顔を輝かせた。

「そうですか、それはよかった。あの娘が動けるようであれば、お二人でわが家に遊びにおいでくだされ」

　どこまでも愛あい想そのよい大納言に、硬かたかった三の宮の表情もいつしか和やわらぐ。

「ぜひ伺うかがわせてください。妻もお父様に会いたいと常々申しております」

「それは楽しみな。心より、お待ちしておりますぞ」

　いつの間にか近づいた二人は手を取りあっている。そしてそのまま横並びで直廬のほうに歩いていってしまった。

　あぜんとして立ち尽くしていた塔子は、ふと思いつく。

（まさか……）

　だが、かたりという背後の物音で思考を中断される。振り返ると、いつの間に出てきたのか明槻が立っていた。

「なんなんでしょうかね………」

　やけに白しらけた口調で明槻は言ったが、塔子としても似た心しん境きようだった。

　三の宮の気持ちを考えれば舅との和解は喜ばしいことだが、あまりの手のひらの返しようにさすがに鼻はな白じろんでしまう。

「なにか、あったのよね」

　塔子の言葉に明槻はうなずき、あらためて口を開く。

「少なくとも、明日が来ることを楽しみに待つ人間には見えますね」

　塔子は複雑な気持ちで、大納言と三の宮が消えた方向を見つめた。

　別に大納言の気き鬱うつや病気を望んでいるわけではない。もちろん熊くま野のでの一件は許しがたいことだが、それとこれとは話は別だ。気鬱や病が癒いえて、元のとおりに生活ができるようになるのであれば、相手が誰であれ喜ばしいことだ。

　ただ時じ宜ぎを考えると、どうしても左近衛大将や蒼飛とのかかわりを疑ってしまう。

「本当に、あの琴きんは宗そう室しつの品なのでしょうか？」

　明槻の言葉に塔子は瞠どう目もくする。

　確かに左近衛大将と蒼飛がぐるだとしたら、琴の由ゆ来らいそのものが疑わしくなってくる。

　明槻を脅きよう迫はくする材料として、彼らが手のこんだ演出を仕組んだことも考えられる。

「じゃあ、もしかしたらあの琴……」

　琴が宗室と関係のない品であれば、いかに逸いつ品ぴんでも無理に取り返す必要はない。無意識のうちに顔に安あん堵どの色を浮かべた塔子に、明槻はゆっくりと首を横に振った。

「大だ宰ざい府ふからの連絡を待ちましょう」

「………」

「易やすきに流れることは簡単です。ですが范はん蒼飛の言い分が真実であれば、無視するわけにはいかないのですから」

　自みずからに言い聞かせるように、明槻は言った。

「仮に范蒼飛と摂関家側がつながっていても、彼の出しゆつ自じが本当であれば、あの琴が本物である可能性もあるのですから」

　あくまでも慎しん重ちような明槻の判断に、塔子は一度瞠目してうなずくと、気を引きしめるようにぴしゃりと頰ほおを叩いた。
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　翌日の朝、二にの宮みやから今日の琴きんの稽けい古こは休みにしたいという連絡があった。

「なんでも昨日は、左さ近こん衛えの大だい将しよう様のお邸やしきにお泊まりになられたそうでございます」

　言いながら女によう官かんが差し出した文ふみは、鮮あざやかな黄こ金がね色いろの花をつけた山やま吹ぶきの枝に結ばれたものだった。

「左近衛大将様のところ？」

「はい。昨日、大将様のお邸で催もよおされた管かん弦げんの席にご出席なさり、そのままお泊まりになられたそうです」

　藤ふじ棚だなの下で交かわされた二人のやりとりを思い出した塔とう子こは、顔をしかめながら文をほどいた。花に罪つみはないが、左近衛大将の庭の花かもしれないと考えると忌いま々いましい。

（実のない山吹なんてあいつらしくないわね。馬あ酔し木びや夾きよう竹ちく桃とうならすごく納得できるのに）

　花の美しさが称たたえられる馬酔木や夾竹桃は、実は牛や馬を殺すほどの猛もう毒どくを持つ。

　文の送り主ぬしは二の宮なのに、いつの間にか左近衛大将に毒づきながら塔子は鳥とりノの子こ色いろの薄うす様ようを広げた。流りゆう麗れいな草そう書しよが記された文の内容は女官が言ったとおりのもので、それ以上のことはなにも記されていなかった。内心ほっとした。前のように思わせぶりな内容だったらどうしようかと思ったのだ。

「お泊まりになられるなんて、よほど楽しかったのでしょうね」

　皮ひ肉にく交まじりの塔子の言葉に、文を持ってきた女官が大きくうなずく。

「先ほど殿との方がた達が話しているところを聞いたのですが、二の宮様と右う中ちゆう将じよう様が笛の吹き比べをなされたそうで、お二ふた方かたともたいそうな名手であったということです」

　本当に競ったのかとなかばあきれつつ、ある種の焦しよう燥そう感かんは否いなめなかった。

「それでどちらに軍ぐん配ばいがあがったの？」

「物合わせではございませんので、優ゆう劣れつは特に………」

　ぞんざいに訊きいた塔子に、女官は笑いながら答えた。

「そういえば三さんの宮みや様が、珍しくお兄様ではなく右中将の音をお褒ほめになったとか……」

「え？」

「ですから右中将はたいそう感激なさっていたと聞いております」

「……三の宮様も参加なされたの？」

「ええ、二の宮様がお誘いになったと聞いております」

　世間話のように女官は言うが、塔子はどこから考えてよいのか分からなくなった。

　右中将は大だい納な言ごんの総そう領りよう息子むすこである。その宴で三の宮は、実の兄より義ぎ理りの兄である右中将の顔を立てたのだという。

　もちろんそれ自体はまったく普通のことだ。ある程度常識を知っている者であれば、人前では血のつながりのある兄より義理の兄のほうを立てるに決まっている。先日の大納言とのやりとりと、これまで三の宮が歓迎された婿むこではなかったことを併あわせて考えれば、これは大納言と三の宮がはっきりと和解したと受け取るべきなのだろう。

　人情的に考えれば望ましいことだが、ここにきて彼らがとつぜんそんな関係に及んだことを、当てつけがましいように感じてしまうことは否いなめなかった。

（でもこれって、どっちかというと女社会の考え方よね）

　誰と誰が仲良くしようが、そんなものは個人の自由なのに。

　軽い自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいっていた塔子だったが、そこでふと閃ひらめく。

　ひょっとして左近衛大将が優う婆ば塞そくである二の宮に近づいた理由は、三の宮を抱きこみたいからではないだろうか？

　苑その子この件が解決して以降、三の宮は皇こう家かの一員として明あか槻つきに協力してくれている。まだ若じやく輩はいではあるが、身分と能力から考えても将来有望な親しん王のうだ。摂せつ関かん家けの血を引かぬ明槻が即そく位いしたとき、左近衛大将にとって厄やつ介かいな政せい敵てきになっている可能性が高い。ならばその前に自分のほうに抱きこもうと考えているのではないか。目的のために人を害することを躊ちゆう躇ちよしない男だ。それぐらいの策さく略りやくは練ねるだろう。

（だけど、そのためだけに琴を？）

　自分で思いついた考えに、塔子は首を傾かしげる。

　確かに琴を盗まれたことで、明槻と二の宮の関係は悪化した。結果的に三の宮ともぎこちなくなっている。しかし二の宮が立りつ腹ぷくしたそもそもの理由は、琴が原因ではなく楽師の負ふ傷しようにある。そこまで考えて楽師を襲おそわせた可能性もないわけではないが、仲なか違たがいさせることが目的ならば、もっと手のかからない手段が他にいくらでもありそうに思う。それこそ横恋慕の噂をもっと生なま々なましく煽あおったほうが手っ取り早い。なにより左近衛大将が、琴を自分が持っていることを匂わせる必要がない。

「───それでは今日のお稽けい古こはお休みですね」

　女官の言葉に塔子は物思いから立ち返った。

　二の宮が来ないのなら、女官達もいつもほど調ちよう度どに気き遣づかう必要はないのだろう。

「そうね。でもおさらいはしておかなきゃね」

「それならば、琴をお持ちしましょうか？」

　塔子がうなずくと、女官は立ちあがった。
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　卯う月づきの一つい日たちになると、御ご所しよでは夏の更衣ころもがえが行われ、掃か部もん寮りようにより衣装や調度品も夏のものに改められる。そのころには藤ふじの花はほぼ満開となり、その翌々日にとうとう宴うたげが開催されることになった。

　当日は快晴で、薫くん風ぷうの吹く爽さわやかな日ひ和よりだった。

　刻こくが近づくにつれ、人々は藤壺に集まりはじめた。主あるじがいないために常は閉めきられていた藤壺だったが、今日の日のために、前日からすべての格こう子しをあげて風を通していたのだそうだ。

　公く卿ぎようをはじめとした官かん吏り達は夏の束そく帯たいを着け、女によう官かん達もそれぞれに夏の彩いろどりの唐から衣ぎぬ裳もで装よそおっている。出しゆつ仕しを免めん除じよされていた塔とう子こも、本日ばかりは久々の唐衣裳姿で庭に面した南みなみ廂びさしに控えることになった。

　更衣を終えたあとの日の装よそおいは『花はな橘たちばな』である。淡あわい朽くち葉ば色いろに白と青（緑）の濃のう淡たんの衣きぬを重ねた上に、唐衣は白地に黄の文もん様ようを織り出したものをあわせる。

「今年は花の開きが遅くて、どうなるかと危き惧ぐしておりましたが、まあなんとも見事な藤ですこと」

「開いてみれば、いつもと変わらぬ時じ季きでございましたね」

　女官達のおしゃべりを聞きながら、塔子は御み簾すを隔へだてた簀すの子こに目をむける。すぐ先では冠かんむり直衣のうし姿の明あか槻つきが、叔お父じである兵ひよう部ぶ卿きようの宮みやとなにやら話をしていた。皆が束そく帯たいを着ている中での、二ふた藍あいに染めた穀こめ織おりの生き地じで仕立てた夏の直衣という出いで立たちが、東宮という身分の高さを表している。女によ人にんの小こ袿うちぎにしろ、公おおやけの場で略りやく礼れい装そうは身分の高い者にだけ許された特とつ権けんである。

　公卿達は簀子から一段下がった砌みぎり（軒のき下したに石いし畳だたみを敷いた部分）に席を設しつらえ、それ以下の官かん吏り達は壺つぼ庭にわに席を持つ。それぞれの席には盃さかずきと膳ぜんが整えられていた。

　塔子のいる場所からは高さがあるためすべては見えないが、砌のむかって右手の位置で左さ近こん衛えの大だい将しようが参さん議ぎの一人と会話をしているようだった。

　あれ以来、彼がなにか言ってくる気配はなかった。しかしこちらも大だ宰ざい府ふからの返事を待つという明槻の意向があり、なにも動いてはいない。もし左近衛大将が明槻からなにか言ってくるのを待っていたとしたら、内心ではさぞやきもきしていることだろう。

　さらに目をむけると、左手では三さんの宮みやが大だい納な言ごんと談笑している。親しん王のうの席は簀子にあるのに、わざわざ砌まで下りていったようだ。

「あら、二にの宮みや様がおいでになられていないわね」

　女官の言葉に塔子は気づく。確かに簀子にも彼の姿は見えなかった。優う婆ば塞そくとはいえ現在は御所に住んでいるから、こんな風ふう雅がな席には間違いなく参加しそうなものだが。

「それなら先ほど左近衛大将様が、少し遅れるようにおっしゃっていたわ。なんでも昨晩また大将様のお邸にお泊まりになられて、少々きこし召めされたということで寝過ごされたそうよ」

「まあ、二の宮様らしくない」

「この間の管かん弦げんといい、近ごろあのお二ふた方かたは親しくなさっているようね」

　微笑ほほえましいことのように女官達は語るが、塔子は胸の内にちりちりと焦しよう燥そう感かんがこみあげるのを抑えることができなかった。

　そのとき西側の妻つま戸どが音をたてて開き、中に入ってきた万ま結ゆが縋すが子この出しゆつ御ぎよを告げた。

　女官も官吏も口をつぐみ、それまでざわついていた藤壺が静かになる。万結はそのまま塔子の横に着座し、他の者達と同様に静かに縋子の訪れを待つ。

　少しして略礼装の小袿を着た縋子が、三さん掌侍ないしのじようを伴って姿を見せた。小袿は二藍の裏に萌もえ黄ぎをあわせた杜若かきつばたの襲かさねである。

　帝の出御を受け、藤とう花かの宴えんが開始となった。

　藤の花はまさにいまが盛りであった。棚から下がった薄紫の花はな房ぶさは、長いもので人の腕ほどにまで達たつしており、白はく砂さを敷いた地面に涼しげな影を作り出している。そこに六位以下の官吏達の席があるのだが、殿でん舎しやの中の自分達よりそちらの方が上等な場所ではないかと塔子は思った。左さ衛え門もんの大だい尉じようである直なお霧ぎりもおそらくあの場にいるはずだが、ここからでは見ることはできない。

「今年はよりいっそう見事に咲いたものじゃ。この花の咲く季節は一年の中でひときわ穏やかなものゆえ、できるだけ長く咲いていてほしいものである」

　縋子の言葉は、帝みかどとしてさまざまな願いを含んでいた。心地よい時季が過ぎれば夏本番となる。日ひ照でり、水害、疫えき病びようとあらゆる厄やく災さいが起こりうる季節を、夏な越ごしの祓はらえや御ご霊りよう会え等の儀ぎ式しきをもって人々はやり過ごそうとする。

　塔子はこの縋子の言葉を明槻に伝え、明槻がそれを官吏達に伝える。

　帝が花を御ご覧ろうじたことを受け、皆も口々に花について語りはじめた。それからいくらもしないうちに、大納言から雉きじと鮎あゆが献けん上じようされた。縋子が皆にふるまうように言い、明槻の口からそれが公表されたあと、献けん物もつは御み厨ず子し所どころに運ばれていった。このあとで調理されて皆に配られるのである。

　酒と料理をつまみながら和歌の披ひ露ろう、管かん弦げんや舞へと宴は進められる予定であった。

「立りつ派ぱな雉でしたね。さぞ優秀な鷹たか飼がいを使っていらっしゃるのでしょう」

　三の宮の言葉に大納言は〝いやいや〟と苦笑交じりに謙けん遜そんする。どこから見ても円満な婿むこ・舅しゆうと関係に、これまでの経けい緯いを知る者達が、全員訝いぶかしげな目をむけている。

　そんな中、それまで黙っていた縋子がおもむろに口を開いた。

「大納言、そなたあんばいはすっかりよいようじゃのう」

　まるで探るような口調は、あるいは三の宮に対するけん制かもしれなかった。

　対して三の宮がどんな表情をしたのかは分からなかったが、問われた大納言は直じか問どいに少々緊張したふうに答える。

「恐れ入ります。実は近ごろよい薬くす師しにめぐりあえたもので、まるで生まれ変わったように体調がよいのでございます」

　塔子はぎょっとして隣の明槻を見る。明槻はうっすらと唇くちびるを開き、まじまじと階かい下かを見下ろしている。

　もちろん蒼そう飛ひが大納言邸に出入りしていたという情報は得ていたし、彼自身も診しん察さつに出ていたと直霧に告げている。その点では噓うそをついていなかったことになるが、結果として蒼飛が摂せつ関かん家け側とつながっていたという事実が裏付けされたことになる。

　おおよその経緯を聞かされている縋子は、もちろん蒼飛の存在も仕事も知っている。彼女はたちまち表情を険しくするが、砌に座る大納言には見えていない。だからこそ彼ははずんだ声で話をつづける。

「いかなる加か持じ祈き禱とうを試みましてもなかなか快かい癒ゆせず、弥生やよいのはじめのころにはこのまま儚はかなくなってしまうものかと一度は覚悟いたしました。しかしその薬師が煎せんじた薬をきちんと服用し、言うとおりに生活をあらためましたら、自分でも驚くほど体調がよくなっていったのです」

　嬉しげに語る大納言とは対照的に、ますます表情を険しくする縋子を御簾内の女官達は不安げに見つめる。

　いっぽう塔子は失しつ望ぼうと衝しよう撃げきで、気持ちを整理することができないでいた。

　やはり蒼飛と摂関家の人間はぐるだったのか？　あの玻は璃りの瞳ひとみの奥に見えた誠実な光は自分の見間違いだったのだろうか？

「そうか。臣下の生命を救ってくれた薬師であれば、妾わらわからも礼を言わねばなるまい」

　縋子の発言に、調子よく話していた大納言はぴたりと言葉を止める。

　なにしろ昨年の新にい嘗なめ祭さいのときは、人目もはばからずあわや取っ組みあい寸前の口こう論ろんをした関係だ。義ぎ理りでもそんな主しゆ君くんらしい言葉が出てくるとは思わなかっただろう。

「……は？」

「ぜひ話が聞きたい。ここに連れてまいれ」

　有う無むを言わさぬ物言いに、女官達がいっせいに耳を疑うような表情をした。おそらく御簾のむこうで官吏達も同じような顔をしているだろう。

　それはそうだ。帝に謁えつ見けんなど、殿てん上じよう人びとでもなければ滅めつ多たにできることではない。ようするに高貴な女性としても、帝としても非常識すぎる発言なのだ。

　らしすぎて感心するが、黙もく認にんしているわけにもいかない。

「ねえ、大丈夫？」

　御簾越しにささやくと、明槻は浮かない顔をしながらも一応うなずいた。

「ここに連れてきて、左近衛大将の眼がん前ぜんで追及するという手もありますから」

　隣席の兵部卿宮に聞こえぬほどの声に、塔子はなるほどと思う。

　確かに予期せぬ呼び出しに、さすがに左近衛大将も動どう揺ようするだろう。いくら入にゆう念ねんに打ちあわせしていたとしても、まさか帝に謁見させられるとは想定しているはずがない。左近衛大将はともかく、蒼飛ならそのあたりからほころびが生しようじるかもしれない。

　あんのじょう呆気に取られていた大納言だったが、ようやく気を取り直して尋ねる。

「あの、いま、ここにでございますか？」

「そうじゃ。そなたの家に滞たい在ざいしておるのであろう？」

　白しら々じらしく縋子は訊くが、もちろん蒼飛が直霧の家にいることを彼女は知っている。

「ああ、それでしたら兄より、それそこにいる左衛門大尉に命めいじられたらよろしいかと」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくの物言いに、塔子は息を吞のんだ。

　声の主ぬしは左近衛大将で、しかも彼が名指ししたのは役職名とはいえ間違いなく直霧のことだった。左近衛大将の白い指先は、真まっ直すぐに藤棚のほうにむけられている。

　おそらく直霧はなんらかの反応をしたのだろうが、塔子のいる位置からではやっぱり分からない。いっぽう御簾のむこうの明槻は露ろ骨こつに表情を険しくし、いっそう警けい戒かいするような眼まな差ざしを左近衛大将にむけた。

「大だ宰ざいの大だい弐にの紹介でやってきたので、いまは子し息そくである大尉の家で世話になっていると聞いておりますよ」

　からかうように楽しげに言うと、左近衛大将は自みずからの指に導かれるよう、それまで簀子にむけていた顔を藤棚に向けた。

「ちがうのかい？」

「仰おおせのとおりでございます」

　藤棚の下から聞き慣れた抑よく揚ようのない声がした。塔子は身を乗り出すようにして、御簾に顔を近づける。せつな、左近衛大将の表情がしてやったりと言わんばかりのものになる。

「それにしても、なぜその者は筑ちく前ぜんくんだりからわざわざ京にやってきたのかい？」

「───!!」

　頭の中に、ぱっと閃せん光こうのようにひらめきが浮かんだ。

　塔子は御簾の下から手を伸ばし、二藍の袖ごと明槻の腕をつかんだ。明槻はぎょっとしたように、御簾越しに塔子を見下ろす。

「分かったわ」

「え？」

　こちらをむいた明槻が怪訝そうな声をあげる。

　やや荒あらくなった息を整え、塔子は低い声を絞り出した。

「あいつの目的は、直霧さんよ」

　理由は不明だが、左近衛大将は七しち絃げん琴きんにまつわる経緯を知っている。そしてそれが公おおやけになれば、直霧の父親の大弐が責任を取らされることも。

　それこそがあの男の狙いなのだ。父親が不ふ祥しよう事じを起こしたのなら、直霧もそのままではいられない。たとえ明槻や縋子が穏おん便びんにすませようとしても、公になってしまえば厳げん罰ばつにする地位と術すべを摂関家の人間は持っている。

　東宮がもっとも信頼する人間。将来、自分の地位を脅おびやかしかねない有ゆう能のうな相手を、いまのうちに排はい除じよすることが、あの男の最大の目的だったのだ。

「では琴きんを盗んだ理由は、それを脅きよう迫はく材料にするため？」

　察さつしたのだろう。忌いま々いましげながら、やけに落ち着いた声こわ音ねで明槻は言った。

　琴の返却と交こう換かんに、左近衛大将はこの件の公表を要求するつもりなのだ。あるいは蒼飛がこの場に呼ばれたことを利用するつもりなのかもしれない。

「おそらく……」

　塔子の言葉に、隣にいた万結は青ざめた。明槻は無言のまま砌の席に目を向ける。御簾を隔てたすぐ先に見える横顔はぴくりとも動かず、頰や口くち許もとは張りつめていた。

　明槻の厳しい表情はこれまで何度も見てきたが、これほど切せつ羽ぱつまった空気をただよわせているところを見たのははじめてだった。

　いっぽう左近衛大将は、まるで世間話でもするように楽しげに問いかける。

「国こく司しの帰京でもあるまいし、筑前の地から都に来るなどよほど重要なことがあったのではないのかい？　たとえば大陸にかかわることだとか」

　気き丈じような万結がおびえたような表情で、塔子の衣きぬの袖そでをはしっとつかんだ。

　矢やも楯たてもたまらないというように、明槻が身を乗り出しかけた。

「帝の仰せとあれば薬師は呼びましょう」

　あっさりと直霧は答えた。

　大きくも高くもないのに、不思議とよく聞き取れる声だった。

「ですが御質問の件は、御指摘のように重要なことゆえ、このような晴れの場で口にするなど憎にくき（興きよう醒ざめ）こと。なにとぞ御ご容よう赦しやください」

　公共の場でのとうぜんの言い分に、左近衛大将は虚きよを突かれたようになった。

　短い間のあと、左近衛大将はくすっと笑いを漏もらした。

「これは私としたことが、少々酒に飲まれてしまったようだね。いやいや皆々様、まことに失礼いたしました」

　内心では癪しやくに障さわっているのだろうが、あくまでも余裕の体ていで左近衛大将は受け流した。

　ほうっというため息とともに、万結の表情が目に見えて安堵したものになった。しかし御簾のむこうの明槻の表情はいまだ厳しいままだ。

　それはそうだ。一旦は回かい避ひしたが、危険な状態はなにも変わっていないのだから。

　依い然ぜんとして琴は左近衛大将の手の内にある。

　宋そう国こくという巨大な帝国を敵に回す可能性は、万が一にも生じさせてはならない。三さん位みの公卿という地位にあるからこそ分かっている。そして明槻が東宮として、そんな事態をなにを犠ぎ牲せいにしてでも避さけようとする人間であることも承知しているのだ。

「で、では……その者を待つ間に歌詠みをはじめましょう」

　簀子の中ほどにいた式部卿宮が、場を取り持つように言った。

「ならば僭せん越えつながら私が……」

　いつの間に移動したのか、弟のすぐそばで手をあげたのは兵部卿宮だった。あるいは隣の明槻が、目に見えて不機嫌になったので逃げたのかもしれない。東宮の乳ち兄きよう弟だいで腹ふく心しんの部下でもある人間に対し、政せい敵てきともいえる左近衛大将が意味深にふるまったのだ。微び妙みようにぎこちなくなった空気は列席の者達も感じ取っているのだろう。

　それでも和歌の披露が進んでゆくうち、人々は落ち着きを取り戻しはじめた。中でも名手と名高い学者と女官がそれぞれの歌を披露したときは、感かん嘆たんのため息が漏もれた。

　そんな中で明槻は、皆が笑うときもまったく反応を示さない。左近衛大将を警戒していることは明めい白はくで、彼の緊張が御簾を通してひしひしと伝わってくる。こうなったら直霧を呼んで、場所を変えて対策を練ねったほうがよいのではないかと塔子は考えた。

「明槻……」

　周りに聞こえないよう小声で呼びかけると、明槻はびくりと肩を揺らした。

「ああ……」

　ため息ともつかぬ声は、まるで塔子の存在をはじめて思い出したような反応だ。表情には出さなくとも、どれほど彼が動揺しているのかがはっきりと伝わる。

　これまで見たことのない明槻の姿に、胸が締めつけられるような気持ちになった。

　そのとき、砌のほうで左近衛大将が立ちあがった。

「では、及ばずながら一首」




　ちはやぶる　君がため咲く藤の花　からみし蔓つるをいかにやは切る




　朗ろう々ろうと詠みあげられた歌に、塔子は息を吞んだ。

　単純に捉えれば、忠ちゆう義ぎを詠った歌だった。君、すなわち君くん主しゆのために咲く藤、藤は藤とう家け、摂関家の意味である。他の木にからみつく藤の蔓を、主君と藤家のつながりに喩たとえ、どのようにして切る、いや切れるはずがないという否定を詠っている。

　そのいっぽうで、両者の間に何なん人ぴとも立ち入ることは許さないという意味にも取れる。

　もっと個人的なことに限定すれば、直霧やあるいは三の宮の排はい除じよを示している。そうだ。山藤とは支柱となる樹木にからみつき、その木が浴びるはずの陽の光を奪い、果ては幹までも変形させかねない植物なのだ。

　そもそも〝ちはやぶる〟という枕言葉が、今時大おお袈げ裟さすぎて皮肉としか思えない。人と神の境界がもっと曖あい昧まいだった古い時代の〝大おお君きみ（天てん皇のうの尊そん称しよう）〟に対する言葉なのだから。

（つまり、宣戦布告というやつね……）

　ぐっと手を握りしめ、塔子は簀子のむこうに見える天てん敵てきの姿をにらみつける。

　そのとき妻戸のほうから声がして、短いやりとりのあと女官が近づいてきた。

「大だい弐にの命みよう婦ぶ、兄上からですって」

　彼女が万結に手渡したものは、いかにも直霧らしく素そっ気けなく結ばれた文ふみだった。

　万結は緊張した面持ちで料りよう紙しを開き、一読して眉まゆをよせる。

「なんと書いてあるの？」

　不安げにのぞきこんだ塔子に、万結は文を差し出した。

「これは私ではなく東宮様へのものかと」

「え？」

　塔子は文を受け取った。人目がある中で急いで書きつけたであろう文字は、文章ではなくあまりにも有名な先人の歌だった。




　東こ風ち吹かば　匂ひおこせよ　梅の花　あるじなしとて　春な忘れそ




　政せい争そうに敗れた菅かん公こう（菅すが原わらの道みち真ざね）が、大宰府への左さ遷せんという憂うき目にあい都を発たつ前に詠んだ歌である。自分が遠くに行っても春を忘れずに咲くように。花としての務つとめを忘れないように、という意味合いの歌だ。

　これが万結の言うとおり明槻によこしたものだとしたら、主人と部下の立場は異なっているが、菅公を自分に喩たとえ、梅の花を明槻に喩えたにちがいない。

　塔子は急いで御簾の下から文を差し出した。

　明槻は不安げな表情のまま文を一読し、みるみるうちに表情を強こわ張ばらせた。

　直霧は以前、和歌のように曖あい昧まいなものを使うことは誤解が生じるもとだと言っていた。

　その彼がこんなものをよこした理由は、おそらく自分の想いを克こく明めいにつづる時間も場所もなかったからなのだろう。

　自分のことはかまわず、おのれの成すべきことを為なしてほしい───そんな意志を伝えるために、直霧がとっさに選んだものがこの歌だったのだ。

　文を持つ明槻の手が、はっきりと戦慄わなないた。

　たまらず塔子は御簾の下から腕を伸ばし、震える手を握りしめた。そのまま御簾を射い貫ぬくような勢いで明槻の瞳を見つめる。

「大丈夫、私がいるから」
















　告げた言葉を自分にも言い聞かせる。なんとかしてみせる。

　この人が唯一ずっと心を許していた人間を、私が必ず守ってみせる。

「言ったでしょう。私、神じん功ぐう皇こう后ごうみたいになるって」

　明槻は虚きよを突かれたように目を瞬まばたかせた。

「さて、主たる方々の歌も聞かせていただきました。次はどなたかに、妙たえなる調べなどお聞かせいただきましょう」

　よく通る声は左近衛大将のものだった。少々酔よいが回っているのか、高こう欄らんにもたれるようにして立ちあがっている。その姿勢のまま、簀子越しに母屋にむかって話しかける。

「いかがですか、斎さい王おう尚侍ないしのかみ。お約束の七絃琴をご披露いただけませんか？」

　塔子は御簾越しに左近衛大将をにらみつけた。

　いまさら自分一人の評判や恥などどうでもよいのだ。

「主上に申しあげたき儀ぎがございます」

　くるりとむき直り、塔子は声を張りあげた。

　御座所おましどころの縋子はもちろん、両隣の明槻と万結も、それぞれの視線をぶつけるように塔子を見つめている。御簾の内と外にいる人々、全員の視線が塔子に集中した。

　ここが一番の勝負どころだ。だからこそあえて言ってやる。

「申し訳ございません。賜たまわった琴を盗まれてしまいました」

　その瞬間、藤壺の殿でん舎しやは静まり返った。

　やがてあちこちから悲鳴があがる。母屋にいる女官はみな青ざめ、ある者など気を失ったように放心している。御簾のむこうを見る余裕はなかったが、耳に聞こえてくるざわつきから、人々がどれほど動揺しているのかは伝わった。

　いっぽう事情を知っている縋子は、囲い碁ごの局面に際したときのようにまじまじと塔子を見つめている。ここぞとばかりに塔子は畳たたみかける。

「おそらく今朝のことかと思われます。それゆえ、まだ都のどこかに隠されているはずです。どうぞこの平へい安あん京きようすべての家屋敷を例外なく捜せるよう、いますぐ勅ちよく命めいを出してくださいますようお願い申しあげます！」

　藤壺の内と外が騒そう然ぜんとなる中、塔子は威い圧あつするように縋子を見あげる。

　そのときだった。

「どこに行くのだ？」

　見ると明槻が、高欄越しに左近衛大将の束帯の袖をつかんでいた。

　つい先刻までの上じよう機き嫌げんなふるまいはどこに行ったのか、左近衛大将は完全に及び腰で明槻を見あげている。

「……東宮様」

「先ほどは見事な歌であったな。褒ほう美びに私の盃さかずきを受けてくれぬか？」

　そのやりとりに塔子は確信する。間違いない。琴は左近衛大将の邸にある。

　そしていま左近衛大将を逃のがしては、先回りして琴を隠されてしまう。明槻が引き留とめているうちに、勅命を盾たてに彼の邸に入って琴を捜し出すのだ。

　塔子はふたたび声をあげた。

「主上！」

「あい、分かった。中務卿宮！」

「は、はい!?」

　なにがなんだか分からぬのか、うろたえたまま三の宮は返事をした。勅ちよく旨しの伝でん宣せんは蔵くろう人ど所ところの役目で、現在の筆ひつ頭とうは蔵くろう人どの頭とうを兼任する三の宮である。

「勅命じゃ！　いますぐ滝たき口ぐちの武───」

　縋子が言い終わらぬうちに塔子は立ちあがった。他の家屋敷に用はない。目的は左近衛大将の邸のみだ。すぐに滝口の陣じんまで行き、自ら武士達にその旨むねを伝えるつもりだった。

「尚侍、私も彼等とともに参ります」

　察したのか素早く万結も立ちあがった。唐衣裳の下は即座に脱げる単ひとえ重がさねの着付けで、身軽になる準備は常にできている。外に出ることも乗馬をするつもりも満々だ。琴の形状を知る万結が武士達と一緒に行くのであればいっそう心強い。

「お願いね！」

　塔子の言葉に万結は力強くうなずく。二人揃そろって五いつつ衣ぎぬをひるがえし、滝口の陣にむかうために西の妻戸に手をかけたときだった。




「すみません、遅くなりました」




　緊迫してぎりぎりまで張りつめた空気にぽすっと穴をあけるような、そんな吞のん気きな声にその場にいた全員が間違いなく脱だつ力りよくした。かくいう塔子もその一人で、その場にへたりかけた。

（な、なにごと？）

　後こう涼りよう殿でんから通じる渡殿を優雅に歩いてきていたのは二の宮だった。それ自体は声で分かっていたのだが混乱は否めない。

「あれは───」

　あぜんとした明槻のつぶやきに、塔子は妻戸から身をひるがえして彼の前に駆けよる。

（……え？）

　二の宮が西側から南の簀子までやってくると、人々はいっそうざわつきはじめる。どうやら全員が気づいたようだ。

　深紫の束帯姿の二の宮が抱いていたのは、あの七絃琴だった。

「え、え、えええ～～～!!」

　塔子は絶叫してそのまま簀子に飛び出しかけたが、寸前ですばやく腕を伸ばした明槻にはばまれた。

「気持ちは分かりますが、落ち着いて！」

「ど、どういうこと？」

　訳が分からないままかろうじてそれだけ問うが、明槻も答えようがないようだ。

　人々の注目をよそに、二の宮は軽い足取りで塔子の前までやってきた。すなわち明槻の横である。

「ああ、よかった。間にあって」

　場の空気を読んでいないのか、あるいは意図的なのか、にこにこしながら二の宮は七絃琴を御簾の下から差し出した。

　聴ちよう琴きんの図に、梅模様の徽き。間違いなくあの琴だった。

　なにがなんだか分からずにいる塔子に、荷か葉ようの香りをただよわせて二の宮は言う。

「さあ、尚侍。お手前のご披露を」

「え……」

　どう答えてよいのか、なにから問うてよいのか分からない。隣の明槻も同じらしく、框かまちの先の琴と二の宮の顔を交互に見比べている。

「あのお………」

　遠えん慮りよがちに声をあげたのは、弾だん正じよう尹いんの宮みやだった。

「琴は盗まれたのではなかったのですか？」

　それはこの場にいた、二の宮以外の全員が疑問に思っていることだ。なにしろついいましがた、塔子が大声で盗まれたと宣言したばかりだったのだから。

「ええ、そうですよ。ですが幸いなことにたったいま戻ってきました」

　薔ば薇らのように艶あでやかな微び笑しようを浮かべて二の宮は言うが、いくらなんでもそれで押し切るには無理があるだろう。あんのじょう人々は隣の者と顔を見あわせたり、こそこそとささやきあったりしている。

「で、ですが……」

「それは本当に幸いだった」

　弾正尹宮の反論をさえぎり、明槻が声をあげた。

「琴を取り戻せたことは本当によかった。尚侍がたいそう気に病やんでいたから、これで彼女の心の曇くもりも晴れることだろう」

　その言葉に、塔子ははっと気づく。

　───曇りも晴れなむ　愛かなしき乙女おとめ

　自分が詠よんだ和歌に引っかけた明槻の発言に、こんなときだというのに塔子の口くち許もとは思わずほころんだ。

（明槻ったら………）

　もちろん周りの者達は納得していないようだったが、断だん固ことした明槻の態度に訊く術すべをなくしたように黙りこんだ。なにしろこれ以上踏みこめば、はからずも東宮が大変にご寵ちよう愛あいの尚侍を追及することになりかねない。結果として見つかりはしたが、帝から賜った琴をなくすなど前ぜん代だい未み聞もんの失しつ態たいなのだ。

　一息ついてから、塔子は高欄のむこうを見る。先ほどまで逃げ腰だった左近衛大将が気抜けしたように高欄にもたれている。それはそうだ。あのまま縋子の勅命により自宅が捜そう索さくされ琴が発見されでもしたら、いくら彼でも失しつ脚きやくは免まぬかれなかっただろう。ようするに間違いなく、琴は左近衛大将が盗んでいたということになる。

　結果として助けられたことになるわけだが、二の宮が左近衛大将を助けるために琴を持参したとは考えにくい。なにしろ塔子がした勅旨の要よう請せいは、彼女自身ついいましがた思いついた苦肉の策なのだから。

「いかがなさいましたか、尚侍？」

　いと優雅に二の宮が問いかけ、塔子はわれに返る。

　気がつくと明槻が〝いいから〟とばかりに目配せをしていた。ひとまずこの場を収めろという意味らしい。塔子はこくりとうなずき琴の位置を整えた。

「お恥ずかしゅうございますが……」

　型どおりの謙けん遜そんを述のべ、傷きず痕あとの残る指で絃げんを弾きはじめる。

　初夏の訪れを告げる薫くん風ぷうがゆるらかに吹く庭を、塔子の七絃琴の音が流れてゆく。

　達人の二の宮に比べれば可もなく不可もなくという出来だったのだろうが、古こ琴きんと呼ばれる七絃琴はもはや弾けるということだけでも価値のある楽器である。

　猛もう特とつ訓くんの甲か斐いもあってか、塔子は無ぶ難なんに曲を弾きこなしてゆく。騒然としていた人々の心が、まさかの塔子の演奏で次第に落ち着きを取り戻したようだ。

　一曲弾き終えたあと、人々は心からの賛さん辞じを送った。

「これはまあ、あの短い期間でよくぞここまで……」

「熱心に稽古に励まれたことが伝わってくる、誠実な音色でしたね」

　大おお袈げ裟さすぎない、本心からの言葉に塔子は満足した。それらはすべて技量に対してのものではなく、難しいことを試みて無事に成し遂とげたことへの称しよう賛さんだったからだ。

「見事じゃ、斎王尚侍」

　御座所で縋子が声をあげ、すぐ傍に控える雪掌侍に告げる。

「これ、尚侍に妾の衣を与えよ」

　藤壺の内と外でどよめきが起こる。帝から衣を下か賜しされることは大変な名誉である。しかも女帝から女官に対してなど、滅めつ多たに遭遇できる場面ではない。

　縋子の小袿が、精せい緻ちな蒔まき絵えを施ほどこした衣ころも箱ばこによって塔子の前に運ばれる。母屋にいた女官達のため息があちこちから漏れた。

「ありがたき幸せにございます」

　塔子はその場で頭を下げた。このような場合、男性であれば拝はい舞ぶ（謝意を表して左さ右ゆう左さを行う礼）となるが、女性の場合はしかたがない。

「それにしても、この時代にこのように冴さえ冴ざえとした古琴の音を聞けるとは思いもよらなんだ。稽古をつけてくれた二の宮にも褒美を取らせよう」

　縋子の命を受けた月掌侍が漆うるし塗ぬりの櫃ひつに載せて絹きぬを運んでくる。どれもこれも若く美しい二の宮にふさわしい鮮やかな色のものばかりだった。本人には似合っているが、優う婆ば塞そくにふさわしい色かといえば多分………絶対にちがう。

（でもこの人が薄うす墨ずみ色いろの衣を着ているところなんて、誰も見たくないわよね）

　どう思ったのか御簾の下から差し出された絹を見て、二の宮が皮肉とも苦笑ともつかぬ笑みを浮かべる。それでも儀ぎ礼れいに乗っ取った拝舞の優雅さに、居並ぶ官吏も女官もうっとりとため息を漏らす。

「それにしても、さすが主上じゃ」

「演者のみならず、力添えをなされた宮様にまで対してまでそのように格別の御ご配はい慮りよをなさるとは」

「いや、まことに細やかなお心こころ遣づかいじゃ」

　官吏達の称賛を一通り聞くと、おもむろに縋子は言った。

「そしてもう一人。貴重な七絃琴を献上し、このような古式ゆかしい場をもうけるきっかけを作ってくれた大宰大弐にも褒美を与えねばなるまい」

　有無を言わせぬ声音に、塔子ははっとして御座所の縋子を見やる。いつの間にか今度は花掌侍が前に出てきていた。

「左衛門大尉、これに」

　二の宮のときと比べても、一段と通る花掌侍の声が藤壺に響き渡る。

　一拍おいて藤棚の下で、濃い緑の袍ほうを着た人物が立ちあがった。

「子し息そくである左衛門大尉に、従じゆう五ごの位を与える」

　塔子は自分の身体を抱きしめるように両の二の腕をつかんだ。触れた手のひらから、自分の身体が震えていることが分かった。

（乗りきったんだ！）

　安堵と興奮で驚くほど気持ちが高こう揚ようしている。

　階の下まで歩んできた直霧は、儀礼どおり拝舞を返した。こちらはきびきびしすぎて二の宮の優雅さとは程遠い、だが隙のない所しよ作さはいつもどおりで、動揺した気配などかけらもうかがえない。

　思わず笑いだしたくなった塔子だったが、ふと気配を感じて目をむける。

　御簾を隔てた先で明槻も、心の底から安堵した表情で階の下の直霧を見つめていた。その彼の眼め尻じりにはうっすらと光るものが見えたような気がしたのだ。

　塔子は目を見開き、御簾に顔をよせる。同じことを目にしたのか、二の宮も〝え〟と言うように驚きの表情を浮かべていた。

　しかし明槻はまったく気づいていないらしく、御簾から離れて高欄から身を乗り出す。その先には拝舞を終えたばかりの直霧が立っていた。

「───よかった」

　短くそれだけを明槻は言った。母屋には背をむけていたので顔は見えなかったが、それ以上、感極まって言葉が出ないかのように塔子には聞こえた。

　対して母屋に顔をむけていた直霧の表情が、一瞬ぼう然としたものになる。

　彼はまじまじと主君の顔を見つめ、すぐに忍しのびないとでもいうように顔を伏せた。やがて平常どおりの凜りんとした声で答える。

「生しよう涯がいお仕つかえすることを、お誓ちかいいたします」

　明槻はこくりとうなずいた。直霧が自分の席に戻ったあと、塔子は御簾の下から手を伸ばして、明槻の袖を引いた。

「よかったね」

　ささやいた塔子に、明槻はやけに得意げに告げた。

「本当にあなたが傍にいてくれれば、どんな問題も乗り越えていけそうですよ」





[image: ]






　その後は特に大きな騒ぎもないまま、管弦に舞ぶ踊ようにと宴うたげは進んでいった。

　御み簾すのうちではそろそろ縋すが子こがくだを巻きはじめていたが、いつものことなので塔とう子こも気にせずに万ま結ゆと並んで笛の音ねに耳を傾けていた。

　もちろん本当はいますぐ二にの宮みやを問いつめたかったのだが、彼は下か賜しを受けるとすぐに弟の三さんの宮みやの隣に移動してしまったので叶かなわなかった。明あか槻つきも気にはなっているのだろうが、どのみち人がいるところで訊ける話題でもなく、簀すの子こに座ったまま双ふた子ごの叔お父じ宮みや達や弾だん正じよう尹いんの宮みやと話をつづけている。

　そして左さ近こん衛えの大だい将しようはといえば、とりあえず席にはいたがいつもに比べると口数が少ないようだった。二の宮の行動が彼にとって予想外のものであったのなら、いろいろと気になることもあるのだろうが、明槻と同じ理由で動けないのかもしれない。

　大きな疑問点は残ってはいるが、二の宮のおかげで双方ともに最悪の事じ態たいだけは避さけられたと見るべきなのだろう。明槻は直なお霧ぎりを守ったうえで琴を取り戻すことができ、左近衛大将は自宅の捜索を免まぬかれたのだから。

　ほどよく酒が回り、催さい馬ば楽らが歌われるほどくだけた雰ふん囲い気きになってきたころだった。

　藤棚にいた直霧が簀子の下にやってきて、蒼そう飛ひが北の陣に来ていることを告げた。

　塔子はびくりと肩を揺らし、明槻の表情も険しくなる。いくつか真しん偽ぎがあきらかになっていない現状で、彼を問いつめる意味はある。しかし会ってみたいと呼び出した当人である縋子は、御座所おましどころでもうどうにもならないくらい酔っぱらっていたのだ。

「……話、できそうですか？」

　明槻の問いに、塔子は思いっきり首を横に振った。

（琴きんが戻ってきたからか、すっかり気が緩ゆるんでいるし……）

　脇きよう息そくにもたれてはいるが、いまにも茵しとねの上に寝ね転ころがりそうな縋子を塔子はおびえながら見つめる。雪月花の三さん掌侍ないしのじようも、止めるどころか一緒になって酔っぱらっているのもお決まりの光景だった。いつも四人でからみあって、第三者（？）にからまないあたりが理性なのか偶然なのかは分からない。

「無理だと思う」

　塔子の断だん言げんに明槻は深いため息をつき、言った。

「淑景しげい北ほく舎しやに連れていけ……」

　直霧はうなずき、簀子の下から立ち去っていった。

　北の陣とは内だい裏り北にある『朔さく平へい門もん』のことだ。そこから入るのなら、最北にある淑景北舎（桐きり壺つぼの副ふく舎しや、北側に位置した）がもっとも人ひと目めにはつかないだろう。

　明槻は周りの者になにやら告げてから立ちあがると、そのまま階きざはしを下りて庭をよぎっていった。淑景北舎まで歩いてゆくつもりなのだろう。そのほうが渡わた殿どのでつながった殿でん舎しやを回ってゆくより断然早い。しかし唐から衣ぎぬ裳も姿の塔子はそんなわけにもいかない。藤ふじ壺つぼから淑景北舎まで行くには、人々が席をかまえる壺つぼ庭にわをよぎる渡殿を通り、一度清せい涼りよう殿でんまで出なければならなかった。

　夏の扇おうぎである蝙かわ蝠ほりをかざし、万結とともに西の妻戸から簀子に出た。

　いくつもの殿舎を歩いてようやく桐壺から淑景北舎につながる渡殿にあがると、南の壺庭に直霧に連れられた蒼飛の姿が見えた。奥の殿舎に目をむけると、誰が準備をしたのか格こう子しを放った御簾のむこうに明槻が座っていた。

（そういえば蒼飛さんは、明槻のことを官かん吏りだと思っているんだった）

　この場には東宮として参さん上じようしているのだから、顔を見せるわけにもいかないだろう。御簾を下ろしている理由は、身分だけではなくそれもあってのことなのかもしれない。

　塔子は女官と名乗っているのだから、この場にいても怪あやしまれることはない。蝙蝠を下ろして簀子にあがると、御簾を挟んで明槻の斜ななめ前に万結と並んで腰を下ろした。そこではじめて気づいたらしく、蒼飛は〝あれ〟という表情を浮かべて二人を見る。その表情からは、おびえたようすも悪びれたようすもうかがえなかった。

「すまぬな。そなたを呼び出した帝みかどは急に具合がお悪くなられ、代わりに東宮たる私が参った」

　どう判断したのか、一応遠えん慮りよがちに明槻は切り出した。人を呼び出しておいて当人が酔よっぱらっていると正直には言いにくいだろう。いっぽう市し井せいの人間なのにとつぜん帝に呼び出され、あげくこんなことを言われた蒼飛は遠えん慮りよがちに口を開く。

「え、そいで御ご侍じ医いを呼びんしゃったとですか？」

「あ、ああ……大丈夫だ」

　酔っぱらいに対して真ま面じ目めに心配をされ、明槻は少々動じたように答える。薬くす師しとして実に誠実な問いで、やはり彼が噓うそをついているということが塔子には信じがたく思えた。あんのじょう御簾むこうで明槻も、ばつが悪いような表情を浮かべている。

　それでも短い間のあと、明槻は気を取り直したように口を開いた。

「しかしよほどひどければ、そなたに診みてもらうという手もあるやもしれぬな。大だい納な言ごんがそなたのおかげで快かい癒ゆを得たと、たいそうな絶ぜつ賛さんぶりであったぞ」

　探るような物言いに塔子は身構える。大納言の名を出したとき、蒼飛がどんな反応を示すのか、御簾のない状態だからこそ見み逃のがすまいと思った。

「ちがいますよ。大納言様は別においが診らんでもようなりきったとですよ」

　照れくさそうに蒼飛は言った。予想外の反応に塔子は目を円まるくする。

　御簾内で虚を突かれた顔をする明槻に気づかず、蒼飛は話をつづける。

「もともと厄やく回まわりで、年齢的に身体からだにも疲れがたまるころですもんね。若かときにはなんもなかこつでも、そやんかときにはすぐに堪こたえてしまうとです。そんくせ若かときとちがってせないかんことがいっぱいあるでしょ、あん歳の人は。ばってん身体がようならんけんしきらん。せないかんのに、どやんしよって……そやんかこつがぐるぐるになって、ますますのこつ心と身体ば弱めとらしたとでしょ。そいけんこいまで飲んどらした滋じ養ようの薬に足たして、気持ちを落ち着ける薬ば飲んでもろうたとです」

「気持ちを落ち着ける薬？」

　塔子の問いに蒼飛はうなずいた。

「いろいろあいますよ。半はん夏げとか黄おう連れんとか……ばってんそいひとつで使うわけじゃなかし、自分にきちんとあう薬ば選ばんとなんもならんですもんね。舌とか脈みやくとかいろんなもんば診てかい証しようば導き出して……気持ちも五ご臓ぞう六ろつ腑ぷの身体のことやっけんが」

「……そうなんだ。薬ってすごく根こん拠きよがあるものなのね」

　はじめて聞く話に塔子はつくづく感心した。なにしろこれまで風か邪ぜぐらいしかひいたことがなかったので、薬はもちろん加か持じ祈き禱とうでさえまったく縁えんがなかったのだ。

「そいでん、どやんしたっちゃ治らん病気は残念ながらあいますよ。ばってん大納言様の病気はそやんかとやなかったけん、身体ば治すために、いまは自分にうんと優しゅうして休んでよかです。ようなったら人に優しゅうして返したらよかですって言うたとです」

　塔子は一ひと皮かわ剝むけたようにはつらつとふるまっていた大納言の姿を思い出した。

　では三の宮に対してわだかまりがないようにふるまっていたのは、つまりそういう要因があったからなのだろうか？

　塔子は御簾にむかって真っ直ぐにむけられる、蒼飛の玻は璃りのような瞳ひとみを見つめた。

　きれいな人だとあらためて思う。たいていの人間が成長するにつれ自然と身につけてゆくものを、まるで運命のようにどこかに置き忘れてきてしまった、そんな素そ朴ぼくな純粋さが彼にはあった。

（やっぱり……この人が噓をついているとは思えない）

　しかも楽師を害がいしてまでなど、人の生命を守る薬師のするべきことではない。

　塔子は訴えるような視線を明槻にむける。明槻もなにか考えるように黙りこみ、やがて決意をしたように口を開いた。

「范はん蒼飛。そなたの捜していた琴は見つかった」

　よく通る声に、蒼飛は玻璃の瞳を瞬まばたかせた。一瞬なんのことだか分からなかったのかもしれない。それはそうだろう。本来であれば、ここに来たときに真っ先に告げられてしかるべきことなのだから。

「ほ、ほんなごつですか!?」

「だが、戻す前にひとつ訊きたいことがある」

　釘を刺すような明槻の物言いに、蒼飛は虚を突かれたようになる。

「……はい？」

「そなたはなんの縁で、大納言のところに診察に行ったのだ？」

「あの博はか多た商人の娘ですよ」

　答えたのは蒼飛ではなかった。東側から庭を歩いてきていたのは二の宮だった。驚く塔子達の視線を受け、白はく砂さを踏みしだきながら中央に近づいてくる。

「宮様!?」

「やあ、世話になっているね」

　蒼飛の頓とん狂きような声に、二の宮は愛あい想そよく笑う。そういえば楽師の看病をよくしてくれているといって、二の宮は蒼飛に感謝していた。

　二の宮は高こう欄らんの下までやってきて、ひょいと簀子を見あげた。

「彼を大納言に紹介したのは、花か南なというあの博多商人の娘ですよ。関かん白ぱくが大だ宰ざいの権ごんの帥そちを務めていた兼ねあいで、彼女の家は摂せつ関かん家けの御ご用よう達たし商人になったそうです」

　そこで二の宮は一度言葉を切り、あらためて告げる。

「その縁でしょうか？　左近衛大将の家でも彼女の姿を見かけましたよ」

「!!」

　愕がく然ぜんとする塔子の前で、蒼飛はうなずく。

「そやんです。花南がご長男がえらい弱っとらすからって、父親の先の関白様から頼まれたって言うて」

　そういうことかと塔子は合が点てんがいった。つまり琴が楽師のもとにあることを左近衛大将に知らせた人間は、蒼飛ではなく花南だったのだ。

　次の瞬間、塔子ははっとする。

　だが塔子がなにか言うより先に、素早く明槻が叫んだ。

「直霧、すぐに家に帰れ！」

「承しよう知ちしました」

　答えるや否いなや、直霧はその場を駆け出していった。

　みるみるうちに小さくなってゆく直霧の後ろ姿を、塔子は不安げな面おも持もちで見送る。

　これまでの経けい緯いを鑑かんがみても、左近衛大将が口封じに花南を殺そうとする可能性があると思ったのだ。そんな塔子に、御簾のむこうで明槻が言った。

「大丈夫ですよ。直霧のところには腕の立つ家け人にんが大勢いますから」

「本当です。私も家の者には、幼いころにだいぶ鍛きたえてもらいましたから」

　自信ありげに万結も言う。矢や馴ばせ馬め（流鏑馬やぶさめの古こ称しよう）を楽々こなすという万結が言うのなら多分大丈夫だろうと、ひとまず塔子は安心した。

　しかし事情がつかめない蒼飛は、そんなわけにもいかない。

「………あの、どやんかしたとですか？」

「私が訊きたいです、二の宮様」

　おずおずと尋ねる蒼飛とは対照的に、きっちりと塔子は名指しをした。

「どうしてあなたが琴を取り返すことができたのです？　そもそもあの琴はどこにあったのですか？　そしてなぜあなたはそれを知っていたのですか？」

　これまでの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのような矢や継つぎ早ばやの塔子の問いに、二の宮は考えを整理するように小首を傾げた。やがて彼はおもむろに階をあがり、塔子達とむきあうようにして簀子に座った。

「琴はお察さつしのとおり、左近衛大将の邸にありましたよ」

　簡潔に答えたあと、二の宮は話をつづける。

「正直、あの琴が盗まれたこと自体はさほど興味はありませんでした。もちろん美術品としての価値は素晴らしいものですが、だからこそ物取りから狙われることも不思議ではなかったからです。ですがそのために楽師が怪け我がをさせられたということは、私にとって見すごしがたいことでした」

　それまでひょうひょうと語っていた二の宮が、楽師のことを口にしたときだけ少し強い口調になった。

「ですが、まあ………」

　二の宮は、ふっと息を吐いた。

「東宮が彼のもとに尚侍ないしのかみを遣つかわしてくれたことを知って、この件にかんしてまったくではありませんが、少なくとも責せめられるほどの非ひがそちらにないことが分かりました」

「……………」

「黒くろ幕まくは他にいる。それはおそらく東宮に敵対する人物だろうと考えました。なぜなら琴が盗まれたことを、東宮が不ふ審しんなほど危うんでいたからです。ですから理由は分かりませんが、琴は東宮を窮きゆう地ちに追いこむために盗まれたのだと確信しました」

「じ、じゃあ、横よこ恋れん慕ぼの噂を助じよ長ちようするようなふるまいをしたのは、東宮様と敵対する人物をおびきよせるため？」

　塔子の問いに、二の宮は〝大正解〟とばかりに嫣えん然ぜんと微笑む。

「さすが斎王尚侍。まあ、もちろんそればかりではなく、桃の花のような女によ人にん相手にですから、私もやぶさかではなかったのですが……」

　どさくさまぎれにとんでもないことを言われた気がするが、そこを追及する隙すきを与えずに二の宮は説明をつづける。

「もちろん優う婆ば塞そくとなっている私に近づいても政治的に利り点てんはありませんが、今回はうまいこと近づいてくれましたね」

　噓うそつけ、と内心で塔子は思った。この人は自分がどれほど華を持つ人間なのか、憎にくらしいくらいに自覚している。優婆塞であっても誰よりも人目を惹ひき、自分の陣じん営えいに入れてしまえば人々の羨せん望ぼうを一身に集められる存在であるということを。

　なにより弟である三の宮を引きこむことができれば、左近衛大将にとってこのうえない利点にちがいない。今回の彼の一番の目的が直霧の失脚だったことは確かだが、三の宮もまた、彼にとって政敵になるかもしれない人物。

「それにしても、よく捜し出すことができましたね」

　感心半分、疑問半分で塔子は言った。他人の家での捜し物など、普通でも容よう易いなことではない。まして左近衛大将の邸ともなれば相当の広さだろうし人目もあるはずだ。しかも彼の性格を考えれば、そう迂う闊かつな場所には保管しないと思うのだが。

「ええ。かのお宅で美しく優しいトヨタマヒメにお会いしましたので」

「……………」

　そういうことかと塔子は完全に鼻はな白じろんだ。

　トヨタマヒメとは記き紀きに出てくる海かい神じんの娘でホオリ命ノミコト（山やま幸さち彦ひこ）の妻である。兄の釣り針を捜しに海にやってきたホオリ命ノミコトに協力し、彼らは釣り針を捜し出すことに成功するという話がある。ちなみにこの夫婦は神じん武む天てん皇のうの祖そ父ふ母ぼにあたる。

　ようするに捜し物をしに左近衛大将の邸を訪れた二の宮は、その家の女によう房ぼうを誘ゆう惑わくして琴の在あり処かを聞き出したということなのだ。

（こ、これが噂に聞く胡こ蝶ちようの宮みや様の本領なのね！）
















　変な方向に感動する塔子の横で万結は思いっきり白い目をむけていたが、結果として自分の父と兄を助けてもらったことになるのでなにも言えないでいるようだった。

　しかしやり方はどうあれ、命拾いをしたことは確かであるから塔子は頭を下げた。

「本当にありがとうございます、二の宮様のおかげで助かりました」

「礼には及びません。そもそも私の第一の目的は、琴を取り返すことではなく楽師を傷つけた人間に報ほう復ふくすることでしたから」

「………ちょっと待て」

　それまで黙っていた明槻が、はっとしたように口をはさんだ。

「そのトヨタマヒメというのは、まさか左近衛大将の北きたの方かた（正妻）ではあるまいな」

　あまりの衝しよう撃げき的てきな言葉に、塔子はあんぐりと口を開けたまま二の宮を見つめた。頭の中が真っ白になり、とっさにはなにも考えられなかった。

　しかし二の宮は動じるどころか、いっそう余裕のある笑みを浮かべて答えた。

「さあ、綿わた津つ見みの神かみの宮みやでの時はあまりにも美しく、夢のように過ぎましたので……」

　最低すぎる───。

　助けてもらった立場でこんなことを思うのもなんだが、いや、だからこそ人としては悪くないが、男としては最低だという万結の発言は間違いなく正しい。

　もんもんとした思いを抱かかえる塔子の横で、万結がぼそりとつぶやく。

「確かにこれ以上ない報復にはなっていますね。それに漏らした人間が北の方であれば、女房のように罰ばつせられることもないでしょうからよかったんじゃないでしょうか」

「……ま、万結さん、どうしちゃったの!?　万結さんが二の宮様を庇かばうだなんて、安心しすぎて物ものの怪けに取りつかれたんじゃない？」

　驚きと動揺で、思わずつかみかからんばかりに塔子は叫んだ。

「いえ、そういうつもりではありません。ですが事を公おおやけにできないのなら関係した者を罰するわけにもいきませんし、かといってこのままのうのうとなんのお咎とがめもなしというのも納得がいきませんから、いい具合に天てん誅ちゆうを下してくださったと考えてよろしいのではないでしょうか」

「天誅じゃないでしょ、天誅じゃ！」

　わめく塔子に、しれっと万結は答える。

「ですがこれから簀子ですれちがうたびに〝ぷぷっ〟と笑ってやれますよ。や～い、奥さんに裏切られてやんの、という感じで」

「た、確かに……それは面白そうかも」

「でしょう。これまでさんざん人を裏切ってきたのですから、一回ぐらい人に手痛く裏切られても、ざまあみろですよ」

「なるほど！　そう考えると確かに〝ざまあみろ〟よね」

　二人の少女のやりとりに、御簾内で明槻は途と方ほうに暮れたように額を押さえている。

　そんな光景を微笑ましげに眺めながら、二の宮は御簾に顔をよせる。

「どうかなさいましたか、東宮？」

「………いや、不本意だが左近衛大将にちょっとだけ同情したくなってきた」

「それはまあ、お優しいことで」

　まるで他ひ人と事ごとのような物言いに、明槻は目を半はん眼がんにする。やがて考えを整理するように力なく首を揺らすと、少し背筋を伸ばして姿勢を正した。

「私のほうからはまだなにも言っていなかった。礼を言うには及ばないということだが、そなたのおかげで私は大切な者を失わずにすんだ。だからこそそなたの大切な人間を傷つけてしまったことを心から申し訳なく思っている」

「………」

「私は立場上、いろいろとあきらかにできないことがある。だがそんなことは巻まき添ぞえになった人間には関係ないことだ。さぞ腹立たしかったことと思う」

　言い終わると明槻は深々と頭を下げた。とつぜんのことによほど驚いたのか、二の宮は目を見開いたまま御簾のむこうの東宮を見つめる。

「いえ……」

　ゆっくりと首を横に振ったあと、おもむろに二の宮は言った。

「落ち着きましたら、いずれ事情をお話しいただければと思っております」

「承知した」

　はっきりとした明槻の返事に、二の宮は少し口くち許もとをほころばせた。二人のやりとりに塔子は胸を撫で下ろす。信頼とは一度や二度の会話で成立するものではなく、小さな誠実の積み重ねによってのみ築かれてゆくものだという、明槻の言葉を思い出していた。

「あのお………」

　簀子の下から、ものすごく遠慮がちに蒼飛が口を開いた。塔子はあわてて見下ろす。正直いることすら失しつ念ねんしていた。こんなに目立つ人なのに。

「あ、な、なに？」

「花南がなんかしたとですか？」

　塔子は返答に窮きゆうする。なにかしたことは間違いない。琴にかんして、在りかと国の安あん寧ねいにかかわる品であることを左近衛大将に教えたのは間違いなく花南だろう。

　しかし左近衛大将の目的は分かっているが、どういった経緯で花南が情報を彼に伝えたのかが不明なのだ。いくら彼女が摂関家とつながっているからといっても、こんな展開を想定してわざわざ博はか多たからやってきたとは考えにくい。そもそも琴は博多の蒼飛の家からすでに盗まれていたのだから───。

　次の瞬間、塔子の中である考えが閃ひらめいた。

（まさか………）

　黙りこんだ塔子に、蒼飛は訝いぶかしげな眼まな差ざしをむける。しかし塔子は思いついた考えを、蒼飛に告げてよいものか悩んでいた。

　───博多で蒼飛の家から琴を盗んだのは、実は花南ではないのか？

　そう考えれば納得ができるのだ。花南であれば蒼飛の家に簡単に入れるだろうし、父親が仕入れた舶はく来らいの品々に、盗んだ琴を紛まぎれこませることも可能だ。そしてそんなことをした目的は、ひょっとして───。

「東宮様！」

　とつぜんの声に塔子は思考を止められる。見ると桐きり壺つぼからの渡殿を、侍じ従じゆうが早足でやってきていた。彼は明槻の正面まで来て膝をつくと、御簾の下から立て文を差し出した。

「駅はゆま使づかいが、先ほど戻ってまいりました」

　明槻が大宰府に飛ばしていた駅はゆ馬まが、いま戻ってきたということのようだ。

　とはいえ蒼飛が噓をついていないのであれば、彼の素姓をあらためて確かめるまでもないのだが。

　しかし───ざっと一読した明槻の文を持つ手がぶるっと震えた。

「范蒼飛……」

　絞り出すような呼びかけに、蒼飛は訝しげに首を傾げる。

「はい？」

「心して聞け」

　穏やかならぬ言葉に、蒼飛はびくっと身体を揺らした。

　なにごとかと、塔子は息をつめて御簾の内を見つめる。

「開かい封ふうが……陥かん落らくしたそうだ」




　大陸との距離を考えれば、それは間違いなく昨日、今日の話ではなかった。

　陥落に伴ともない、宋室の人間は既に連行され、又ある者は逃亡し、宮きゆう城じようには誰も残っていなかったのだ。
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　その後のことは、花か南なを問いつめたという直なお霧ぎりから聞いた。

　花南は自分が蒼そう飛ひの家から琴きんを盗み、仕入れの品に潜ひそませたことを告白した。目もく録ろくもあわせて書き換かえていたため、大量の品を扱う父親は気づかなかったのだという。

　ただでさえ危険な船旅なのに、しかも政情の不安定な宋そう国こくに蒼飛を行かせたくなかったということが理由であった。それならば琴を処分してしまえばよさそうなものだが、やはり人の形かた見みの品ということで躊躇ためらったというのだった。

　それで蒼飛が渡と海かいを諦あきらめてくれるものと思っていたのだが、意に反して彼は上京することを決めてしまう。

　花南は琴を蒼飛の手に戻さないために、別の手段を画かく策さくする。

　七しち絃げん琴きんが帝に献けん上じようされたことまでは、大だい弐に経由で判明した。それゆえ御ご所しよをよく知る人間へのつてが必要となった。結果として頼った相手が、かねてから懇こん意いにしていた摂せつ関かん家けだったというわけだ。花南の実家は関かん白ぱくが大だ宰ざいの権ごんの帥そちを務めていたときに、貴重な舶はく来らいの品をたびたび納めていたのだという。そのような関係から、今回も持参した舶来品を渡すと、関白は二つ返事で了承し、現段階で出仕している三男の左さ近こん衛えの大だい将しようを紹介してくれたそうだ。

　ちなみに左近衛大将には、手違いから宋国宗そう室しつ由来の品を大弐に納めてしまった父親の不ふ始し末まつを隠すため、内々にして琴を取り返したいと説明したのだという。協力を了解した左近衛大将に、花南は琴が楽がく師しの家にあるむねを教える。

　そしてその日の夜には、もう楽師の家が襲しゆう撃げきされた。

　しかし話を聞いた段階で、左近衛大将は琴を取引の道具として最終的に明槻に返すつもりでいたのだから、最初から花南に協力するつもりなどなかったのだ。

　まったく人を選ばないにもほどがある。

　結果論として楽師が負ふ傷しようしたことに花南はかなり心を痛めていたらしく、泣きながら謝しや罪ざいを繰り返していたという話だった。左近衛大将の本性を知らないだけに、こんな事態を引き起こすとは想像もしなかったのだろう。もちろん、ちょっと考えれば分かりそうなことではあるが。花南もやけに親切に楽師の世話をしていると直霧が言っていたが、良りよう心しんの呵か責しやくもあったのだろう。

　真相が明らかになったあと、蒼飛と花南の間にどのような話しあいがあったのかは分からなかった。だが蒼飛は、楽師が完治するまで都に残ることを決めたのだそうだ。最後まで責任を持って世話をしたいというのが彼の言い分だった。原因の一いつ旦たんを担になう者として、このまま自分だけが博はか多たに帰ることは忍しのびなかったのだろう。あるいはさすがに花南と一緒に帰き郷きようすることは耐えられなかったのかもしれない。

　結果として花南だけが、供とも人びととともに博多に帰っていった。

　もちろん花南に対してなんの処分を下さないわけにもいかなかったが、かといって公おおやけにはできないため律りつ令りように即した罰ばつは与えられない。

　そこで明槻は大だ宰ざいの大だい弐にの意見を受け、彼女の父親である博多商人に水みず城き（大宰府の防ぼう衛えいのために造られた土ど塁るいや水すい濠ごうの名称）の修繕費用を捻ねん出しゆつさせることにしたのだった。宋国が金きん国こくに滅ぼされたことで、逃亡者や残兵等などが海かい賊ぞくに転じる危険性があるため、いっそう防衛を強化しなければならないからという理由からである。

　娘のしでかしたことにあわてていた父親は、この条件を快かい諾だくしたということだった。
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　卯う月づきも中旬に至ると、藤ふじ棚だなは薄うす紫むらさきの花をすっかり散らし、丸々とした莢さやを下げるようになっていた。池のほとりの杜若かきつばたはまだ咲かないが、蕾つぼみはふっくらと膨ふくらみはじめている。

　尚侍ないしのかみとして出しゆつ仕しを再開した塔とう子こは、弘こ徽き殿でんの簀すの子こを歩いていた。縋すが子こからの使いで公く卿ぎよう達が控える登とう花か殿でんに行った帰りである。

　風青しころとなり、入じゆ内だいを約束した文ふみ月づきまで、もう二か月余りとなっていた。

　塔子の中でもはや入内にかんしての迷いはなく、悩みはどうしたら自分と大切な人を守ることができるのかという一点のみになっていた。

　あれから左さ近こん衛えの大だい将しようもさすがにおとなしく、逆に健康を取り戻した大だい納な言ごんがいきいきと采さい配はいをふるっていた。病やまいが癒いえたのだからそれはあるべき姿なのだが、彼の復帰以来なぜか塔子の胸には小さな引っかかりが残ったままだった。

「斎さい王おう尚侍ないしのかみ」

　呼びかけに足を止める。後ろから追うようにやってきたのは三さんの宮みやだった。

　直じき廬ろである登花殿から追ってきたのだろうか、軽く息を切らしている。塔子は蝙かわ蝠ほりの上からのぞかせた目をいっそう円まるくした。

「どうなさったのです？」

「話がある」

　三の宮の真剣な面おも持もちに、塔子は緊きん張ちようする。

「今朝妻から聞いた話だ。東とう宮ぐうはいま阿あ闍じや梨りから説法を受けている最中なので、あなたのほうから伝えてほしい」

「は、はい………」

　有う無むを言わせぬ口調に、塔子は身構える。

　薄うす々うすと感じていた不安が、ここにきて嵐あらしの予よ兆ちようのようにざわつきはじめる。

　三の宮は簀すの子この前後と御み簾すの内にも人ひと気けがないことを確認してから、ようやく重い口を開いた。

「まだ時期が早いので公おおやけにはしていないそうだが、妻の異母姉あね……父上の妃きさきである先の麗れい景けい殿でんの女によう御ごが懐かい妊にんなさったそうだ」





終
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　チンギスカンの父親イェスゲイは紅あか毛げ碧へき眼がんだったと言われています（参考文献より）！




　昔読んだ本に書いてあったこの一文が、今回のお話を書く切きっ掛かけとなりました。それを平安物でやるなよ、中華物でやれよと総そう突つっ込みが入りそうですね。こんにちは、小お田だ菜な摘つみです。このたびは『なりゆき斎さい王おうの入じゆ内だい　～まばゆき胡こ蝶ちようはまどはしたり～』をお読みいただきありがとうございます。あとがきを先に読む方のために言っておきますと、今回二にの宮みやが文字通り「最低」です。この原稿を書いていた時じ期きがちょうど年が明けた頃だったので、色々とゲスい話題が世せ相そうをにぎわせておりましたので大丈夫かなと心配はしましたが、まあ平安時代の結婚は現在と少々観かん念ねんがちがうものと大目に見てやってください。




　さて、陰おん陽みよう師じと和わ歌かが出てこない平安物（そのくせコーカソイド＠ハーフは出す）と知り合いの方々に指摘されていたこの作品ですが、今回とうとう出しましたよ＜和歌。分ぶん不ふ相そう応おうとはまさにこのこと頭を抱かかえていたのですが、ありがたいことに友人の作家さんの伝つ手てで、古こ典てんで教きよう鞭べんをとっておられた方からの添てん削さくを受けることができました。実際最初の和歌のまま出版していたら大おお恥はじをかいたところでしたよ、きっと。特に「ちはやぶる」をあのように使えるとは考えてもおりませんでした。お二ふた方かたとも本当にありがとうございました。

　ありがたいと言えば、イラストの凪なぎかすみ様。今回も本当に美び麗れいな挿さし絵えをありがとうございました。作品の傾けい向こうなのか、担当様のチョイスなのかは分かりませんが、近ごろ本文での塔子の表情がいっそうコミカルになっているように思います。そして凪さんのイラストは、ギャグ顔でも麗うるわしいなとうっとりしております。

　担当様、いつもお世話になっております。なりゆき斎王が適てき度どに甘あまくなっているのはほぼほぼ担当様のおかげです。特に「夏の乙女おとめ」の件くだりへのアドバイスは、この人は天才編集者かもしれないと思いました。校正様、デザイナー様はじめ関係者各位にあらためて感謝を。そしてなによりこの本を手に取って下さった皆様に御おん礼れいを申し上げます。

　なりゆき斎王は次巻からラストスパートに入ります。自じ他たともに満足できる内容になるように頑がん張ばっておりますので、どうぞお付き合いいただけますようよろしくお願いいたします。
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紆余曲折を経て、和服を一人で着られるようになりました。まだまだきれいには着られないので、これから外出にもどんどん着て上達するぞと意気込みましたが、田舎はどこに行くにも自分で車を運転しないといけないので、なかなか着る機会がありません。




Blog「桜の下の人魚姫」

http://natsumi903.blog.fc2.com/
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凪かすみ

Kasumi Nagi




カバーでは本編に登場するお花を参考にさせて頂くことが多く、そのため色々資料など探してみるのですが、これが季節の移り変わりを感じるなかなか貴重な機会になっていたりします。

お花の写真は眺めているだけで癒されますね。
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